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特集 ■ 農産物輸出で地域経済を活性化

本誌は、 の社会貢献広報事業として助成を受け作成されたものです

明日をひらく地域活性化のための情報誌
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重
町
）

　
「
九
重
〝
夢
〞
大
吊
橋
」
は
、
大
分
県
九
重
町
の
鳴

子
川
渓
谷
の
標
高
７
７
７
メ
ー
ト
ル
に
架
か
る
、
長
さ

３
９
０
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
１
７
３
メ
ー
ト
ル
の
、
日
本

一
の
人
道
大
吊
橋
で
す
。

　

吊
橋
か
ら
は
、「
日
本
の
滝
百
選
」
に
も
選
ば
れ
た

「
震
動
の
滝
（
雄
滝
・
雌
滝
）」
や
「
九
酔
渓
」、「
く
じ
ゅ

う
連
山
」
な
ど
四
季
折
々
に
移
り
変
わ
る
雄
大
な
自
然

景
観
を
望
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

地
域
の
人
々
に
親
し
ま
れ
て
き
た
こ
の
震
動
の
滝
。

「
こ
の
渓
谷
に
吊
橋
を
架
け
れ
ば
、
雄
滝
と
雌
滝
の
両

方
を
一
度
に
眺
め
ら
れ
る
」、
地
域
の
集
ま
り
の
中
で

話
さ
れ
て
い
た
夢
の
よ
う
な
思
い
か
ら
完
成
し
た
の
が

こ
の
九
重
〝
夢
〞
大
吊
橋
で
あ
り
、
地
域
の
夢
が
そ
の

名
称
に
も
残
っ
て
い
ま
す
。

　

周
囲
に
は
、「
お
ん
せ
ん
県
お
お
い
た
」
が
誇
る
個

性
豊
か
な
泉
質
を
有
す
る
温
泉
群
「
九
重
〝
夢
〞
温
泉

郷
」
な
ど
多
く
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
ほ
か
、
大
吊
橋
か

ら
く
じ
ゅ
う
国
立
公
園
内
を
巡
り
長
者
原
を
目
指
す
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
「
九
州
オ
ル
レ
『
九
重
・
や
ま
な

み
コ
ー
ス
』」
の
オ
ー
プ
ン
、
く
じ
ゅ
う
連
山
か
ら
阿

蘇
山
へ
続
く
高
原
を
駈
け
降
り
る
人
気
の
ド
ラ
イ
ブ

コ
ー
ス
「
や
ま
な
み
ハ
イ
ウ
ェ
イ
」
の
開
通
50
周
年
な

ど
の
話
題
も
あ
り
、
地
域
の
更
な
る
盛
り
上
が
り
が
期

待
さ
れ
ま
す
。
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福田紀彦川崎市長

最幸（さいこう）のまち・かわさきをめざして

　

川
崎
市
は
、
首
都
圏
に
位
置
し
、
多
摩
川
を
隔
て
て
、
東
京
に

隣
接
し
て
お
り
、
交
通
の
利
便
性
が
高
く
、
全
国
的
に
は
人
口
減

少
に
転
ず
る
中
、
依
然
と
し
て
人
口
増
加
が
続
く
都
市
で
す
。
特

に
、
皆
さ
ん
か
ら
選
ば
れ
る
都
市
と
な
っ
て
お
り
、
転
入
に
伴
う

社
会
増
が
多
い
状
況
で
す
。
結
果
と
し
て
、
こ
こ
10
年
間
で
の
人

口
増
加
は
お
よ
そ
15
万
人
で
、
こ
の
１
月
の
人
口
は
１
４
５
万
人

を
超
え
、
わ
が
国
８
番
目
の
都
市
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

今
後
も
、
人
口
増
加
が
続
き
、
平
成
42
年
に
は
１
５
０
万
人
を
超

え
る
見
込
み
と
な
っ
て
お
り
、
大
変
活
力
あ
る
都
市
で
す
。

　

こ
う
し
た
選
ば
れ
る
都
市
、
そ
し
て
活
力
あ
る
都
市
・
川
崎

は
、
大
正
13
年
に
誕
生
し
、
今
年
の
７
月
に
は
、
市
制
90
周
年
を

迎
え
ま
す
。
高
度
成
長
期
に
は
、
京
浜
臨
海
部
の
一
翼
を
担
う
工

業
都
市
と
し
て
、
製
造
業
を
中
心
に
発
展
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ

れ
に
伴
い
、
顕
在
化
す
る
公
害
問
題
な
ど
を
克
服
す
る
中
で
、
世

界
に
誇
る
べ
き
先
端
的
な
環
境
技
術
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
が
培

わ
れ
、
現
在
で
は
環
境
産
業
が
集
積
す
る
エ
コ
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
に

生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
生
産
拠
点
か
ら
の
機
能

転
換
が
進
め
ら
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
の
研
究
開
発
機
関
が
多
く

立
地
す
る
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
ド
ラ
え
も
ん
で
有
名
な
藤
子
・
Ｆ
・
不
二
雄
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
や
、
そ
の
音
響
の
素
晴
ら
し
さ
で
名
を
馳
せ
る
「
ミ
ュ
ー

ザ
川
崎
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
」
な
ど
、
世
界
に
も
誇
れ
る
魅
力

的
な
資
源
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
こ
う
し
た
川
崎
を
、「
力
強
い
産
業
都
市
」
と
「
安
心

の
ふ
る
さ
と
」
が
調
和
し
た
、
日
本
一
幸
せ
あ
ふ
れ
る
、
最
も
幸

福
な「
最
幸（
さ
い
こ
う
）」の
ま
ち
に
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
、日
々
、

「
現
場
主
義
」
の
市
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
安
心
の
ふ
る
さ
と
」
の
象
徴
は
、
子
ど
も
を
は
じ
め
、
市
民

の
方
々
の
笑
顔
で
あ
り
、
こ
う
し
た
笑
顔
あ
ふ
れ
、
そ
し
て
、
川

崎
を
ふ
る
さ
と
と
し
て
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
ま
ち
に
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
に
は
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で

き
、
お
母
さ
ん
、
そ
し
て
子
ど
も
た
ち
に
ふ
る
さ
と
と
感
じ
て
も

ら
え
る
よ
う
な
子
育
て
環
境
の
整
備
、
そ
し
て
「
終
の
棲
家
」
と

し
て
川
崎
を
選
ば
れ
て
い
る
元
気
な
シ
ニ
ア
の
方
々
が
地
域
社
会

に
貢
献
し
、
生
き
が
い
を
持
て
る
よ
う
な
ま
ち
と
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
特
に
、
住
民
の
中
に
は
、
昼
間
は
都
内
へ
通
勤
・

通
学
し
、
夜
は
川
崎
の
自
宅
に
帰
っ
て
く
る
よ
う
な
生
活
を
送
っ

て
い
る
「
川
崎
都
民
」
と
言
わ
れ
る
方
も
多
く
、
現
在
の
重
要
な

課
題
で
あ
る
待
機
児
童
対
策
な
ど
を
積
極
的
に
進
め
る
こ
と
で
、

「
安
心
の
ふ
る
さ
と
・
か
わ
さ
き
」
を
実
感
し
て
も
ら
い
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
う
し
た
「
安
心
の
ふ
る
さ
と
」
づ
く
り
を
継
続
的
に

進
め
て
い
く
に
は
、
経
済
の
エ
ン
ジ
ン
を
回
し
続
け
る
必
要
が
あ

り
、
現
在
、「
力
強
い
産
業
都
市
」
を
め
ざ
し
た
取
組
を
進
め
て

い
ま
す
。
特
に
、
羽
田
空
港
に
隣
接
す
る
強
み
を
活
か
し
、
そ
の

対
岸
に
位
置
す
る
殿
町
地
域
を
中
心
に
、
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
関

連
の
施
設
が
集
積
す
る
拠
点
と
な
る
よ
う
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
ま
す
。
同
地
域
は
、平
成
23
年
12
月
に
、ラ
イ
フ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
国
際
戦
略
総
合
特
区
の
指
定
を
受
け
て
お
り
、
既
に
、
マ
ウ
ス

な
ど
の
実
験
動
物
を
使
い
、
先
端
医
療
の
実
現
を
め
ざ
す
公
益
財

団
法
人
実
験
動
物
中
央
研
究
所
、
市
の
健
康
安
全
研
究
所
な
ど
が

立
地
し
て
お
り
、
今
後
、
国
立
医
薬
品
食
品
衛
生
研
究
所
が
開
設

す
る
な
ど
、
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
に
関
わ
る
拠
点
を
形
成
し
つ
つ

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
26
年
3
月
28
日
に
は
、
川
崎
市
を
含
め

た
東
京
圏
が
国
家
戦
略
特
区
の
指
定
を
受
け
、
拠
点
形
成
が
一
層

加
速
す
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
こ
う
し
た
取
組
を
推
進
し
、
そ
し
て
市
民
の
方
々
の
参

加
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
川
崎
市
が
「
最
幸
の
ま
ち
」
と
な
る
よ

う
、
川
崎
を
一
歩
先
へ
、
も
っ
と
先
へ
と
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。



農産物輸出で地域経済を活性化

昨年 10 月、シンガポールで開催された食品見本市「Oishii 
JAPAN 2013」の模様。多古米を出展し、ＰＲした
● 千葉県多古町　（p12-13）

今年１月にロサンゼルスで開催した十勝物産展（ナガイモ
を中心に販売）。チャイニーズのお客様で大盛況だった
● 北海道帯広市　（p８- ９）

天狗シールを貼って販売する朝日町のりんご。台湾では
トップブランドになり、輸出先も拡大している
● 山形県朝日町　（p10-11）

昨年８月に香港で開催された商談会の様子。「こん
にゃく麺焼きそば」は来場者に非常に好評だった
● 群馬県　（p14-15）

新潟玉木農園が輸出した米を利用したお寿司（台北
市にある高級寿司店で）
● 新潟市　（p16-17）

シンガポールでの知事トップセールス。笑顔で消費
者に県産果物をふるまう横内山梨県知事（左）
● 山梨県　（p18-19）



川上村のレタス畑。高原の冷涼な気候を生かして生産さ
れる野菜は台湾や香港の消費者にも好評だ

タイでの飛騨牛フェアの様子。飛騨牛はタイ人にも大人気
で輸出量も拡大している

香港での二十世紀梨の販売の様子。梨の輸出は 80 年の歴
史があり、鳥取県産農産物の主要な輸出品目となっている

● 長野県川上村　（p20-21）● 岐阜県　（p22-23）

● 鳥取県　（p26-27）

豊田市猿投地区で栽培されている「さなげの桃」。
品質が高く、国内外で認知度が高まっている
● 愛知県豊田市　（p24-25）

香港のスーパーでの「あまおう」（いちご）の販売風景。福岡
県はアジアを中心に県産農産物の輸出を積極的に進めている
● 福岡県　（p28-29）

シンガポールでの特産品展示会の様子。武雄市などは共同でシンガ
ポールに事務所を開設、農産物の販路開拓や観光誘客を目指している
● 佐賀県武雄市　（p30-31）
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５
年
ぶ
り
に
５
０
０
０
億
円
の

　
　
　

大
台
を
突
破

　

世
界
的
な
健
康
志
向
の
高
ま
り
や
新
興
国
の
経
済
発
展

な
ど
を
背
景
に
日
本
食
・
日
本
食
品
に
対
す
る
海
外
市
場

で
の
需
要
が
拡
大
し
て
お
り
、
世
界
各
地
に
出
店
し
て
い

る
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
の
店
舗
数
も
５
万
５
０
０
０
店
に

達
す
る
な
ど
、
日
本
の
食
文
化
や
日
本
食
品
に
対
す
る
世

界
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。
昨
年
12
月
に
は
「
和
食
」

が
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
、
さ
ら

に
２
０
２
０
年
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
東
京
開
催
が
決
定
し

た
こ
と
も
追
い
風
に
な
っ
て
、
今
後
、
さ
ら
に
日
本
食
・

日
本
食
品
に
対
す
る
世
界
的
な
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。

　

こ
う
し
た
動
き
に
反
し
て
、
近
年
に
お
け
る
わ
が
国
の

農
産
物
輸
出
は
、
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
問
題
に
端
を
発
し
た
い

わ
ゆ
る
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
や
為
替
レ
ー
ト
の
急
激
な
円

高
化
と
東
日
本
大
震
災
（
原
発
事
故
）
な
ど
の
影
響
を
受

け
て
２
０
０
８
年
以
降
、
低
迷
状
態
が
続
い
て
き
た
。
と

こ
ろ
が
、
昨
年
、
農
産
物
・
食
品
の
輸
出
が
5
年
ぶ
り
に

大
幅
な
増
加
と
な
り
、
２
０
１
３
年
の
輸
出
額
は
対
前
年

比
22
・
4
％
増
の
５
５
０
６
億
円
に
達
し
、
統
計
の
あ
る

１
９
５
５
年
以
降
の
最
高
額
を
記
録
し
た
（
速
報
値
、
図

１
参
照
）。

　

そ
の
直
接
的
な
要
因
と
し
て
は
為
替
レ
ー
ト
の
円
安
化

や
東
日
本
大
震
災
後
の
原
発
事
故
に
伴
う
輸
入
国
（
約
40

カ
国
）
に
よ
る
日
本
産
農
産
物
に
対
す
る
輸
入
停
止
や
検

査
証
明
書
の
提
出
な
ど
の
輸
入
規
制
が
解
除
さ
れ
た
り
緩

和
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、

こ
う
し
た
厳
し
い
輸
出
環
境
に
も
か
か
わ
ら
ず
農
産
物
輸

出
を
継
続
的
に
実
施
し
て
き
た
全
国
の
輸
出
産
地
や
輸
出

団
体
、
輸
出
企
業
等
の
輸
出
主
体
の
農
産
物
輸
出
に
対
す

る
強
い
意
欲
と
様
々
な
輸
出
努
力
の
積
み
重
ね
が
奏
功
し

た
こ
と
も
看
過
で
き
な
い
。

　

周
知
の
よ
う
に
、
政
府
は
新
た
な
成
長
戦
略
「
日
本
再

興
戦
略
」
の
一
環
と
し
て
、
日
本
の
食
文
化
・
食
産
業
の

グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
と
と
も
に
、
２
０
２
０
年
度
ま
で
に
日

本
産
の
農
林
水
産
物
・
食
品
の
輸
出
額
を
1
兆
円
規
模
に

高
め
る
こ
と
を
重
要
な
政
策
課
題
に
し
て
お
り
、
そ
れ
に

必
要
な
①
輸
出
環
境
の
整
備
、
②
商
流
の
確
立
支
援
、
③

商
流
の
拡
大
支
援
の
３
つ
の
施
策
を
中
心
に
、
様
々
な
輸

出
促
進
事
業
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み

が
今
回
の
大
幅
な
輸
出
増
加
と
な
っ
て
実
を
結
ん
だ
と
い

え
よ
う
。

　
　
　

新
た
な
課
題
に
直
面
す
る

　
　
　

農
産
物
の
輸
出
促
進

　

わ
が
国
農
林
水
産
物
・
食
品
の
海
外
進
出
（
輸
出
）
が

開
始
さ
れ
た
の
は
、
太
平
洋
戦
争
終
結
後
の
１
９
５
０
年

特 集

下
渡
　
敏
治

農
産
物
輸
出
で
地
域
経
済
を
活
性
化

新
た
な
課
題
に
直
面
す
る
農
産
物
輸
出
と
輸
出
産
地
の
課
題

日
本
大
学
生
物
資
源
科
学
部
教
授

１

２
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代
以
降
で
あ
る
。
そ
の
後
の
日
本
経
済
の
復
興
・
成
長
に

伴
い
、
日
本
企
業
の
海
外
駐
在
員
と
そ
の
家
族
が
増
加
し

始
め
た
１
９
５
５
年
以
降
に
な
っ
て
日
本
食
品
の
本
格
的

な
輸
出
が
開
始
さ
れ
、１
９
６
０
年
代
に
な
る
と
日
本
食
・

日
本
食
品
は
品
目
、
数
量
と
も
に
大
き
く
拡
大
し
て
い
っ

た
。
そ
の
舞
台
と
な
っ
た
の
が
ア
メ
リ
カ
市
場
で
あ
る
。

　

そ
れ
か
ら
半
世
紀
が
経
過
し
、
今
や
日
本
食
品
・
日
本

食
は
世
界
の
至
る
と
こ
ろ
に
進
出
し
、
ア
ジ
ア
と
り
わ
け

日
本
産
農
林
水
産
物
・
食
品
の
最
大
の
輸
出
先
で
あ
る
香

港
で
は
、
日
本
食
・
日
本
食
品
は
も
は
や
ブ
ー
ム
を
通
り

越
し
て
「
日
常
」
に
な
っ
て
お
り
、
香
港
市
民
の
間
に
深

く
浸
透
し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
市
場
、
ア
ジ
ア
市
場
に

と
ど
ま
ら
ず
、
現
在
、
世
界
中
で
急
増
し
て

い
る
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
に
は
、
日
本
食
の

シ
ョ
ー
ル
ー
ム
と
し
て
日
本
食
・
日
本
食
品

の
普
及
・
拡
大
に
貢
献
す
る
と
い
う
役
割
の

他
に
、
日
本
産
の
高
品
質
の
食
材
（
農
林
水

産
物
・
食
品
）
を
世
界
市
場
に
発
信
す
る
拠

点
と
し
て
の
役
割
も
期
待
さ
れ
て
お
り
、
昨

年
、
わ
が
国
の
農
産
物
輸
出
が
史
上
最
高
額

を
達
成
し
た
背
景
に
は
、
世
界
各
地
に
展
開

し
て
い
る
こ
れ
ら
の
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
の

拡
大
が
あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　

他
方
、
海
外
市
場
に
お
い
て
日
本
食
材
、

農
林
水
産
物
の
受
け
皿
・
販
売
拠
点
と
し
て

の
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
が
現
地
に
出
店
し

て
い
る
日
系
の
百
貨
店
や
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
の

量
販
店
で
あ
り
、
さ
ら
に
欧
米
系
や
現
地
資

本
に
よ
る
高
級
百
貨
店
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
な
ど
で
も
日
本
産
農
産
物
を
取
り
扱

う
店
舗
が
増
加
し
つ
つ
あ
り
、
こ
れ
ら
の
店

舗
で
は
日
本
食
材
の
品
揃
え
も
以
前
に
比
べ

て
驚
く
ほ
ど
充
実
し
、
店
舗
や
売
場
も
大
き

く
様
変
わ
り
し
て
い
る
。

　

こ
の
背
景
に
は
、
自
由
貿
易
協
定
（
Ｆ
Ｔ

Ａ
）、
経
済
連
携
協
定
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
な
ど
の

貿
易
自
由
化
（
市
場
開
放
）
の
進
展
に
よ
っ
て
日
本
か
ら

の
農
林
水
産
物
の
輸
出
入
が
容
易
に
な
っ
た
こ
と
、中
国
、

ロ
シ
ア
、
イ
ン
ド
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
な
ど
の
新

興
国
の
経
済
発
展
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
国
々
で
ボ
リ
ュ
ー

ム
ゾ
ー
ン
と
呼
ば
れ
る
富
裕
層
や
中
間
所
得
層
が
大
幅
に

増
加
し
、
消
費
者
の
購
買
力
が
大
幅
に
高
ま
っ
た
こ
と
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
の
一
方
で
、
こ
れ
ら
の
購
買
力
の

向
上
を
背
景
に
、
日
系
食
品
企
業
の
海
外
進
出
に
加
え
て

現
地
市
場
に
日
本
の
技
術
や
農
産
物
（
野
菜
、
野
菜
的
果

実
）
の
種
子
を
持
ち
込
ん
で
現
地
生
産
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る

「M
ade BY

 Japan

」
の
コ
メ
、
イ
チ
ゴ
、
キ
ャ
ベ
ツ
、

ダ
イ
コ
ン
な
ど
の
農
産
品
が
市
場
に
出
回
る
よ
う
に
な
っ

て
お
り
（
６
ペ
ー
ジ
写
真
参
照
）、
日
本
か
ら
輸
出
さ
れ

る
農
産
物
は
中
国
、
韓
国
、
米
国
な
ど
か
ら
輸
出
さ
れ
る

農
産
品
と
の
競
争
に
加
え
て
、
い
か
に
し
て
こ
れ
ら
の
現

地
生
産
さ
れ
た
メ
イ
ド
バ
イ
ジ
ャ
パ
ン
の
農
産
品
と
の
違

い
を
明
確
に
し
、
差
別
化
や
棲
み
分
け
を
図
る
か
と
い
う

新
た
な
課
題
に
直
面
し
て
い
る
。

　
　
　

安
定
市
場
か
ら

　
　
　

新
規
市
場
へ
の
輸
出
展
開

　

政
府
は
２
０
２
０
年
の
輸
出
目
標
の
達
成
に
向
け
て
、

輸
出
重
点
品
目
と
輸
出
重
点
国
・
地
域
を
設
定
し
、
水
産

物
、
加
工
食
品
、
コ
メ
・
コ
メ
加
工
品
、
林
産
物
、
花
卉
、

青
果
物
、
牛
肉
、
茶
を
重
点
輸
出
品
目
に
、
従
来
か
ら
の

主
要
な
輸
出
先
に
な
っ
て
い
る
香
港
、
米
国
、
台
湾
、
中

国
、
韓
国
な
ど
の
安
定
市
場
に
対
し
て
、
今
後
新
た
に
市

場
の
開
拓
・
拡
大
を
推
進
す
べ
き
輸
出
先
国
・
地
域
と
し

て
、
Ｅ
Ｕ
、
ロ
シ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
イ

ン
ド
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
タ
イ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

農産物輸出で地域経済を活性化
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図1　日本産農林水産物・食品輸出額推移
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ル
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
中
東
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
12
の
国
・
地
域

を
新
規
市
場
に
選
定
し
、
よ
り
一
層
の
輸
出
拡
大
を
図
り

た
い
考
え
で
あ
る
。

　

２
０
１
３
年
の
輸
出
実
績
（
５
５
０
６
億
円
）
の
内

訳
を
見
る
と
、
産
物
別
で
は
農
産
物
が
３
１
３
７
億
円

（
対
前
年
比
17
・
０
％
増
）、
林
産
物
が
１
５
２
億
円
（
同

28
・７
％
増
）、水
産
物
が
２
２
１
７
億
円（
同
30
・５
％
増
）

と
な
っ
て
お
り
、
国
・
地
域
別
で
は
香
港
（
22
・
７
％
）、

米
国
（
14
・
９
％
）、
台
湾
（
13
・
４
％
）、
中
国
（
９
・

２
％
）、
韓
国
（
６
・
８
％
）、
タ
イ
（
６
・
２
％
）
と
、
米

国
を
別
に
す
れ
ば
ア
ジ
ア
市
場
へ
の
輸
出
額
が
７
割
を
占

め
、
と
り
わ
け
安
定
市
場
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る

香
港
、
台
湾
、
中
国
、
韓
国
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
等
へ
の
輸

出
額
が
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
る
（
図
２
参
照
）。

　

そ
の
一
方
で
、
従
来
は
日
本
の
輸
出
先
市
場
と
し
て
あ

ま
り
重
視
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
の
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
へ
の
輸
出
額
が
大
幅
に
増
え
る
傾
向
（
対

２
０
１
０
年
度
比
51
・
８
％
増
）
に
あ
り
、
品
目
別
で
み

て
も
牛
肉
の
輸
出
で
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
や
ラ
オ
ス
が
上
位
に

ラ
ン
ク
さ
れ
る
な
ど
輸
出
先
と
し
て
の
新
規
市
場
の
地
位

が
確
実
に
高
ま
っ
て
き
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。さ
ら
に
、

現
在
、
交
渉
が
進
展
し
て
い
る
Ｅ
Ｕ
と
の
間
で
の
経
済
連

携
協
定
の
締
結
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
経
済
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
協
定
）
へ
の
参
加
が
実
現
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、

こ
れ
ら
の
参
加
国
と
の
間
に
新
た
な
市
場
が
生
ま
れ
る
可

能
性
が
あ
る
。
香
港
、
台
湾
、
韓
国
な
ど
の
消
費
市
場
は

国
内
産
地
か
ら
の
集
中
的
な
輸
出
に
よ
っ
て
、
既
に
成
熟

段
階
に
達
す
る
か
飽
和
状
態
に
達
し
つ
つ
あ
り
、
日
本
産

農
産
物
の
輸
出
拡
大
に
は
安
定
市
場
で
の
新
た
な
需
要
の

掘
り
起
こ
し
と
同
時
に
、
こ
れ
ら
の
新
規
市
場
で
の
市
場

開
拓
、
需
要
の
喚
起
が
不
可
欠
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
　
　
　

地
域
活
性
化
と
輸
出
産
地
の
課
題

　

農
林
水
産
物
の
輸
出
産
地
は
、
北
は
北
海
道
か
ら
南
は

6地域づくり 2014・５月号

タイ・バンコクの高級食品スーパー。日本の種子を現地に持ち込んで栽培された野菜
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総額総額
5,506億円

 

香港
1,250億円
（22.7％）

アジア
4,001億円
（72.7％）

台湾
735億円
（13.4％）

図２　農産物の輸出額の国・地域別内訳：平成25年

米国
819億円
（14.9％）

北米
896億円
（16.3％）



特 集

沖
縄
に
ま
で
跨
（
ま
た
が
）
っ
て
お
り
、
北
海
道
の
「
な

が
い
も
」
か
ら
沖
縄
の
「
も
ず
く
」
に
至
る
ま
で
輸
出
さ

れ
て
い
る
品
目
も
多
岐
に
亘
っ
て
い
る
。
毎
年
、
40
以
上

の
輸
出
産
地
が
国
の
補
助
事
業
を
利
用
し
て
輸
出
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
取
り
組
み
の
多
く
は
依

然
と
し
て
現
地
市
場
で
の
見
本
市
、
展
示
会
な
ど
で
の
展

示
即
売
、
日
系
百
貨
店
な
ど
の
物
産
展
で
の
販
売
に
依
存

し
た
単
発
的
な
イ
ベ
ン
ト
に
終
わ
っ
て
お
り
、
継
続
性
や

周
年
的
な
取
り
組
み
に
欠
け
て
い
る
の
が
実
態
で
あ
る
。

農
産
物
輸
出
拡
大
の
ネ
ッ
ク
と
い
わ
れ
て
き
た
現
地
産
や

他
国
産
農
産
物
と
の
価
格
差
は
円
安
や
新
興
国
の
経
済
発

展
な
ど
に
よ
っ
て
縮
小
化
に
向
か
い
つ
つ
あ
る
が
、
国
内

の
産
地
で
は
高
品
質
で
あ
れ
ば
富
裕
層
や
中
間
層
に
高
く

て
も
買
っ
て
も
ら
え
る
と
思
い
こ
ん
で
い
る
生
産
者
が
少

な
く
な
い
の
も
事
実
で
あ
る
。
ま
た
輸
出
農
産
物
の
多
く

が
国
内
市
場
向
け
に
生
産
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
収
穫
時

期
の
調
整
な
ど
を
含
め
て
輸
出
向
け
の
生
産
体
制
が
十
分

に
確
立
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
や
、
単
一
産
地
の
単
発
的
な

輸
出
が
多
く
、
産
地
間
連
携
に
よ
る
多
品
目
、
周
年
的
な

輸
出
取
り
組
み
に
欠
け
て
い
る
の
が
実
態
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
日
本
産
農
産
物
の
輸
出
市
場
や
顧
客
の
ニ
ー

ズ
も
一
様
で
は
な
い
。
経
済
成
長
に
伴
う
国
民
所
得
の
向

上
を
背
景
に
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
の
健
康
志
向
や
安
全
性
志

向
、
消
費
品
目
の
多
様
化
な
ど
に
よ
っ
て
国
ご
と
に
求
め

ら
れ
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
の
内
容
も
異
な
っ
て
お

り
、
同
じ
国
の
顧
客
で
あ
っ
て
も
求
め
る
商
品
が
異
な
る

場
合
も
少
な
く
な
い
。
つ
ま
り
、
な
に
を
、
ど
こ
に
、
だ

れ
を
相
手
に
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
、
ど
の
価
格
帯
で
販

売
す
る
の
か
等
々
を
含
め
て
き
め
細
か
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
活
動
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
日
本
の
農
産
物

輸
出
が
輸
出
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
輸
出
市
場
攻
略
の
た
め

の
商
品
設
計
に
欠
け
て
い
る
と
言
わ
れ
る
の
は
、
日
本
の

輸
出
産
地
が
輸
出
市
場
の
変
化
を
十
分
に
把
握
し
な
い
ま

ま
に
従
来
と
同
じ
や
り
方
で
輸
出
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
の
表
れ
で
あ
る
。

　

人
口
減
少
社
会
の
到
来
に
よ
っ
て
国
内
の
食
市
場
の

縮
小
が
進
ん
で
い
る
の
に
対
し
て
、
世
界
の
食
市
場
の
規

模
は
２
０
０
９
年
の
３
９
０
兆
円
か
ら
２
０
２
０
年
に
は

６
８
０
兆
円
に
拡
大
し
、
農
産
物
の
貿
易
額
も
１
９
７
０

年
代
の
７
兆
円
か
ら
今
世
紀
末
に
は
そ
の
お
よ
そ
30
倍
と

な
る
１
８
０
兆
円
に
増
大
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
今

後
、
１
兆
円
の
高
み
を
目
指
し
て
輸
出
を
伸
ば
し
て
ゆ
く

た
め
に
は
、
日
本
産
農
産
物
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
る
消
費

層
を
高
所
得
層
に
加
え
て
上
位
中
所
得
層
に
ま
で
広
げ
て

い
く
必
要
が
あ
る
（
図
３
参
照
）。
日
本
の
輸
出
産
地
が

輸
出
事
業
を
成
功
に
導
く
た
め
に
は
、
異
な
る
複
数
の
輸

出
産
地
と
の
連
携
関
係
を
強
化
し
な
が
ら
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
に
変
化
す
る
世
界
の
食
市
場
、
性
格
の
異
な
る
各
々
の

輸
出
市
場
に
積
極
的
に
コ
ミ
ッ
ト
し
、
現
地
消
費
者
と
の

間
に
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

○
参
考
・
引
用
文
献

（
１
）
農
林
水
産
省
食
料
産
業
局
輸
出
促
進
グ
ル
ー
プ

「
平
成
25
年
農
林
水
産
物
等
輸
出
実
績（
国
・
地
域
別
・

速
報
値
版
）」
平
成
26
年
２
月
。

（
２
）
下
渡
敏
治
「
い
ま
や
待
っ
た
な
し
農
産
物
輸
出

戦
略
」
日
本
政
策
金
融
機
構
「
Ａ
Ｆ
Ｃ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

第
58
巻
10
号
、
２
０
１
１
年
１
月
。

（
３
）
下
渡
敏
治
「
日
本
産
農
産
物
の
世
界
市
場
へ
の

挑
戦
」
美
味
技
術
学
会
「
美
味
技
術
学
会
誌
：
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
講
演
」V
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15.1 億人 14.7 億人
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3.0 億人

8.9 億人

現状 将来
未来

高所得層

上位中間層

下位中間層

低所得層

図3　日本産農産物のターゲット市場



2014・５月号地域づくり

特 集

農
産
物
輸
出
で
地
域
経
済
を
活
性
化

◆◆  

十
勝
の
気
象
に
合
う
ナ
ガ
イ
モ
、

◆  

導
入
当
初
は
苦
労
の
連
続

　
「
Ｊ
Ａ
帯
広
か
わ
に
し
」
は
十
勝
平
野
の
ほ
ぼ
中
央
に

位
置
し
、
農
地
の
集
積
化
に
よ
り
現
在
で
は
農
家
１
戸
当

た
り
の
耕
地
面
積
は
約
30
㌶
で
、基
幹
作
物
で
あ
る
小
麦
、

甜
菜
、
馬
鈴
薯
、
豆
類
を
中
心
と
し
、
ナ
ガ
イ
モ
や
ア
ス

パ
ラ
ガ
ス
な
ど
の
野
菜
類
を
作
付
け
し
て
い
る
。

　

前
述
の
基
幹
作
物
４
品
は
、
昭
和
30
年
代
後
半
か
ら

輸
入
量
の
増
加
に
よ
り
価

格
が
低
迷
し
、
経
営
収
支

が
悪
化
し
、
離
農
が
進
ん

だ
。
こ
の
た
め
必
然
的
に

農
地
を
集
積
し
、
規
模
拡

大
が
図
ら
れ
て
き
た
経
緯

が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

当
地
は
帯
広
の
市
街
化
地

域
と
隣
接
し
て
い
る
た
め
、

地
価
の
上
昇
か
ら
全
て
の

農
家
が
思
う
よ
う
に
農
地

を
増
や
す
こ
と
が
出
来
ず
、
収
益
性
の
高
い
農
産
物
を
導

入
し
よ
う
と
す
る
機
運
が
高
ま
っ
て
き
た
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
昭
和
40
年
以
降
、
試
行
錯
誤
し
な
が

ら
ナ
ガ
イ
モ
が
当
地
の
気
象
条
件
、
土
壌
に
良
く
適
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
北
海
道
内
で
は
ナ
ガ
イ
モ
生
産
の

草
分
け
で
あ
る
夕
張
市
農
協
か
ら
少
量
の
種
子
の
供
給
を

受
け
生
産
が
始
ま
っ
た
。
当
時
は
ほ
と
ん
ど
が
手
作
業
で

１
戸
当
た
り
の
作
付
け
は
10
〜
15
㌃
程
度
。
全
体
の
生
産

量
が
少
な
く
、
馬
鈴
薯
の
本
州
出
荷
の
ト
ラ
ッ
ク
に
混
載

し
て
出
荷
す
る
な
ど
、
全
く
無
名
で
市
場
評
価
と
し
て
も

青
森
県
産
の
足
元
に
も
及
ば
ず
、
苦
労
の
連
続
だ
っ
た
。

　

し
か
し
、
そ
こ
で
諦
め
る
こ
と
な
く
毎
年
継
続
し
て
出

荷
を
続
け
る
と
と
も
に
、
市
場
へ
出
向
き
、
販
促
活
動
を

強
化
す
る
こ
と
で
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
、
そ
の
存
在
が

知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

◆◆  

８
Ｊ
Ａ
で
広
域
生
産
、

◆  

ブ
ラ
ン
ド
化
と
コ
ス
ト
削
減
が
可
能
に

　

そ
の
後
、
飛
躍
的
に
生
産
量
が
拡
大
す
る
こ
と
と
な
っ

た
背
景
に
、
収
穫
作
業
の
機
械
化
体
系
の
確
立
と
、
選
果

施
設
と
冷
蔵
庫
な
ど
の
施
設
整
備
が
あ
げ
ら
れ
る
。
収
穫

は
、
従
来
手
作
業
で
１
本
１
本
掘
り
起
こ
す
大
変
な
重
労

働
だ
っ
た
が
、
昭
和
50
年
ご
ろ
か
ら
建
設
機
械
の
パ
ワ
ー

シ
ョ
ベ
ル
を
用
い
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
一
気
に
生
産

量
が
増
大
し
た
。

　

そ
れ
に
伴
い
、
洗
浄
選
別
施
設
と
冷
蔵
庫
の
新
設
を
進

め
、
通
年
販
売
が
可
能
と
な
っ
た
。
そ
の
頃
よ
り
ブ
ラ
ン

ド
化
を
強
く
意
識
し
な
が
ら
作
付
面
積
の
拡
大
を
進
め
て

き
た
。
ブ
ラ
ン
ド
を
築
く
た
め
に
は
高
品
質
で
あ
る
こ
と

は
無
論
だ
が
、大
量
生
産
に
よ
り
全
国
シ
ェ
ア
を
増
や
し
、

一
年
中
供
給
が
出
来
る
こ
と
が
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
だ
。

　

一
方
、
ナ
ガ
イ
モ
は
土
壌
条
件
を
選
ぶ
作
物
で
、
１
㍍

以
上
石
が
出
な
い
圃
場
で
な
い
と
生
産
が
で
き
な
い
。
と

て
も
川
西
地
域
だ
け
で
は
作
付
面
積
を
増
や
す
こ
と
が
難

し
い
た
め
、隣
接
の
芽
室
町
農
業
協
同
組
合
を
皮
切
り
に
、

中
札
内
、
足
寄
、
浦
幌
、
新
得
、
十
勝
清
水
、
高
島
（
農

業
協
同
組
合
）と
の
８
Ｊ
Ａ
で
の
広
域
体
制
へ
と
拡
張
し
、

今
日
に
至
っ
て
い
る
。
現
在
、
８
Ｊ
Ａ
で
作
付
面
積
は
約

５
０
０
㌶
に
上
っ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
広
域
生
産
は
、

商
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
が
可
能
に
な
る
ほ
か
、
大
量
生
産
に

よ
り
コ
ス
ト
の
大
幅
な
削
減
が
可
能
に
な
る
な
ど
、
そ
の

ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
存
分
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
。

◆◆  

需
給
調
整
で
輸
出
、
価
格
暴
落
避
け
る

◆  

輸
出
量
は
年
３
０
０
０
ト
ン
に

　

こ
う
し
て
広
域
体
制
を
組
む
こ
と
で
消
費
地
へ
の
安
定

供
給
は
可
能
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
豊
作
年
の
価
格
暴
落

は
避
け
ら
れ
ず
、
一
層
の
消
費
拡
大
が
求
め
ら
れ
て
い
た

が
、
１
９
９
９
年
に
関
西
の
卸
売
市
場
を
通
じ
て
台
湾
へ

輸
出
す
る
話
が
持
ち
上
が
っ
た
。

　

国
内
で
は
２
Ｌ
規
格（
1
本
８
０
０
㌘
〜
１
０
０
０
㌘
）

常
田
　
馨

帯
広
市
川
西
農
業
協
同
組
合

青
果
部
部
長
・
広
域
流
通
統
括

—
８
農
協
が
連
携
し
広
域
生
産
、
ブ
ラ
ン
ド
化
も
実
現—

ナ
ガ
イ
モ
を
台
湾
や
米
国
に
年
３
０
０
０
ト
ン

北
海
道
帯
広
市

１

８

「
十
勝
川
西
長
い
も
」



2014・5月号 地域づくり

農産物輸出で地域経済を活性化特 集

の
程
よ
い
大
き
さ
の
も
の
が
好
ま
れ
高
値
で
取
引
さ
れ
る

が
、
4
Ｌ
規
格
（
1
本
１
２
０
０
㌘
超
）
の
も
の
は
２
Ｌ

よ
り
２
〜
３
割
安
く
な
る
。
そ
こ
で
、
国
内
の
需
給
調
整

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
４
Ｌ
規
格
の
も
の
の
み
輸
出
す

る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
結
果
、
国
内
市
場
か
ら
４
Ｌ
規
格

の
ナ
ガ
イ
モ
を
隔
離
す
る
こ
と
で
、
暴
落
が
回
避
さ
れ
生

産
者
の
手
取
り
価
格
は
輸
出
開
始
前
よ
り
20
％
向
上
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
た
。

　

海
外
輸
出
が
成
功
し
た
大
き
な
要
因
は
、
台
湾
で
の

薬
膳
ブ
ー
ム
が
背
景
に
あ
る
。
台
湾
で
は
ナ
ガ
イ
モ
は

漢
方
薬
に
位
置
付
け
ら
れ
、
薬
膳
料
理
の
食
材
、
主
に

ス
ー
プ
の
具
材
と
し
て
一
般
家
庭
に
も
広
く
浸
透
し
て
い

る
の
だ
。
こ
の
台
湾
で
の
薬
膳
ブ
ー
ム
が
や
が
て
ア
メ

リ
カ
に
住
む
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
の
人
々
へ
と
広
が
り
、
後

の
ア
メ
リ
カ
輸
出
が
増
大
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

２
０
１
３
年
産
ナ
ガ
イ
モ
の
海
外
輸
出
は
総
生
産
量
約

２
万
２
０
０
０
㌧
（
約
63
億
円
）
の
う
ち
、
約
14
％
に
あ

た
る
約
３
０
０
０
㌧
（
約
９
億
円
）
と
な
っ
て
い
る
。

◆◆  

高
付
加
価
値
め
ざ
し
地
域
団
体
商
標
登
録
、

◆  

思
わ
ぬ
効
果
も

　

厳
し
い
産
地
間

競
争
に
勝
ち
抜
く

た
め
に
、
ま
た
、

ブ
ラ
ン
ド
を
維
持

し
続
け
る
た
め
に

は
、
た
ゆ
ま
ぬ
努

力
を
続
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ

の
一
環
と
し
て

２
０
０
６
年
に
ス

タ
ー
ト
し
た
地
域

団
体
商
標
登
録
制

度
の
第
1
号
と
し

て
「
十
勝
川
西
長

い
も
」
が
認
め
ら
れ
た
。

　

こ
の
商
標
が
、
思
い
も
か
け
な
い
と
こ
ろ
で
効
果
を
発

揮
し
て
く
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
福
島
県
で
の

放
射
能
漏
れ
事
故
に
係
る
海
外
で
の
日
本
の
農
産
物
の
風

評
被
害
に
関
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。
台
湾
の
輸
入
業
者
か

ら
、
被
災
地
か
ら
遠
距
離
に
あ
る
北
海
道
十
勝
産
で
あ
る

こ
と
を
確
実
に
証
明
出
来
る
も
の
を
求
め
ら
れ
た
。
地
域

団
体
商
標
は
ま
さ
に
、
第
三
者
認
証
と
し
て
は
一
番
信
憑

性
が
高
い
国
の
特
許
庁
が
認
め
た
産
地
証
明
と
し
て
の
役

割
を
果
た
し
て
く
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

本
来
の
目
的
で
は
な
い
が
、
高
付
加
価
値
へ
の
取
り
組

み
が
意
外
な
と
こ
ろ
で
役
立
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、

近
年
の
安
全
・
安
心
に
対
す
る
消
費
者
の
関
心
の
高
さ
に

応
え
る
た
め
、
２
０
０
８
年
に
は
農
産
物
選
別
施
設
と
し

て
は
国
内
で
は
例
の
な
い
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
認
証
を
取
得
。
本

来
、
農
産
物
の
選
別
施
設
に
お
い
て
は
、
そ
こ
ま
で
の
安

全
・
安
心
対
策
を
求
め
ら
れ
て
は
い
な
い
が
、
自
ら
厳
し

い
ハ
ー
ド
ル
を
設
け
て
徹
底
し
た
衛
生
管
理
や
、
高
度
な

ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
ー
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。◆◆  

今
後
の
課
題

◆
　

農
作
物
は
生
き
物
で
あ
り
、気
を
緩
め
て
手
を
抜
く
と
、

た
ち
ま
ち
産
地
の
崩
壊
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。
ナ
ガ
イ

モ
は
病
気
に
弱
い
作
物
で
あ
る
た
め
、
先
達
が
作
り
上
げ

た
厳
し
い
栽
培
管
理
基
準
を
守
り
続
け
る
こ
と
が
、
ま
ず

も
っ
て
大
切
な
こ
と
だ
と
考
え
る
一
方
、
生
産
者
か
ら
は

耐
病
性
の
強
い
品
種
の
開
発
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
今
後

は
新
品
種
の
開
発
も
急
務
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

９

ナガイモの選別工場。徹底した衛生管理が行われている

（左）ナガイモの収穫の様子

圃場の様子。ナガイモのつるは高さ３メートルに達する



◆◆  

り
ん
ご
を
中
心
に
町
づ
く
り

◆
　

朝
日
町
は
山
形
県
の
中
央
部
に
位
置
し
、
磐
梯
朝
日
国

立
公
園
の
主
峰
・
大
朝
日
岳
の
山
麓
地
域
に
あ
り
ま
す
。

町
の
面
積
は
１
９
６
・
73
平
方
㌔
㍍
で
、
最
上
川
が
町
の

南
北
を
約
21
㌔
に
わ
た
っ
て
蛇
行
北
流
し
、
国
立
公
園
を

は
じ
め
と
す
る
原
生
林
が
町
土
の
76
％
ほ
ど
を
占
め
、
豊

か
な
自
然
環
境
と
澄
み
き
っ
た
空
気
に
包
ま
れ
、
世
界
で

唯
一
の
「
空
気
神
社
」
の
あ
る
町
で
す
。

　

最
上
川
の
両
岸
に
沿
っ
た
河
岸
段
丘
は
、
特
産
の
り
ん

ご
な
ど
の
果
樹
を
は
じ
め
農
産
物
の
栽
培
に
適
し
た
肥
沃

な
土
地
で
す
。
町
の
産
業
構
造
は
第
１
次
産
業
就
業
比
率

の
減
少
、
第
２
次
・
第
３
次
産
業
就
業
者
の
漸
増
で
推
移

し
て
い
ま
す
が
、
り
ん
ご
を
中
心
と
す
る
農
業
を
基
幹
産

業
と
位
置
づ
け
、
り
ん
ご
に
こ
だ
わ
っ
た
町
づ
く
り
を
進

め
て
い
ま
す
。

◆◆  

品
質
、
日
本
一
の
評
価

◆
　

り
ん
ご
栽
培
の
歴
史
は
古
く
、
明
治
20
年
に
さ
か
の
ぼ

り
ま
す
が
、朝
日
町
り
ん
ご
の
銘
柄
が
確
立
さ
れ
た
の
は
、

昭
和
46
年
に
全
国
に
先
駆
け
て
り
ん
ご
に
袋
を
か
け
な
い

で
栽
培
す
る
「
無
袋
ふ
じ
」
の
栽
培
技
術
を
確
立
し
、
中

央
市
場
で
品
質
日
本
一
の
評
価
を
得
た
こ
と
で
す
。
こ
の

時
期
か
ら
転
作
に
よ
る
り
ん
ご
の
植
栽
を
奨
励
す
る
と
と

も
に
、
大
規
模
な
樹
園
地
造
成
を
全
町
的
に
展
開
し
、
朝

日
町
農
業
の
基
幹
作
物
と
し
て
様
々
な
振
興
方
策
を
展
開

し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
り
ん
ご
に
こ
だ
わ
っ
た
町
づ
く

り
を
進
め
、平
成
元
年
に
は「
日
本
一
り
ん
ご
の
町
宣
言
」、

平
成
16
年
に
は
町
条
例
で
「
朝
日
町
り
ん
ご
の
日
」
を
定

め
る
な
ど
、
町
民
一
丸
と
な
っ
て
り
ん
ご
振
興
に
力
を
注

い
で
い
ま
す
。

◆◆  

り
ん
ご
輸
出
に
挑
戦

◆
　

農
業
、
特
に
り
ん
ご
が
基
幹
産
業
の
朝
日
町
に
と
っ

て
、
り
ん
ご
の
売
り
上
げ
が
町
の
経
済
を
大
き
く
左
右
し

ま
す
。
順
調
に
販
売

額
を
伸
ば
し
て
き
た

り
ん
ご
産
業
で
し
た

が
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後

の
平
成
９
年
に
り
ん

ご
の
価
格
が
全
国
的

に
大
暴
落
す
る
危
機

を
迎
え
ま
し
た
。

　

町
で
は
こ
の
危
機

を
乗
り
切
る
た
め

に
、
９
月
下
旬
か
ら

10
月
に
収
穫
で
き
る

品
種
へ
の
更
新
等
の

り
ん
ご
振
興
策
に
大

規
模
な
予
算
を
投
入

し
ま
し
た
。
具
体
的

に
は
、
新
た
な
振
興

品
種
で
あ
る
「
シ
ナ

ノ
ス
イ
ー
ト
」
を
積

極
的
に
導
入
し
、町
・
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特 集

農
産
物
輸
出
で
地
域
経
済
を
活
性
化

三
浦
　
浩
一

山
形
県
朝
日
町
農
林
振
興
課
長

—
台
湾
で
ブ
ラ
ン
ド
確
立
、
輸
出
先
も
拡
大—

「
攻
め
の
農
業
」で
、り
ん
ご
を
海
外
へ

山
形
県
朝
日
町

２

10

朝日町のゆるキャラ「桃色ウサヒ」と一緒に鈴木浩幸町長
（中央）がトップセールス（台湾の百貨店で）

【輸出実績の推移】　単位：㌧
　　　　年度
輸出先

平成
16 年

度

平成
17 年

度

平成
18 年

度

平成
19 年

度

平成
20 年

度

平成
21 年

度

平成
22 年

度

平成
23 年

度

平成
24 年

度

平成
25 年

度
台　　　湾 14.0 5.5 12.2 10.5 9.0 13.5 12.1 6.2 7.8 10.7 
タ　　　イ  1.2 5.3 9.6 8.2 9.6 6.3 8.0 9.1
香　　　港 5.2 18.9 8.8
シンガポール 6.3 0.5
フィリピン 1.0 1.2 1.2
マレーシア 2.7
合　　　　計 14.0 5.5 13.4 21.0 37.5 21.7 36.8 14.0 17.0 23.7
ラ・フランス 0.9 0.2 0.5
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農産物輸出で地域経済を活性化特 集

農
協
・
生
産
者
が
栽
培
技
術
か
ら
販
売
ま
で
一
体
的
に
取

り
組
ん
だ
結
果
、
り
ん
ご
農
家
の
所
得
向
上
に
大
き
な
役

割
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

次
は
、
沈
滞
す
る
ム
ー
ド
を
払
拭
し
、
生
産
者
の
元
気

を
取
り
戻
す
た
め
に
輸
出
に
よ
る
所
得
向
上
を
め
ざ
す
と

い
う
〝
攻
め
の
農
業
〟
へ
の
挑
戦
で
す
。

　

平
成
16
年
に
山
形
ジ
ェ
ト
ロ
と
県
の
協
力
を
得
て
「
ふ

じ
り
ん
ご
」
を
台
湾
に
初
め
て
輸
出
し
ま
し
た
。
国
内
で

高
い
評
価
を
得
て
い
る
当
町
の
り
ん
ご
は
台
湾
で
も
高
い

評
価
を
得
ら
れ
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
台
湾
で
は
、

り
ん
ご
＝
青
森
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
出
来
上
が
っ
て
お

り
、
朝
日
町
の
り
ん
ご
は
、
品
質
的
に
良
く
て
も
知
名
度

か
ら
価
格
で
は
買
い
た
た
か
れ
る
結
果
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
ま
た
、
輸
出
の
際
、
資
材
に
対
す
る
認
識
の
甘

さ
か
ら
箱
が
潰
れ
て
果
実
が
傷
む
な
ど
、
改
め
て
海
外
輸

出
の
難
し
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。

◆◆  

台
湾
で
ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
に
、
輸
出
先
も
拡
大

◆
　

平
成
17
年
に
は
、
台
湾
で
の
ブ
ラ
ン
ド
確
立
を
前
提
に

輸
出
を
検
討
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
山
形
県
経
済
国
際
化
推

進
協
議
会
（
現
在
の
山
形
県
国
際
経
済
振
興
機
構
）
か
ら

高
級
百
貨
店
で
贈
答
品
と
し
て
販
売
す
る
こ
と
を
紹
介
さ

れ
、
試
験
的
に
輸
出
を
行
っ
た
結
果
、
朝
日
町
り
ん
ご
の

品
質
、
食
味
、
特
に
「
蜜
入
り
」
が
非
常
に
高
い
評
価
を

得
ま
し
た
。

　

同
時
に
、
輸
出
資
材
の
改
善
に
も
取
り
組
み
、
そ
れ
ま

で
の
箱
か
ら
強
度
の
高
い
箱
に
変
更
す
る
と
と
も
に
、
温

度
管
理
に
つ
い
て
も
輸
出
先
と
協
議
を
行
い
な
が
ら
果
実

に
適
し
た
温
度
に
な
る
よ
う
に
輸
送
時
の
温
度
に
つ
い
て

改
善
を
図
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
朝
日
町
り
ん
ご
の
象
徴
で
あ
る
「
天
狗
印
」

を
全
面
的
に
売
り
込
む
た
め
に
、
り
ん
ご
一
個
一
個
に
天

狗
シ
ー
ル
を
貼
っ
た
り
、
販
売
時
に
朝
日
町
り
ん
ご
を
紹

介
す
る
中
国
語
版
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
作
成
し
、
売
り
場
で
放
映

し
ま
し
た
。
ま
た
、
台
湾
の
贈
答
シ
ー
ズ
ン
に
当
た
る
１

月
下
旬
に
は
、
生
産
者
が
自
ら
店
頭
に
立
っ
て
の
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
や
町
長
に
よ
る
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
継
続
し

て
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
そ
の
品
質
が
高
く
評
価
さ
れ
、
当
町
の
り

ん
ご
は
台
湾
で
消
費
者
や
流
通
関
係
者
の
間
で
ト
ッ
プ
ブ

ラ
ン
ド
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

台
湾
で
の
ブ
ラ
ン
ド
確
立
を
契
機
に
、タ
イ
、シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
、
香
港
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
輸
出
先
も
拡
大
し
、
品
種

も
ふ
じ
だ
け
で
な
く
、
シ
ナ
ノ
ス
イ
ー
ト
、
王
林
、
シ
ナ

ノ
ゴ
ー
ル
ド
さ
ら
に
は
、
ラ
・
フ
ラ
ン
ス
ま
で
輸
出
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
小
さ
な
町
の
大
き
な
挑
戦
は
、
マ
ス
コ
ミ
に

も
注
目
さ
れ
、
毎
年
、
現
地
で
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
様

子
が
新
聞
等
で
大
き
く
紹
介
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

◆　◆  

輸
出
の
波
及
効
果
、
賑
わ
う
「
産
業
ま
つ
り
」

◆
　

朝
日
町
の
り
ん
ご
輸
出
の
話
題
が
毎
年
マ
ス
コ
ミ
で
大

き
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
消
費
者
の
目
に
留
ま
る
機
会
が
非

常
に
増
え
た
こ
と
も
あ
り
、
秋
に
な
る
と
り
ん
ご
購
入
の

た
め
、
朝
日
町
を
訪
れ
る
方
が
急
激
に
増
加
し
、
最
盛
期

に
は
交
通
渋
滞
が
発
生
す
る
ほ
ど
膨
れ
上
が
り
ま
し
た
。

流
通
関
係
者
だ
け
で
な
く
、
消
費
者
に
も
朝
日
町
り
ん
ご

の
ブ
ラ
ン
ド
は
浸
透
し
た
の
で
す
。

　

町
で
は
農
業
・
商
業
・
工
業
・
観
光
の
産
業
が
一
体
と

な
り
朝
日
町
を
Ｐ
Ｒ
す
る「
産
業
ま
つ
り
」を
11
月
の「
朝

日
町
り
ん
ご
の
日
」
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
か
つ
て
は
町

内
か
ら
の
来
場
者
が
中
心
で
、
２
日
間
で
２
０
０
０
人
程

度
の
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。

　

し
か
し
、
輸
出
が
始
ま
り
、
マ
ス
コ
ミ
で
取
り
上
げ
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
ろ
か
ら
来
場
者
の
数
は
増
え
始

め
、
平
成
25
年
度
は
１
万
７
０
０
０
人
を
超
え
、
し
か
も

町
外
、
県
外
の
お
客
様
が
中
心
の
活
気
あ
ふ
れ
る
イ
ベ
ン

ト
に
大
き
く
様
変
わ
り
し
て
い
ま
す
。
お
客
様
は
り
ん
ご

だ
け
で
な
く
朝
日
町
の
様
々
な
商
品
を
買
い
求
め
、
さ
ら

に
町
内
の
飲
食
店
等
を
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
、
町
全
体
に

大
き
な
経
済
効
果
を
生
み
出
す
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。

　

お
い
し
い
り
ん
ご
づ
く
り
を
続
け
て
き
た
生
産
者
の
地

道
な
努
力
と
、
町
民
一
人
一
人
の
朝
日
町
り
ん
ご
に
対
す

る
誇
り
と
自
信
が
、
交
流
人
口
の
増
加
と
い
う
大
き
な
実

を
結
ん
だ
の
で
す
。

　

今
後
も
、
り
ん
ご
農
家
の
高
齢
化
や
生
産
量
の
減
少

な
ど
大
き
な
課
題

が
山
積
し
て
い
ま

す
が
、
日
本
一
の

り
ん
ご
生
産
の
誇

り
と
新
た
な
こ
と

に
挑
戦
す
る
気
構

え
を
持
ち
、
町
の

最
大
の
強
み
で
あ

る
り
ん
ご
を
活
か

し
な
が
ら
、
新
た

な
輸
出
国
も
模
索

し
、
町
の
産
業
力

向
上
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。

11

賑
わ
う
朝
日
町
の
産
業
ま
つ
り
。
毎
年
11
月
の

「
朝
日
町
り
ん
ご
の
日
」
に
開
催
し
て
い
る



◆◆  

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
農
業
、

◆  

少
子
高
齢
化
で
厳
し
い
状
況
も

　

千
葉
県
多
古
町
は
、成
田
国
際
空
港
の
東
側
に
位
置
し
、

東
京
か
ら
約
70
㌔
㍍
に
あ
る
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
、
歴

史
と
文
化
に
育
ま
れ
た
町
で
す
。

　

人
口
は
、
転
出
と
死
亡
が
転
入
と
出
生
を
上
回
る
状

況
が
続
き
、
平
成
８
年
の
１
万
８
４
３
６
人
を
ピ
ー
ク

に
減
少
の
一
途
を
た
ど
り
、
平
成
25
年
４
月
１
日
現
在
、

１
万
５
８
７
７
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
の
農
業
は
、
シ
ャ
リ
米
と
し
て
定
評
が
あ
り
、
食
味

日
本
一
に
輝
い
た
こ
と
も
あ
る
「
多
古
米
」
や
全
国
有
数

の
生
産
高
を
誇
る
「
や
ま
と
芋
」
を
中
心
と
し
て
多
品
種

に
わ
た
る
農
産
物
が
生
産
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
養
豚
や
酪

農
な
ど
も
行
わ
れ
、
稲
作
・
畑
作
・
畜
産
の
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
農
業

人
口
は
、
少
子
化
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
、

減
少
し
て
お
り
、
将
来
に
向
け
て
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
。

◆◆  「
多
古
米
を
シ
ャ
リ
に
」

◆  

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
オ
フ
ァ
ー

　

多
古
米
の
輸
出
の
き
っ
か
け
は
、
平
成
25
年
３
月
に

千
葉
市
・
幕
張
メ
ッ
セ
で
開
催
さ
れ
た
、
す
し
の
調

理
技
術
を
競
う
「
ワ
ー
ル
ド
ス
シ
カ
ッ
プ
・
ジ
ャ
パ
ン

２
０
１
３
」
に
多
古
米
が
公
式
米
と
し
て
採
用
さ
れ
、
世

界
各
国
で
活
躍
す
る
シ
ェ
フ
に
多
古
米
を
知
っ
て
も
ら
う

こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
す
。

　

多
古
米
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
い
た

シ
ェ
フ
に
試
供
品
を
送
る
な
か
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
の
和
食
レ
ス
ト
ラ
ン
「
山
川
」
の

オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
か
ら
多
古
米
を
シ
ャ
リ

と
し
て
使
い
た
い
と
い
う
オ
フ
ァ
ー
が
あ

り
ま
し
た
。
町
と
し
て
も
農
業
の
厳
し
い

状
況
を
打
開
し
、
将
来
に
向
け
、
持
続
的

に
発
展
さ
せ
る
た
め
多
古
町
産
農
産
物（
特

に
多
古
米
）
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
強
化
し
、

生
産
農
家
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
を
図

る
た
め
、
輸
出
（
販
路
拡
大
）
に
取
り
組

む
こ
と
と
し
ま
し
た
。　

　

ま
た
、
国
に
お
い
て
も
「
攻
め
の
農
林
水
産
業
」
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
農
林
水
産
物
・
食
品
の
輸
出
拡
大

に
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
も
取
り
組
み
を
推
進
す
る
要
因

の
ひ
と
つ
で
す
。

◆◆  

輸
出
に
向
け
現
地
調
査
、

◆  

価
格
や
ル
ー
ト
探
る

　

最
初
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
け
る
日
本
か
ら
の
農
産

物
の
輸
入
状
況
や
日
本
か
ら
輸
出
す
る
仕
組
み
な
ど
を
関

係
者
な
ど
か
ら
情
報
収
集
す
る
こ
と
か
ら
行
い
ま
し
た
。

　

輸
出
の
入
り
口
（
多
古
町
・
多
古
米
）
と
出
口(

「
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
・
山
川
」)

が
決
ま
っ
て
い
る
な
か
で
、
そ

の
間
の
ル
ー
ト
を
ど
う
す
る
か
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
米
を

輸
入
す
る
た
め
に
は
、国
の
ラ
イ
セ
ン
ス
が
必
要
で
あ
り
、

そ
の
許
可
を
得
た
者
を
誰
に
す
る
の
か
。
ま
た
、
既
に
日

本
各
地
の
米
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
輸
出
さ
れ
競
争
が
激
化

し
て
い
る
な
か
、
価
格
を
ど
う
す
る
か
な
ど
、
い
く
つ
か

の
検
討
課
題
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
７
月
に
は
、
町
の
担
当
者
が
事
前
（
現
地
）

2014・５月号地域づくり

多古町の田園風景。多古米はすし用のシャリ
として定評がある
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活
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多
古
米
を
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
輸
出

—
高
い
評
価
、
他
地
域
へ
の
販
路
拡
大
も
視
野
に—

千
葉
県
多
古
町

３

千
葉
県
多
古
町
産
業
経
済
課



2014・５月号 地域づくり

調
査
の
た
め
現
地
に
赴
き
、
関
係
者
と
の
打
ち
合
わ
せ
及

び
市
場
調
査
等
を
行
い
な
が
ら
、
価
格
や
輸
出
ル
ー
ト
の

確
立
な
ど
の
準
備
を
始
め
ま
し
た
。

　

そ
の
な
か
で
、
輸
出
を
開
始
す
る
時
期
を
新
米
が
出
始

め
る
10
月
と
し
、キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
「
山
川
」

で
関
係
者
を
招
待
し
て
「
多
古
米
お
披
露
目
会
」
を
開
く

こ
と
に
し
ま
し
た
。
併
せ
て
、
多
古
米
の
Ｐ
Ｒ
・
販
売
促

進
活
動
を
行
う
た
め
、
同
時
期
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
展
示

場
で
開
催
さ
れ
る
「O

ishii JA
PA

N
 2013

（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
市
場
最
大
級
の
食
品
見
本
市
）」
に
出
展
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

　

輸
出
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
隣
接
す
る
成
田
国
際
空
港

を
活
用
し
、
空
輸
で
行
う
こ
と
と
し
、
事
業
者
を
株
式
会

社
多
古
（
道
の
駅
多
古
の
運
営
法
人
）
に
決
め
、
確
認
の

た
め
９
月
に
試
験
輸
出
を
実
施
し
ま
し
た
。

◆◆  

多
古
米
を
お
披
露
目
、
高
い
評
価

◆  

和
食
レ
ス
ト
ラ
ン
を
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
に

　

こ
う
し
た
準
備
を
重
ね
な
が
ら
、
10
月
上
旬
に
多
古
米

１
２
０
㌔
〔
業
務
用
60
㌔
（
5
㌔
袋
）、
小
売
り
用
60
㌔

（
２
㌔
袋
）〕
と
イ
ベ
ン
ト
用
品
等
を
輸
送
し
、
中
旬
に
現

地
に
赴
き
ま
し
た
。

　

現
地
で
は
、
関
係
者
を
訪
問
す
る
と
と
も
に
イ
ベ
ン
ト

の
準
備
を
行
っ
た
上
で
、「O

ishii JA
PA

N
 2013

」（
10

月
17
〜
19
日
）
に
出
展
し
、試
食
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、

バ
イ
ヤ
ー
や
マ
ス
コ
ミ
、
一
般
消
費
者
に
多
古
米
を
Ｐ
Ｒ

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
多
古
米
お
披
露
目
会
」（
10
月
19
日
）
で
は
、

関
係
者
47
名
出
席
の
も
と
多
古
米
及
び
多
古
町
産
農
産
物

等
で
食
事
を
用
意
し
、「
美
味
し
い
」と
い
う
評
価
を
頂
き
、

盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。加
え
て
、「
山
川
」

を
多
古
町
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
認
定
し
、
こ
の

日
よ
り
、
店
内
の
一
角
で
、
多
古
町
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等

の
展
示
及
び
多
古
米
の
小
売
り
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◆◆  

多
古
米
の
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
に
貢
献

◆  

他
の
農
産
物
輸
出
も
視
野
に

　

多
古
米
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ
の
輸
出
や
、
海
外
で
の
Ｐ

Ｒ
、
販
売
促
進
活
動
の
実
施
は
、
多
古
米
の
ブ
ラ
ン
ド
力

向
上
に
大
き
く
貢
献
し
た
ほ
か
、海
外
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）

で
多
古
米
を
食
べ
て
、
買
え
る
仕
組
み
が
で
き
た
こ
と
は

大
き
な
成
果
で
し
た
。
ま
た
多
古
米
の
輸
出
に
取
り
組
む

こ
と
に
よ
り
、
多
古
町
を
国
内
外
に
Ｐ
Ｒ
で
き
た
こ
と
も

大
き
な
効
果
が
あ
り
ま
し
た
。

　

関
係
機
関
（
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
、
Ｃ
Ｌ
Ａ
Ｉ
Ｒ
、
千
葉
銀
行

な
ど
）
の
現
地
事
務
所
等
の
協
力
に
よ
り
輸
出
事
業
に
取

り
組
み
ま
し
た
が
、
初
め
て
の
経
験
で
あ
り
、
検
討
す
る

時
間
も
少
な
か
っ
た
た
め
、
い
く
つ
か
の
課
題
（
輸
送
方

法
や
価
格
な
ど
）
が
残
り
ま
し
た
。
今
後
は
で
き
る
限
り

輸
出
を
継
続
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
課
題
解
決
に
向
け
検

討
・
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
26
年
３
月
現
在
、輸
出
は
品
質
保
持
（
真
空
包
装
）

し
た
上
、
海
上
輸
送
で
月
１
回
行
っ
て
お
り
、「
和
食
」

が
世
界
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
と
い
う
追
い
風
を

生
か
し
つ
つ
、米
以
外
の
農
産
物
の
輸
出
や
、シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
以
外
の
地
域
な
ど
に
も
販
路
を
拡
大
す
る
こ
と
を
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

加
え
て
、
今
年
３
月
に
は
、
イ
ン
ド
の
ジ
ェ
ト
ロ
事
務

所
か
ら
「
イ
ン
ド
で
『
す
し
調
理
技
術
セ
ミ
ナ
ー
（
チ
ェ

ン
ナ
イ
、
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
の
２
都
市
で
開
催
）』
を
開
催

す
る
の
で
、
す
し
米

と
し
て
、
多
古
米
を

送
っ
て
ほ
し
い
」
と

の
依
頼
を
受
け
、
セ

ミ
ナ
ー
用
に
多
古
米

を
送
り
、
会
場
で
セ

ミ
ナ
ー
受
講
者（
シ
ェ

フ
、
輸
入
業
者
）
及

び
マ
ス
コ
ミ
等
に
多

古
米
の
Ｐ
Ｒ
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ン
ド
で
の

取
り
組
み
が
今
後
ど

の
よ
う
な
形
に
な
る

か
、
状
況
を
把
握
し

な
が
ら
適
切
に
対
応

し
て
い
く
予
定
で
す
。
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イ
ン
ド
の
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
で
開
催
さ
れ
た

「
す
し
調
理
技
術
セ
ミ
ナ
ー
」
の
様
子

菅澤英毅多古町長（左）と和食レストラン「山川」のオーナーシェフの
ゲリー・ロー氏。「多古米お披露目会」でアンテナショップの認定書交付



◆◆  

低
迷
す
る
国
内
消
費
、
輸
入
も
脅
威
に

◆
　

群
馬
県
の
こ
ん
に
ゃ
く
い
も
の
生
産
量
は
全
国
の
お
よ

そ
92
％
（
平
成
24
年
産
：
農
林
統
計
）
を
占
め
て
お
り
、

国
産
こ
ん
に
ゃ
く
い
も
の
ほ
と
ん
ど
が
群
馬
県
産
で
あ
る

と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
、
圧
倒
的
な
シ
ェ
ア
を
誇
っ
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
国
内
の
こ
ん
に
ゃ
く
製
品
の
１
世
帯
あ
た
り

消
費
量
は
、
昭
和
45
年
の
14
・
４
㌔
㌘
か
ら
年
々
減
少
し
、

平
成
24
年
に
は
半
数
を
大
き
く
下
回
る
５
・
３
㌔
㌘
ま
で

に
下
が
っ
て
い
ま
す
（
総
務
省
「
家
計
調
査
年
報
」）。
現

代
人
の
食
生
活
の
多
様
化
等
に
よ
り
、
家
庭
に
お
け
る
こ

ん
に
ゃ
く
離
れ
は
相
当
進
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。

　

そ
れ
に
加
え
、海
外
か
ら
安
価
な
こ
ん
に
ゃ
く
い
も（
精

粉
・
荒
粉
含
む
）
の
輸
入
が
近
年
、
Ｌ
Ｄ
Ｃ
諸
国
（
後
発

開
発
途
上
国
）
の
無
枠
無
税
措
置
に
よ
り
、
ミ
ャ
ン
マ
ー

や
ラ
オ
ス
を
中
心
に
大
幅
に
増
加
し
て
お
り
、
農
業
者
・

精
粉
業
者
な
ど
産
地
に
と
っ
て
大
き
な
脅
威
と
な
っ
て
い

ま
す
。

◆◆  

国
際
競
争
力
を
強
化
、
海
外
に
販
路
拡
大

◆
　

国
内
消
費
の
低
迷
と
安
価
な
輸
入
原
料
の
増
加
が
産
地

に
と
っ
て
大
き
な
懸
念
材
料
と
な
っ
て
い
る
中
、
群
馬
県

で
は
大
き
く
、
二
つ
の
柱
と
な
る
対
策
を
掲
げ
ま
し
た
。

　

第
１
に
、
農
業
者
の
生
産
段
階
に
お
い
て
、
安
価
な
輸

入
原
料
に
対
す
る
競
争
力
を
つ
け
る
た
め
、
効
率
的
な
機

械
化
体
系
の
導
入
や
大
規
模
化
等
に
よ
り
生
産
コ
ス
ト
を

10
〜
15
％
低
減
す
る
目
標
を
掲
げ
ま
し
た
。

　

第
２
は
、
こ
ん
に
ゃ
く
製
品
を
海
外
へ
輸
出
す
る
取
り

組
み
で
す
。
こ
ん
に
ゃ
く
は
、
低
カ
ロ
リ
ー
で
食
物
繊
維

が
多
く
含
ま
れ
る
健
康
食
品
で
あ
る
こ
と
が
国
内
で
も
よ

く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
海
外
で
も
健
康
食
品
に
対
す
る

関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
十
分
な
評
価
が
得
ら

れ
る
だ
ろ
う
と
考
え
ま
し
た
。

　

国
内
の
こ
ん
に
ゃ
く
消
費
の
減
少
が
進
む
中
、
海
外
も

視
野
に
含
め
た
販
路
の
拡
大
と
需
要
の
増
加
を
目
標
に
掲

げ
ま
し
た
。

◆◆  

こ
ん
に
ゃ
く
海
外
戦
略
研
究
会
を
設
置

◆
　

こ
ん
に
ゃ
く
は
、
一
部
を
除
き
、
海
外
の
ほ
と
ん
ど
の

国
で
は
食
べ
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
ん
に
ゃ
く
を
食
べ
る

習
慣
そ
の
も
の
が
な
い
の
で
す
。
こ
の
た
め
、
こ
ん
に
ゃ

く
を
海
外
に
向
け
て
発
信
す
る
た
め
に
は
、
様
々
な
研
究

課
題
が
生
じ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
ん
に
ゃ
く
の
海
外
輸
出
に
必
要
な
方
策
を

研
究
す
る
た
め
、
平
成
24
年
に
県
が
事
務
局
と
な
り
、「
群

馬
県
こ
ん
に
ゃ
く
海
外
戦
略
研
究
会
」を
設
置
し
ま
し
た
。

　

研
究
会
で
検
討
す
る
事
項
は
①
海
外
等
へ
の
販
路
・
需

要
拡
大
に
向
け
た
研
究
②
海
外
等
の
こ
ん
に
ゃ
く
の
流
通

実
態
把
握
③
そ
の
他
、
目
的
を
達
成
す
る
の
に
必
要
な
事

項—

と
し
ま
し
た
。
な
お
、現
在
の
研
究
会
の
構
成
員
は
、

県
、
財
団
法
人
日
本
こ
ん
に
ゃ
く
協
会
、
群
馬
県
華
僑
総

会
、
群
馬
県
蒟
蒻
協
同
組
合
、
群
馬
県
蒟
蒻
原
料
商
工
業

協
同
組
合
、
群
馬
県
蒟
蒻
生
産
協
会
の
代
表
者
か
ら
な
り
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農
産
物
輸
出
で
地
域
経
済
を
活
性
化

羽
鳥
　
希
芳

群
馬
県
農
政
部
蚕
糸
園
芸
課
特
産
果
樹
係
主
幹

14

—
群
馬
県
が
海
外
戦
略
研
究
会—

4
群
馬
県

ヘ
ル
シ
ー
フ
ー
ド
、
こ
ん
に
ゃ
く
を
世
界
に

群馬県が作成したこんにゃくをＰＲするための３カ国語
（中国語、英語、日本語）のパンフレット

特 集



農産物輸出で地域経済を活性化特 集

2014・5月号 地域づくり

ま
す
。

◆◆  
留
学
生
を
対
象
に
嗜
好
調
査

◆
　

ま
ず
、こ
ん
に
ゃ
く
の
食
習
慣
の
な
い
海
外
に
対
し
て
、

ど
の
よ
う
な
こ
ん
に
ゃ
く
料
理
が
評
価
さ
れ
る
の
か
、
実

際
に
外
国
人
の
嗜
好
を
調
べ
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
県
内
在
住
の
海
外
留
学
生
を
対
象
と
し
た
嗜
好
調

査
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
ん
に
ゃ
く
の
嗜
好
調
査
で
は
、
主
に
中
国
の
ほ
か
、

東
南
ア
ジ
ア
か
ら
の
県
内
在
住
の
留
学
生
に
参
加
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
に
嗜
好
調
査
を
計
４
回
開
催
し
、

傾
向
を
分
析
し
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
を
通
じ
て
、
一
つ
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
日
本
で
一
般
的
に
こ
ん
に
ゃ
く
料

理
と
し
て
食
べ
ら
れ
て
い
る
「
み
そ
お
で
ん
」、「
さ
し
み

こ
ん
に
ゃ
く
」、「
玉
こ
ん
に
ゃ
く
」
な
ど
は
、
相
対
的
に

評
価
が
低
か
っ
た
こ
と
で
す
。

　

こ
の
た
め
日
本
国
内
の
調
理
法
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
外
国

人
の
好
み
の
味
付
け
や
食
習
慣
に
合
わ
せ
た
調
理
法
と
併

せ
て
こ
ん
に
ゃ
く
を
提
案
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

◆◆  

海
外
向
け
こ
ん
に
ゃ
く
料
理
の
開
発

◆
　

研
究
会
で
は
、
嗜
好
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
３
品
の

海
外
向
け
商
品
を
開
発
し
ま
し
た
。
麺
に
は
全
て
こ
ん

に
ゃ
く
を
用
い
た
「
こ
ん
に
ゃ
く
麺
や
き
そ
ば
」、
米
の

代
わ
り
に
粒
状
こ
ん
に
ゃ
く
を
用
い
た
「
こ
ん
に
ゃ
く
米

チ
ャ
ー
ハ
ン
」、
そ
し
て
、
タ
ピ
オ
カ
の
代
わ
り
に
粒
状

こ
ん
に
ゃ
く
を
使
用
し
た
「
タ
ピ
オ
カ
風
こ
ん
に
ゃ
く
ミ

ル
ク
テ
ィ
ー
」
の
３
品
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
特
徴
は
、
海
外
で
も
一
般
的
な
料
理
の
一
部

の
部
材
を
こ
ん
に
ゃ
く
で
代
替
す
る
と
い
っ
た
手
法
で

す
。基
本
的
な
味
付
け
は
一
般
的
な
も
の
と
一
緒
で
す
が
、

こ
ん
に
ゃ
く
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
プ
リ
プ
リ
と
し
た
新

た
な
食
感
が
得
ら
れ
る
こ
と
や
、
こ
ん
に
ゃ
く
の
特
徴
で

あ
る
低
カ
ロ
リ
ー
と
豊
富
な
食
物
繊
維
が
含
ま
れ
る
こ
と

を
、
健
康
に
関
心
が
高
い
層
に
十
分
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

◆◆  

見
本
市
に
出
展
、
評
価
高
く
商
談
も

◆
　

平
成
25
年
８
月
に
は
、香
港
で
開
催
さ
れ
た
商
談
会「
香

港
フ
ー
ド
エ
キ
ス
ポ
２
０
１
３
」
に
、
研
究
会
の
構
成
員

が
出
展
し
、「
こ
ん
に
ゃ
く
麺
焼
き
そ
ば
」
の
試
食
を
行

い
ま
し
た
。
現
地
の
来
場
者
に
非
常
に
好
評
で
あ
り
、
商

談
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
内
で
は
、
25
年
８
月
に
「
ア
グ
リ
フ
ー
ド
Ｅ

Ｘ
Ｐ
Ｏ
２
０
１
３
」、
26
年
３
月
に
は
、
国
内
最
大
の
国

際
食
品
飲
料
展
示
会
で
あ
る
「
フ
ー
デ
ッ
ク
ス
ジ
ャ
パ
ン

２
０
１
４
」に
研
究
会
と
し
て
出
展
し
ま
し
た
。こ
ん
に
ゃ

く
１
品
目
の
み
で
県
で
ま
と
ま
っ
た
ブ
ー
ス
は
珍
し
く
、

多
く
の
注
目
を
浴
び
、
海
外
向
け
３
品
の
試
食
も
大
変
好

評
だ
っ
た
ほ
か
、
海
外
向
け
の
バ
イ
ヤ
ー
な
ど
と
多
く
の

商
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◆◆  

関
係
者
一
体
と
な
り
、
輸
出
促
進

◆
　

こ
ん
に
ゃ
く
の
海
外
輸
出
に
向
け
た
取
り
組
み
は
始

ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。
今
後
、
大
き
く
海
外
に
輸
出
を
伸

ば
し
て
い
く
た
め
に
は
、
ま
だ
ま
だ
課
題
が
あ
り
ま
す
。

研
究
会
で
は
、
こ
う
し
た
課
題
に
対
し
、
関
係
者
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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「フーデックスジャパン２０１４」の模様（平成 26年３月、
千葉市の幕張メッセで）

県内在住の海外留学生を対象にした嗜好調査の様子
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特 集

農
産
物
輸
出
で
地
域
経
済
を
活
性
化

◆◆  

米
輸
出
に
至
っ
た
経
緯

◆
　

私
は
、
新
潟
の
専
業
農
家
に
生
ま
れ
、
幼
少
の
頃
か
ら

稲
作
に
は
親
し
み
が
あ
り
ま
し
た
。

　

地
元
の
中
学
校
を
卒
業
し
て
か
ら
は
、
高
校
へ
は
進
学

せ
ず
に
富
山
県
に
あ
る
サ
カ
タ
ニ
農
産
へ
就
職
し
ま
し

た
。
そ
こ
で
は
、大
規
模
で
行
う
農
業
を
正
に
体
験
し
て
、

そ
の
経
験
を
生
か
し
て
、
今
か
ら
15
年
程
前
、
20
歳
の
時

に
両
親
が
営
む
専
業
農
家
へ
就
農
致
し
ま
し
た
。

　

就
農
直
後
か
ら
徐
々
に
米
価
が
下
落
し
始
め
、
同
時
に

生
産
調
整
率
も
高
ま
っ
て
い
き
、
大
規
模
農
家
ほ
ど
経
営

に
大
き
な
打
撃
を
与
え
始
め
て
お
り
ま
し
た
。

　

こ
の
問
題
に
対
抗
す
る
策
と
し
て
、
減
農
薬
栽
培
等
に

も
い
ち
早
く
取
り
組
み
、
付
加
価
値
を
付
け
て
販
売
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
効
果
も
徐
々
に
薄
れ
て
苦
戦
を
強

い
ら
れ
ま
し
た
。

　

24
歳
の
頃
、
経
済
新
聞
を
た
ま
た
ま
読
ん
で
い
た
と
こ

ろ
、
そ
こ
に
は
「
日
本
の
米
は
世
界
的
に
見
て
も
高
品
質

で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
か
ら
海
外
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
成
熟
し

て
い
く
に
つ
れ
て
米
の
輸
出
に
力
を
出
す
べ
き
で
あ
る
」

と
書
か
れ
て
い
る
記
事
が
非
常
に
強
く
目
に
留
ま
り
、
そ

れ
を
き
っ
か
け
に
「
自
分
の
米
で
海
外
に
挑
戦
し
た
い
」

と
思
い
始
め
た
の
で
す
。

◆◆  

輸
出
の
狙
い

◆
　

米
を
海
外
へ
輸
出
す
れ
ば
、
そ
の
米
は
減
反
と
し
て
全

量
カ
ウ
ン
ト
し
て
く
れ
ま
す
の
で
、
私
と
し
て
は
、
減
反

の
増
加
に
逆
ら
っ
て
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
増
産
出
来
る
制
度

だ
と
し
て
注
目
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
米
が
国
内
よ
り
高
値
で
取
引
さ
れ
れ
ば
、

経
営
的
に
も
尚
更
良
い
と
考
え
た
の
で
す
。

　

こ
の
頃
も
、
い
つ
か
は
日
本
も
米
が
自
由
化
さ
れ
る
と

懸
念
さ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
そ
の
時
の
た
め
に
も
今
か

ら
先
行
的
に
行
動
す
る
必
要
が
あ
る
と
強
く
感
じ
て
お
り

ま
し
た
。

◆◆  

輸
出
先
と
実
績

◆
　

ま
ず
、
最
初
に
輸
出
先
と
し
て
検
討
し
た
地
域
は
台
湾

で
し
た
。

　

台
湾
は
、
日
本
か
ら
近
距
離
で
あ
る
た
め
海
上
運
賃
が

安
い
こ
と
、
日
本
と
友
好
的
関
係
に
あ
る
こ
と
、
日
本
人

が
大
勢
住
ん
で
い
る
こ
と
、
短
粒
種
を
生
産
し
て
消
費
し

て
い
る
こ
と
、
食
文
化
が
日
本
に
似
て
い
る
こ
と
等
の
理

由
に
よ
り
輸
出
先
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

台
湾
へ
は
平
成
17
年
産
か
ら
輸
出
を
始
め
、
初
年
度
は

２
・
４
㌧
を
送
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
現
地
で
評
判
が
良
く
、

２
年
目
は
一
躍
17
㌧
に
な
り
、
平
成
25
年
産
は
１
５
０
㌧

に
拡
大
し
て
い
ま
す
。
台
湾
へ
の
輸
出
は
平
成
26
年
産
を

も
っ
て
10
年
目
に
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
平
成
24
年
産
か
ら
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
（
輸
出

量
は
24
年
産
が
50
㌧
、
25
年
産
が
１
０
０
㌧
）、
平
成
25

年
産
か
ら
ア
メ
リ
カ
へ
と
範
囲
が
広
が
り
、
現
在
は
３
カ

国
・
地
域
へ
米
を
輸
出
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
ア
メ
リ
カ
は
昨
年
12
月
末
に
テ
ス
ト
と
し
て

１
㌧
を
輸
出
し
ま
し
た
が
、
今
年
か
ら
は
さ
ら
に
数
量
を

増
や
す
計
画
で
す
。

　

ま
た
玉
木
農
園
で
は
自
社
生
産
（
年
間
１
０
０
㌧
）
に

玉
木
　
修

農
業
生
産
法
人
株
式
会
社
新
潟
玉
木
農
園

代
表
取
締
役
社
長

—
輸
出
量
拡
大
、
台
湾
な
ど
に
年
２
５
０
ト
ン—

「
不
可
能
に
挑
戦
」、
新
潟
米
を
海
外
に

新
潟
市

５
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現地生産された米を抱える筆者
（台湾のスーパーで）
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加
え
て
、
海
外
輸
出
に
理
解
が
あ
る
契
約
農
家
か
ら
も
米

を
提
供
し
て
い
た
だ
き
、「
チ
ー
ム
新
潟
」
と
し
て
輸
出

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◆◆  
原
発
事
故
で
大
き
な
影
響

◆
　

こ
の
よ
う
に
米
の
輸
出
事
業
は
、
年
々
徐
々
に
拡
大
し

て
き
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
平
成
23
年
３
月
11
日
の
東

日
本
大
震
災
に
伴
う
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
の
事
故
の

影
響
に
よ
り
、
台
湾
を
残
し
て
大
半
の
契
約
や
計
画
が
一

時
、
一
瞬
に
し
て
奪
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
き
な
問
題
が
今
後
も
一
定
程
度
続
く
と
想
像
し

て
い
ま
す
が
、
こ
の
問
題
を
も
上
回
る
努
力
で
海
外
と
交

渉
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
ま
で
の
「
営
業
」
か
ら
「
交
渉
」
へ
と
体
制
を
変
化

さ
せ
る
必
要
が
あ
る
よ
う
で
す
。

◆◆  

今
後
の
方
針

◆
　

既
存
の
米
の
海
外
輸
出
は
、引
き
続
き
現
在
の
３
カ
国
・

地
域
で
拡
大
を
目
指
し
ま
す
。

　

新
た
な
国
へ
の
チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
取
り
組
む
可
能
性

も
あ
り
ま
す
が
、
あ
ま
り
手
を
広
げ
過
ぎ
て
も
既
存
の
取

り
組
み
国
に
支
障
を
招
き
ま
す
の
で
、
ほ
ど
ほ
ど
に
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
、
当
社
の
海
外
で
の
取
り
組
み
に
、
台
湾
で

の
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
現
地
生
産
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
今
年
で
３
年
目
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
３
年
間

の
実
績
を
基
に
、
他
国
で
も
現
地
生
産
を
行
い
、
今
後
面
積

を
大
き
く
拡
大
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
の
農
業
経
営
は
、
大
半
が
自
国
の
通
貨
で
あ
る
円

で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋

経
済
連
携
協
定
）の
問
題
を
解
決
す
る
有
効
な
策
と
し
て
、

外
貨
を
も
得
る
農
業
経
営
へ
と
進
化
さ
せ
る
こ
と
が
非
常

に
大
切
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
更
に
は
、
売
り
上
げ
に

対
す
る
外
貨
の
割
合
が
、
円
に
対
し
て
５
割
以
上
獲
得
出

来
な
け
れ
ば
、
今
後
を
生
き
抜
く
強
い
農
業
経
営
は
難
し

い
と
も
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
ま
で
の
農
業
で
は
、
自
ら
が
生
産
し
た
農
産
物
で
外

貨
を
稼
ぐ
な
ど
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
事
で
す
が
、
他
産
業

で
は
既
に
当
た
り
前
に
行
わ
れ
て
い
る
経
営
手
法
で
あ

り
、
そ
れ
か
ら
す
る
と
農
業
は
他
産
業
と
比
較
し
て
大
き

く
遅
れ
て
い
る
と
考
え
て
良
い
の
で
あ
っ
て
、
や
り
過
ぎ

と
い
う
こ
と
は
な
い
の
で
す
。

　

す
な
わ
ち
、
今
の
状
況
や
当
た
り
前
な
こ
と
を
究
極
的

に
進
化
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
、
今
後
、
産
業
と
し
て
自
立

さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
も
の
は
補
助
金
で
は
な
く
、
生
産

者
の
「
不
可
能
へ
挑
戦
す
る
度
胸
」
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
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台湾でのコシヒカリの現地生産。稲刈りの様子

新潟玉木農園が輸出した米が台湾の食味コンクールでチャンピオンに。賞状と
トロフィーを手に笑顔の筆者（左）と米の輸入を手掛ける台湾の商社社長

　
　

㈱
新
潟
玉
木
農
園
の
概
要

社
名
：
農
業
生
産
法
人　

株
式
会
社
新
潟
玉
木
農
園

設
立
：
平
成
23
年
５
月
10
日

社
員
：
社
員
３
名　

パ
ー
ト
８
名

業
態
：
生
産　

集
荷　

検
査　

精
米　

販
売

面
積
：
水
稲
19
ヘ
ク
タ
ー
ル

品
種
：
コ
シ
ヒ
カ
リ
13
ヘ
ク
タ
ー
ル

　
　
　

ミ
ル
キ
ー
ク
イ
ー
ン
６
ヘ
ク
タ
ー
ル

栽
培
：
県
認
証
特
別
栽
培
農
産
物



2014・５月号地域づくり

特 集

農
産
物
輸
出
で
地
域
経
済
を
活
性
化

◆◆  

モ
モ
、
ブ
ド
ウ
、
ス
モ
モ

◆  

生
産
量
日
本
一
の
果
樹
王
国

　

山
梨
県
は
、
モ
モ
、
ブ
ド
ウ
、
ス
モ
モ
の
生
産
量
日
本

一
を
誇
る
果
樹
王
国
で
、
品
質
の
高
さ
は
京
浜
、
中
京
、

関
西
等
の
市
場
に
お
い
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
栽
培
の
歴
史
は
古
く
、
約
１
３
０
０
年
前
に
は

ブ
ド
ウ
の
栽
培
が
始
め
ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ブ
ド
ウ
の
品
種

は
「
巨
峰
」「
ピ

オ
ー
ネ
」「
デ
ラ

ウ
ェ
ア
」「
甲
斐

路
」
の
ほ
か
、
こ

こ
数
年
非
常
に
人

気
が
高
ま
っ
て
い

る
「
シ
ャ
イ
ン
マ

ス
カ
ッ
ト
」
な
ど

多
岐
に
わ
た
り
ま

す
。ま
た
、「
甲
州
」

は
ワ
イ
ン
の
原
料

と
し
て
も
有
名
な
山
梨
県
独
自
の
品
種
で
す
。

　

モ
モ
に
つ
い
て
も
、
極
早
生
種
か
ら
晩
生
種
ま
で
様
々

な
品
種
が
栽
培
さ
れ
て
お
り
、
４
月
の
初
め
に
は
ピ
ン
ク

色
の
桃
の
花
が
甲
府
盆
地
を
埋
め
尽
く
し
、
さ
な
が
ら
桃

源
郷
の
趣
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。

◆◆  「
果
樹
王
国
や
ま
な
し
輸
出

◆  
戦
略
プ
ラ
ン
」
策
定

　

山
梨
県
で
は
、
こ
う
し
た
高
品
質
な
県
産
果
実
の
輸
出

を
促
進
す
る
た
め
、
平
成
20
年
３
月
に
「
果
樹
王
国
や
ま

な
し
輸
出
戦
略
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

県
の
主
要
な
農
産
物
で
あ
る
果
実
の
輸
出
は
、
販
路
の

拡
大
や
農
業
所
得
の
向
上
な
ど
の
経
済
効
果
だ
け
で
な

く
、
や
ま
な
し
ブ
ラ
ン
ド
を
世
界
に
発
信
す
る
な
ど
幅
広

い
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。
こ
の
た
め
、
こ
の
プ
ラ
ン
で

は
戦
略
性
を
持
っ
て
中
長
期
的
な
視
点
か
ら
輸
出
促
進
体

制
を
構
築
し
、
輸
出
相
手
国
、
輸
出
品
目
の
拡
大
や
輸
出

量
の
増
大
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
、
県
と
県
内
農
業
関
係

団
体
に
よ
り
「
山
梨
県
果
実
輸
出
促
進
協
議
会
」
を
設
立

し
、
国
や
全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会
、
独
立
行
政
法
人

日
本
貿
易
振
興
機
構
（
ジ
ェ
ト
ロ
）
等
の
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
台
湾
、
香
港
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
タ
イ
、
マ

レ
ー
シ
ア
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
等
の
国
々
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
や
バ
イ
ヤ
ー
の
招
聘
（
し
ょ
う
へ

い
）、
試
験
輸
出
に
よ
る
販
路
拡
大
の
可
能
性
調
査
な
ど

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◆◆  

海
外
で
の
販
売
促
進
活
動

◆
　

こ
れ
ま
で
、
知
事
を
先
頭
に
フ
ー
ド
タ
イ
ペ
イ
や
香
港

フ
ー
ド
エ
キ
ス
ポ
に
出
展
し
、
ア
ジ
ア
の
バ
イ
ヤ
ー
の
皆

さ
ん
に
品
質
の
高
い
山
梨
の
モ
モ
や
ブ
ド
ウ
を
紹
介
す
る

と
と
も
に
、
各
国
に
出
向
き
、
消
費
者
向
け
の
Ｐ
Ｒ
活
動

や
現
地
の
輸
出
入
業
者
や
小
売
店
に
対
す
る
セ
ー
ル
ス
活

動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
、
県
産
果
実
に
対
し
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る

台
湾
、
香
港
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
、
毎
年
７
月
か
ら
９

月
に
か
け
て
、「
富
士
の
国
や
ま
な
し
フ
ル
ー
ツ
フ
ェ
ア
」

を
開
催
し
、
消
費
者
に
強
く
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
こ
と
に

よ
り
、
需
要
の
拡
大
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
店
頭
で
の
現
地
消
費
者
向
け
の
Ｐ
Ｒ
活
動
の
ほ

か
に
、
現
地
の
輸
入
会
社
バ
イ
ヤ
ー
等
に
、
的
確
に
産
地

の
情
報
を
伝
え
て
い
く
こ
と
が
、
輸
出
拡
大
に
向
け
て
の

重
要
な
活
動
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆◆  

県
産
果
実
輸
出
の
現
状

◆
　

現
在
の
県
産
果
実
の
主
な
輸
出
先
は
、
台
湾
、
香
港
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。
モ
モ
に
つ
い
て
は
、

香
り
が
良
く
ジ
ュ
ー
シ
ー
で
糖
度
が
高
い
点
が
評
価
さ

れ
、
大
玉
を
中
心
に
現
地
で
非
常
に
人
気
が
あ
り
ま
す
。

相
川
　
和
茂

山
梨
県
観
光
部
観
光
振
興
課
主
査

（
前
農
政
部
果
樹
食
品
流
通
課
農
産
物
販
売
戦
略
室
主
査
）

—
果
樹
王
国
を
ア
ピ
ー
ル
、産
地
活
性
化
の
切
り
札
に—

農
産
物
輸
出
で「
や
ま
な
し
ブ
ラ
ン
ド
」を
世
界
に
発
信

山
梨
県

６
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台湾の小売店でのブドウ販売の様子。パックには山梨
を象徴する富士山のシールが貼られている
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ま
た
、ブ
ド
ウ
に
つ
い
て
は
、定
番
の
「
巨
峰
」、「
ピ
オ
ー

ネ
」、「
デ
ラ
ウ
ェ
ア
」
に
加
え
て
、
新
し
い
品
種
で
あ
り

黄
緑
色
の
美
し
い
外
観
で
皮
ご
と
食
べ
ら
れ
る
特
徴
が
あ

る
「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
」
が
海
外
の
バ
イ
ヤ
ー
か
ら

注
目
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
数
年
輸
出
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

県
産
果
実
の
輸
出
実
績
は
、
平
成
25
年
は
、
果
実
全
体

で
約
３
億
６
０
０
０
万
円
（
県
調
べ
）
と
な
っ
て
お
り
、

平
成
24
年
と
比
較
す
る
と
、
約
１
・
５
倍
に
増
え
て
い
ま

す
。
輸
出
先
は
、
香
港
、
台
湾
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
７

つ
の
国
と
地
域
で
、
輸
出
品
目
は
、
モ
モ
、
ブ
ド
ウ
、
ス

モ
モ
な
ど
６
品
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
は
、
検
疫
へ
の
対
応
な
ど
か
ら
台
湾
向
け
輸

出
が
鈍
化
し
て
い
ま
す
が
、
香
港
向
け
の
輸
出
が
伸
び
て

お
り
、
昨
年
の
輸
出
額
も
前
年
と
比
較
し
て
約
１
・
７
倍

と
な
る
な
ど
年
々
拡
大
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、ブ
ド
ウ
に
つ
い
て
も
、「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
」

の
生
産
量
、
輸
出
量
が
増
え
た
こ
と
も
あ
り
、
前
年
と
比

較
し
て
２
倍
以
上
に
増
加
し
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の

効
果
が
あ
ら
わ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

◆◆  

輸
出
促
進
に
向
け
た
課
題

◆
　

輸
出
は
、
販
路
拡
大
だ
け
で
な
く
、
産
地
の
ブ
ラ
ン
ド

を
世
界
に
発
信
す
る
な
ど
様
々
な
効
果
が
あ
り
ま
す
が
、

日
本
と
は
違
う
商
習
慣
や
現
地
の
事
情
、
長
時
間
・
長
距

離
の
輸
送
や
輸
送
時
の
品
質
保
持
な
ど
国
内
向
け
の
出
荷

と
は
異
な
る
課
題

も
多
い
の
が
現
状

で
す
。

　

特
に
、
本
県
が

輸
出
に
取
り
組
ん

で
い
る
モ
モ
、
ブ

ド
ウ
は
、
日
本
で

も
高
価
格
な
商
品

で
あ
る
う
え
に
、

傷
み
や
す
く
、
取

り
扱
い
の
仕
方
に

よ
っ
て
は
品
質
が

劣
化
す
る
た
め
、

日
本
産
モ
モ
、
ブ

ド
ウ
の
取
り
扱
い

に
慣
れ
て
い
な
い

事
業
者
が
関
わ
る

と
、
品
質
保
持
が

問
題
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
輸
送
費
や
輸
出
入
に
係
る
各
種
経
費
が
発
生
す

る
た
め
、
ど
う
し
て
も
現
地
で
の
小
売
り
価
格
は
高
く
な

り
が
ち
で
、
ま
だ
ま
だ
購
買
層
が
限
ら
れ
て
い
る
面
も
あ

り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
ア
ジ
ア
諸
国
の
急
速
な
経
済

発
展
に
よ
る
富
裕
層
の
増
加
な
ど
を
背
景
に
、
年
々
日
本

産
果
実
の
購
買
層
が
拡
大
し
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

◆◆  

今
後
の
取
り
組
み

◆
　

円
安
の
進
行
な
ど
昨
年
あ
た
り
か
ら
輸
出
環
境
は
改
善

し
つ
つ
あ
り
、
こ
う
し
た
状
況
を
追
い
風
に
、
今
年
は
、

台
湾
、
香
港
に
次
ぐ
新
た
な
市
場
開
拓
に
取
り
組
み
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

果
実
輸
出
を
拡
大
し
て
い
く
た
め
に
は
、
国
内
と
同
様

バ
イ
ヤ
ー
へ
の
働
き
か
け
な
ど
の
地
道
な
活
動
を
継
続
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
果
物
等
の
農
産

物
は
、
気
候
に
よ
っ
て
作
柄
が
毎
年
異
な
り
、
出
荷
時
期

が
早
ま
っ
た
り
、遅
れ
た
り
す
る
場
合
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ま
で
築
い
て
き
た
海
外
と
の
パ
イ
プ
を
生
か
し
な
が

ら
、
的
確
に
産
地
の
動
向
を
現
地
に
伝
え
る
な
ど
、
継
続

的
な
情
報
発
信
の
取
り
組
み
が
海
外
に
お
け
る
産
地
ブ
ラ

ン
ド
の
認
知
度
向
上
に
不
可
欠
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
海
外
の
事
業
者
も
品
質
の
高
い
商
品
を
安
定
的

に
仕
入
れ
た
が
っ
て
お
り
、
継
続
的
に
輸
出
し
続
け
ら
れ

る
体
制
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
す
。

　

輸
出
拡
大
は
、「
果
樹
王
国
や
ま
な
し
」
を
国
内
外
に

ア
ピ
ー
ル
し
、
産
地
を
活
性
化
す
る
切
り
札
の
ひ
と
つ
で

あ
り
、
引
き
続
き
農
業
関
係
団
体
と
協
力
し
な
が
ら
、
品

質
の
向
上
や
海
外
市
場
開
拓
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
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香
港
フ
ー
ド
エ
キ
ス
ポ
会
場
で
の
横
内
知
事
（
右
）

に
よ
る
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

台
湾
で
の
フ
ェ
ア
の
様
子
。
山
梨
県
産
の
モ
モ
が

並
べ
ら
れ
て
い
る
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農
産
物
輸
出
で
地
域
経
済
を
活
性
化

◆◆  

千
曲
川
源
流
の
里
、

◆  

レ
タ
ス
生
産
量
は
日
本
一

　

川
上
村
は
、
長
野
県
の
東
南
端
に
位
置
し
、
千
曲
川

源
流
の
里
で
、
き
れ
い
な
水
と
自
然
に
囲
ま
れ
た
標
高

１
１
０
０
～
１
５
０
０
㍍
の
高
原
地
帯
に
あ
る
。
夏
で
も

冷
涼
な
気
候
で
あ
る
た
め
、
こ
う
し
た
気
候
を
生
か
し
て

レ
タ
ス
を
中
心
と
し
た
夏
秋
野
菜
の
生
産
が
基
幹
産
業
と

な
っ
て
い
る
。

　

全
国
的
に
見
て
も
レ
タ
ス
の
生
産
量
は
日
本
一
で
あ

り
、農
林
水
産
省
の
「
野
菜
生
産
出
荷
統
計
」
に
よ
る
と
、

平
成
24
年
で
は
全
国
の
レ
タ
ス
出
荷
量
52
万
９
１
０
０
㌧

に
対
し
、
７
万
３
３
０
０
㌧
と
全
国
の
１
割
以
上
を
出
荷

し
て
お
り
、
日
本
の
夏
秋
レ
タ
ス
の
安
定
供
給
に
貢
献
し

て
い
る
と
自
負
し
て
い
る
。

◆◆  

低
下
傾
向
の
野
菜
価
格
、

◆  

海
外
に
販
路
求
め
る

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
レ
タ
ス
等
の
野
菜
は
、
豊
凶
に

伴
う
価
格
高
騰
・
低
落
が
著
し
く
、
価
格
低
迷
時
に
は
生

産
経
費
を
賄
え
な
い
こ
と
も
あ
り
、
他
産
地
の
台
頭
や
、

野
菜
消
費
量
の
低
迷
に
よ
り
、
国
内
の
市
場
価
格
は
低
価

格
傾
向
に
あ
る
。
一
方
で
、近
年
、世
界
的
な
日
本
食
ブ
ー

ム
の
広
が
り
や
ア
ジ
ア
諸
国
等
に
お
け
る
経
済
発
展
に
伴

う
富
裕
層
の
増
加
等
に
よ
り
、
高
品
質
な
日
本
の
農
林
水

産
物
の
輸
出
拡
大
の
チ
ャ
ン
ス
が
増
大
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
本
村
で
は
、
生
産
者
の
安
定
し
た
所
得

確
保
の
た
め
、
国
内
の
市
場
価
格
に
左
右
さ
れ
な
い
新
た

な
販
路
を
海
外
に
求
め
る
と
と
も
に
、
海
外
に
も
通
用
す

る
川
上
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
し
、
他
の
国
内
産
地
と
の
差
別

化
を
図
る
こ
と
、
輸
出
と
い
う
新
た
な
試
み
を
通
し
、
後

継
者
の
生
産
意
欲
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

平
成
18
年
か
ら
輸
出
事
業
に
着
手
し
て
い
る
。
本
輸
出
事

業
は
、
川
上
村
内
に
あ
る
３
農
協
（
長
野
八
ヶ
岳
農
業
協

同
組
合
川
上
支
所
、
川
上
そ
菜
販
売
農
業
協
同
組
合
、
川

上
物
産
農
業
協
同
組
合
）
と
村
が
協
力
し
事
業
を
進
め
て

き
た
。

◆◆  

台
湾
向
け
に
レ
タ
ス
な
ど
輸
出
、

◆  

植
物
検
疫
で
問
題
も

　

平
成
18
年
度
か
ら
ま
ず
、
台
湾
向
け
に
レ
タ
ス
を
中
心

と
し
た
輸
出
事
業
を
開
始
し
た
。
台
湾
を
輸
出
対
象
と
し

た
の
は
、
台
湾
の
レ
タ
ス
生
産
時
期
が
冬
場
の
11
月
～
3

月
で
あ
り
、
川
上
村
の
生
産
時
期
と
重
な
ら
な
い
こ
と
、

ま
た
、
地
理
的
に
近
距
離
に
あ
る
こ
と
や
、
生
活
水
準
が

日
本
と
同
レ
ベ
ル
で
あ
る
等
の
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。

　

当
初
は
、
レ
タ
ス
の
よ
う
な
軟
弱
野
菜
が
長
期
間
の
輸

送
に
耐
え
得
る
か
を
確
認
す
る
こ
と
か
ら
始
め
た
。
国
内

の
検
疫
や
通
関
手
続
き
を
経
て
、
更
に
、
船
で
４
日
間
か

か
る
た
め
、
収
穫
か
ら
店
頭
に
並
ぶ
ま
で
は
約
10
日
か
か

る
。
冷
蔵
コ
ン
テ
ナ
に
よ
る
輸
送
で
は
あ
る
も
の
の
、
国

内
で
あ
れ
ば
翌
日
に
は
ス
ー
パ
ー
で
販
売
し
て
い
る
レ
タ

ス
を
10
日
も
か
け
て
運
搬
し
、
販
売
で
き
る
の
か
と
い
う

懸
念
が
あ
っ
た
が
、
輸
送
試
験
に
よ
り
、
切
り
口
部
分
の

褐
色
は
あ
る
も
の
の
充
分
販
売
し
得
る
鮮
度
で
送
る
こ
と

が
確
認
で
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
雨
な
ど
で
水
分
を
多

く
含
ん
だ
荷
な
ど
は
着
荷
状
態
が
悪
く
、
現
在
で
も
品
質

に
は
充
分
注
意
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
植
物
検
疫
の
問
題
も
発
生
し
た
。
検
疫
は
、
台

湾
政
府
が
域
内
へ
の
持
ち
込
み
を
禁
止
し
て
い
る
害
虫
の

付
着
が
な
い
か
、
日
本
で
船
に
積
む
前
と
、
台
湾
に
到
着

し
て
か
ら
の
２
回
検
査
を
実
施
す
る
。
国
内
で
発
見
さ
れ

た
場
合
は
、
そ
の
荷
の
輸
出
が
で
き
な
く
な
り
、
台
湾
で

発
見
さ
れ
た
場
合
は
、
薫
蒸
処
理
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
レ
タ
ス
は
薫
蒸
処
理
を
受
け
る
と
品
質
が
劣
化
し

販
売
で
き
な
く
な
る
た
め
、
当
初
は
大
変
な
販
売
ロ
ス
が

あ
っ
た
。
国
内
で
は
問
題
の
な
い
虫
の
付
着
も
、
海
外
へ

輸
出
す
る
に
は
大
き
な
障
害
と
な
っ
た
が
、
こ
の
問
題
に

つ
い
て
は
、
集
荷
場
で
の
農
協
に
よ
る
品
質
チ
ェ
ッ
ク
等

の
対
応
で
改
善
し
て
い
る
。

川
上
　
智
美

川
上
村
産
業
建
設
課
農
政
係

—
海
外
展
開
で
産
地
の
維
持
目
指
す—

「
川
上
村
野
菜
」
が
台
湾
・
香
港
の
消
費
者
に
浸
透

長
野
県
川
上
村

７
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◆◆  

消
費
者
に
浸
透
、
着
実
な
成
果

◆
　

輸
出
開
始
当
初
は
、
台
湾
で
は
生
で
レ
タ
ス
を
食
べ
る

習
慣
が
全
く
な
く
、
現
地
の
ス
ー
パ
ー
に
は
、
固
く
、
重

く
、
小
さ
い
レ
タ
ス
が
並
ん
で
い
た
。
台
湾
で
は
レ
タ
ス

に
火
を
通
し
て
食
べ
る
こ
と
か
ら
、
固
い
方
が
食
べ
応
え

が
あ
り
、
歩
留
ま
り
も
良
い
た
め
広
く
流
通
し
て
い
る
よ

う
で
あ
っ
た
。

　

川
上
村
の
レ
タ
ス
は
、
柔
ら
か
く
、
軽
く
、
生
で
食
べ

て
も
甘
く
て
お
い
し
い
こ
と
を
〝
売
り
〟
に
し
て
お
り
、

台
湾
の
ス
ー
パ
ー
に
並
ん
で
い
た
レ
タ
ス
と
は
見
た
目
が

全
く
違
う
こ
と
か
ら
、
そ
も
そ
も
「
レ
タ
ス
」
と
し
て
消

費
者
に
受
け
入
れ
て
も
ら
え
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う

懸
念
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、実
際
に
食
べ
て
も
ら
え
れ
ば
、

必
ず
川
上
村
レ
タ
ス
の
お
い
し
さ
は
消
費
者
に
伝
わ
る
は

ず
だ
と
い
う
思
い
か
ら
、
毎
年
、
ス
ー
パ
ー
で
の
販
売
会

や
試
食
会
を
実
施
し
て
き
た
。

　

輸
出
開
始
か
ら
８
年
。
最
近
台
湾
で
は
、
コ
ン
ビ
ニ
で

も
サ
ラ
ダ
が
販
売
さ
れ
、
そ
れ
を
店
内
の
食
事
ス
ペ
ー
ス

で
食
べ
る
人
も
多
く
な
っ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。
当
初
は

無
謀
と
も
思
え
た
、
異
国
の

食
習
慣
を
変
え
る
と
い
う
取

り
組
み
は
、
販
売
会
や
試
食

会
を
実
施
す
る
中
で
徐
々
に

海
外
の
消
費
者
に
浸
透
し
、

確
実
に
成
果
と
し
て
表
れ
て

い
る
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
台
湾
に
加
え
、
平

成
20
年
度
か
ら
は
香
港
へ
の

輸
出
を
開
始
し
た
。香
港
は
、

台
湾
と
同
様
に
、
日
本
か
ら

多
く
の
農
産
物
が
輸
出
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
ニ
ー
ズ
は
高

い
こ
と
、
貿
易
が
主
体
で
農

産
物
が
な
い
こ
と
や
、
植
物
検
疫
が
な
く
、
そ
れ
に
係
る

手
間
や
リ
ス
ク
を
省
く
こ
と
が
で
き
る
こ
と
等
か
ら
輸
出

を
開
始
し
、
現
在
で
は
白
菜
を
中
心
に
輸
出
を
行
っ
て
い

る
。

　

こ
の
よ
う
に
川
上
村
野
菜
は
台
湾
・
香
港
で
着
実
に
浸

透
し
つ
つ
あ
る
が
、
平
成
25
年
の
輸
出
実
績
は
台
湾
の
場

合
、
レ
タ
ス
が
98
㌧
、
グ
リ
ー
ン
ボ
ー
ル
が
13
㌧
、
香
港

は
白
菜
93
㌧
と
な
っ
て
い
る
。

◆◆  

輸
出
量
拡
大
し
、
産
地
維
持
目
指
す

◆
　

今
後
の
野
菜
価
格
は
、
天
候
等
の
影
響
に
よ
り
変
動
は

あ
る
も
の
の
、
恒
常
的
に
上
昇
傾
向
に
転
じ
る
と
は
考
え

に
く
く
、
生
産
者
の
所
得
確
保
の
た
め
、
国
内
市
場
だ
け

に
頼
ら
な
い
新
た
な
販
路
開
拓
は
必
要
で
あ
る
。し
か
し
、

本
輸
出
事
業
は
、
Ｐ
Ｒ
と
し
て
の
効
果
は
あ
る
も
の
の
、

未
だ
国
内
市
場
の
リ
ス
ク
軽
減
に
つ
な
が
る
程
の
規
模
と

な
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
輸
出
を
実

施
し
て
き
た
台
湾
や
香
港
に
つ
い
て
は
継
続
的
か
つ
安
定

的
に
輸
出
を
行
い
、
こ
の
２
地
域
に
限
ら
ず
、
販
売
価
格

や
検
疫
制
度
な
ど
、
よ
り
条
件
の
良
い
国
を
調
査
し
、
需

要
の
高
い
国
へ
輸
出
を
行
っ
て
い
く
。

　

ま
た
、
輸
出
先
に
お
い
て
、
競
合
国
の
価
格
競
争
力
は

非
常
に
高
い
こ
と
か
ら
、競
合
国
と
の
価
格
差
を
補
う「
安

心
・
安
全
・
お
い
し
い
」
と
い
う
付
加
価
値
を
付
け
、
川

上
ブ
ラ
ン
ド
を
海
外
の
消
費
者
に
浸
透
さ
せ
、
川
上
村
野

菜
の
輸
出
量
拡
大
を
目
指
し
て
い
く
。
こ
う
し
た
輸
出
事

業
や
国
内
で
の
販
売
促
進
活
動
を
実
施
し
、
国
内
産
地
と

の
差
別
化
、
生
産
者
の
生
産
意
欲
向
上
を
図
る
こ
と
は
、

将
来
的
な
産
地
維
持
に
つ
な
が
る
重
要
な
事
業
で
あ
る
と

考
え
、
今
後
も
精
力
的
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。

21

台
湾
の
ス
ー
パ
ー
で
の
川
上
村
レ
タ
ス
フ
ェ
ア
。

お
客
さ
ん
に
直
接
Ｐ
Ｒ

香
港
に
お
け
る
川
上
村
白
菜
フ
ェ
ア
の
様
子
。
言
葉

は
通
じ
な
く
て
も
品
質
の
良
さ
は
伝
わ
る

台湾で販売されている川上村のレタス。
ラッピングし、日本・川上村を売り込ん
でいる



◆◆  

農
産
物
の
輸
出
に
取
り
組
む
狙
い

◆
　

わ
が
国
は
少
子
・
高
齢
化
の
進
展
に
よ
る
本
格
的
な
人

口
減
少
社
会
を
迎
え
て
お
り
、
農
産
物
の
主
な
出
荷
先
と

し
て
の
国
内
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、
将
来
的
に
縮
小
し
て
い
く

も
の
と
見
込
ま
れ
る
。

　

そ
う
し
た
一
方
で
、
近
年
、
中
国
を
は
じ
め
と
す
る
ア

ジ
ア
地
域
で
は
、
経
済
発
展
に
よ
る
富
裕
層
の
増
加
や
日

本
食
ブ
ー
ム
の
進
展
を
背
景
と
し
て
、
日
本
産
農
産
物
の

新
た
な
受
け
皿
と
し
て
魅
力
あ
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
形
成
し

つ
つ
あ
る
。

　

こ
う
し
た
中
で
、

岐
阜
県
産
農
産
物
の

出
荷
額
の
更
な
る
向

上
を
図
る
た
め
、
既

存
の
国
内
で
の
流

通
・
販
売
に
加
え
、

海
外
へ
も
販
路
を
拡

大
し
て
い
く
こ
と

は
、
強
い
産
業
、
攻
め
の
産
業
と
し
て
農
業
を
再
生
し
て

い
く
上
で
重
要
な
施
策
と
考
え
て
い
る
。
国
内
外
の
他
産

地
に
後
れ
を
と
ら
ぬ
よ
う
、
今
の
う
ち
か
ら
流
通
ル
ー
ト

の
開
拓
等
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

岐
阜
県
に
お
い
て
は
、
農
業
団
体
や
観
光
団
体
な
ど
と

連
携
し
、
単
に
食
の
輸
出
促
進
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

横
断
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、「
観
光
・
食
・
モ
ノ
」
の

そ
れ
ぞ
れ
の
魅
力
を
一
体
的
に
売
り
込
む
「
飛
騨
美
濃
じ

ま
ん
海
外
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
積
極
的
に
展
開
し
て

い
る
。

　

ま
ず
、
輸
出
の
可
能
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
国
・
地
域

へ
の
テ
ス
ト
輸
出
を
行
い
、
良
い
感
触
を
得
ら
れ
た
国
・

地
域
に
つ
い
て
、
流
通
経
路
の
構
築
な
ど
の
条
件
整
備
を

進
め
て
い
く
。
最
終
的
に
継
続
的
な
輸
出
が
行
え
る
よ
う

に
な
っ
た
段
階
で
民
間
主
体
の
輸
出
へ
と
移
行
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

◆◆  

岐
阜
県
農
産
物
の
輸
出
の
取
り
組
み

◆（
１
）
平
成
16
年
度
～　

香
港
を
皮
切
り
に

　

当
初
は
、
香
港
を

主
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し

て
、
富
有
柿
、
飛
騨

牛
を
中
心
に
、
①

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
等

に
お
け
る
情
報
発
信

力
の
高
い
要
人
へ
の

Ｐ
Ｒ
、
②
店
舗
で
の

フ
ェ
ア
の
開
催
、
③

小
売
店
や
レ
ス
ト
ラ

ン
と
の
継
続
販
売
に

向
け
た
商
談
を
行
い
、「
知
っ
て
も
ら
う
」「
試
し
て
も
ら

う
」「
継
続
的
に
買
っ
て
も
ら
う
」
と
段
階
的
に
取
り
組

ん
で
き
た
。

（
２
）
平
成
21
年
度
～　

香
港
か
ら
ア
セ
ア
ン
地
域
へ
拡

大
　

香
港
で
は
韓
国
産
・
台
湾
産
と
の
競
合
や
、
日
本
の
産

地
間
の
競
争
が
激
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
タ
イ
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
マ
レ
ー
シ
ア
な
ど
ア
セ
ア
ン
地
域
に
お

い
て
、
香
港
に
次
ぐ
新
た
な
海
外
販
路
の
開
拓
に
積
極
的

に
取
り
組
み
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
タ
イ
の
百
貨
店
で
の
富

有
柿
の
継
続
販
売(

Ｈ
21
～)

、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
レ
ス

ト
ラ
ン
で
の
取
扱
店
の
獲
得
な
ど
着
実
に
成
果
を
あ
げ
て

い
る
。

　

ま
た
、
平
成
21
年
度
に
県
の
補
助
金
を
活
用
し
て
香
港

向
け
輸
出
施
設
と
し
て
基
準
を
満
た
す
よ
う
整
備
し
た

「
飛
騨
食
肉
セ
ン
タ
ー
」
が
、
平
成
22
年
１
月
に
タ
イ
・

マ
カ
オ
、
７
月
に
香
港
、
９
月
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
輸
出

施
設
と
し
て
認
定
さ
れ
、
供
給
体
制
が
整
っ
た
。

（
３
）
平
成
24
年
度
～　

ア
セ
ア
ン
地
域
で
の
取
り
組
み

充
実

2014・５月号地域づくり

特 集

農
産
物
輸
出
で
地
域
経
済
を
活
性
化

田
口
　
博
康

—
「
観
光
・
食
・
モ
ノ
」一
体
で
岐
阜
を
売
り
込
む—

富
有
柿
、
飛
騨
牛
を
香
港
、
東
南
ア
ジ
ア
に

岐
阜
県

８
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タイの飛騨牛フェアで古田知事がトップセールス

タイの高級百貨店で開催した
岐阜県フェア

岐
阜
県
飛
騨
農
林
事
務
所
農
業
振
興
課
長

（
前
農
政
部
農
産
物
流
通
課
　
技
術
課
長
補
佐

兼
輸
出
戦
略
・
広
域
流
通
係
長
）
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農産物輸出で地域経済を活性化特 集

　

タ
イ
へ
の
飛
騨
牛
の
輸
出
に
つ
い
て
は
、
平
成
21

年
度
に
25
㌔
㌘
を
輸
出
し
て
以
降
、
平
成
22
年
４
月

に
口
蹄
疫
の
関
係
で
輸
出
が
ス
ト
ッ
プ
さ
れ
、
そ
の

後
、
平
成
24
年
11
月
に
輸
出
を
再
開
し
、
現
地
で
の

取
扱
店
舗
を
１
店
開
拓
し
た
。

◆◆  

知
事
も
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

◆  

飛
騨
牛
輸
出
、
５
年
前
の
27
倍
に

　

こ
の
よ
う
に
、ま
ず
平
成
16
年
度
か
ら
香
港
に
「
富

有
柿
」
の
輸
出
を
始
め
、
平
成
20
年
度
か
ら
は
「
飛

騨
牛
」
の
輸
出
も
開
始
し
た
。
そ
の
後
、
輸
出
先
を

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
タ
イ
へ
拡
大
し
、
平
成
24
年
度
か

ら
は
タ
イ
へ
の
「
い
ち
ご
」
の
輸
出
も
始
ま
り
、
輸

出
量
も
年
々
増
加
し
て
い
る
。
平
成
25
年
度
の
輸
出

量
は
、「
富
有
柿
」
が
約
24
㌧
、「
飛
騨
牛
」
が
約
９

㌧
と
５
年
前
に
比
べ
そ
れ
ぞ
れ
約
２
倍
、
約
27
倍
と

大
幅
に
伸
び
て
い
る
。

　

知
事
も
積
極
的
に
現
地
の
マ
ス
コ
ミ
や
レ
ス
ト
ラ

ン
、
流
通
業
者
等
へ
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
百
貨
店

で
の
販
売
な
ど
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
実
施
し
た
結

果
、
現
地
で
は
、
岐
阜
県
の
安
全
・
安
心
で
高
品
質

な
農
産
物
が
高
い
評
価
を
受
け
て
お
り
、
輸
出
に
十

分
な
手
ご
た
え
を
感
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

特
に
岐
阜
県
の
ブ
ラ
ン
ド
牛
で
あ
る
飛
騨
牛
は
、

岐
阜
県
農
林
水
産
物
輸
出
促
進
協
議
会
が
主
体
と
な

り
、
レ
ス
ト
ラ
ン
・
ホ
テ
ル
で
飛
騨
牛
フ
ェ
ア
を
積

極
的
に
開
催
し
、
そ
の
結
果
、
飛
騨
牛
の
５
等
級
及

び
４
等
級
を
継
続
的
に
取
り
扱
う
店
舗
に
は
、「
飛
騨

牛
海
外
推
奨
店
」（
注
）
の
認
定
を
行
う
な
ど
、
飛
騨

牛
の
販
路
開
拓
、
店
舗
で
の
常
時
取
り
扱
い
を
進
め

て
い
る
。
現
在
、
こ
の
「
飛
騨
牛
海
外
推
奨
店
」
は

香
港
で
７
店
舗
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
３
店
舗
と
な
っ
て
い

る
。◆◆  

フ
ラ
ン
ス
に
も
飛
騨
牛
、

◆  

輸
出
品
目
の
拡
大
め
ざ
す

　

今
後
は
、
こ
う
し
た
成
果
を
踏
ま
え
、
さ
ら
な
る
輸
出

拡
大
を
図
っ
て
い
く
た
め
に
、
新
た
な
国
や
、
新
た
な
品

目
の
輸
出
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。　
　

　

平
成
26
年
度
は
、
新
た
な
相
手
国
と
し
て
、
日
本
か
ら

牛
肉
の
輸
出
が
可
能
に
な
っ
た
フ
ラ
ン
ス
へ
飛
騨
牛
を
輸

出
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
ジ
ェ
ト
ロ
岐
阜
、
農
業
団
体

等
を
構
成
員
と
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
編
成
し
、

輸
出
体
制
の
整
備
や
、
現
地
で
の
Ｐ
Ｒ
活
動
も
実
施
す
る

予
定
で
あ
る
。

　

ま
た
、「
鮎
」
や
県
産
米
粉
で
作
っ
た
「
米
粉
ラ
ー
メ
ン
」

な
ど
を
、
昨
年
、
タ
イ
で
の
知
事
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
で
Ｐ

Ｒ
し
た
と
こ
ろ
、「
大
変
美
味
し
い
」
と
高
い
評
価
を
得

た
の
で
、
新
た
な
品
目
と
し
て
本
格
的
に
ア
セ
ア
ン
地
域

へ
輸
出
す
る
た
め
、
輸
送
方
法
や
輸
送
コ
ス
ト
を
検
討
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

岐
阜
県
で
は
、こ
う
し
た
取
り
組
み
を
継
続
し
て
行
い
、

県
産
農
産
物
の
輸
出
拡
大
に
よ
る
「
攻
め
の
農
業
」
を
展

開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
注
）
飛
騨
牛
海
外
推
奨
店

飛
騨
牛
銘
柄
推
進
協
議
会
が
認
定
し
て
い
る
制
度

で
、
認
定
条
件
は
以
下
の
と
お
り
。

①
日
本
国
外
に
お
い
て
営
業
し
て
お
り
、
飛
騨
牛
の

５
等
級
及
び
４
等
級
を
継
続
的
に
取
り
扱
う
販
売

店
及
び
料
理
店
で
あ
る
こ
と
。

②
協
議
会
の
趣
旨
に
賛
同
し
て
い
る
店
舗
で
あ
る
こ

と
。
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◆飛騨牛の輸出実績（H26.1.22現在）
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飛騨牛の輸出量の推移
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富有柿の輸出量の推移

◆富有柿の輸出実績（H26.2.25現在）

（
単
位
：
ト
ン
）

国・地域 H20  H21  H22  H23  H24 H25  計

香港 数量 330 440 909 739 1,512 8,101 12,031
取扱店 2(2)  3(2)  6(4)  7(4)  8(7) 9(7)

タイ 数量   - 25 0 0 240 623 888
取扱店   - 0 0 0      1(0) 1(0)

シンガ
ポール

数量   - 42 111 549 261 289 1,252
取扱店   - 0  2(2)  　  4(3)      5(3) 3(3)

マカオ 数量   -    - 51 0 0 0 51
取扱店   -    - 0 0 0 0

計 数量 330 507 1,071 1,288 2,013 9,013 14,222
取扱店 2(2)  3(2)  8(6) 11(7)    14(10) 13(10)

注）数量、取扱店（カッコ内は飛騨牛海外推奨店）は農産物流通課調べ

国・地域  H16  H17 H18  H19  H20 H21  H22  H23  H24 H25 計

香港 数量 0.5 9.8 21.6 8.0 11.1 7.0 8.8 4.3 14 13.5 98.6
店舗数 1 1 12 10 8 5 5 3 4 10

タイ 数量    -    -   -    -    - 1.9 1.0 0.5 14 9.2 26.6
店舗数    -    -   -    -    - 2 2 2 4 4

シンガ
ポール

数量    -    -   -    -    - 0.1 0.2 0.1 1 1 2.4
店舗数    -    -   -    -    - 1 1 1 1 2

計 数量 0.5 9.8 21.6 8.0 11.1 9.0 10.0 4.9 29 23.7 127.6
店舗数 1 1 12 10 8 8 8 6 9 16

注）数量、店舗数は農産物流通課調べ

（単位：トン） （単位：kg）
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◆◆  

と
よ
た
＝
ク
ル
マ
の
ま
ち
？

◆
　

豊
田
市
は
愛
知
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
そ
の
面
積

は
９
１
８
・
47
平
方
㌔
と
県
下
１
位
で
す
。
全
国
有
数
の

製
造
品
出
荷
額
を
誇
る
「
ク
ル
マ
の
ま
ち
」
と
し
て
知
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
市
域
の
７
割
を
森
林
が
占
め
る
緑
豊
か

な
ま
ち
で
も
あ
り
、
桃
、
梨
な
ど
の
果
樹
か
ら
米
、
お

茶
、
シ
ン
ビ
ジ
ウ
ム
ま
で
多
彩
な
農
産
物
に
恵
ま
れ
て
い

ま
す
。

　

特
に
米
は
県
下
１
位
（
平
成
24
年
）
の
生
産
量
を
誇
り
、

中
山
間
地
域
で
は
幻
の
米
と
呼
ば
れ
る
「
ミ
ネ
ア
サ
ヒ
」、

平
坦
地
で
は
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
や
「
大
地
の
風
」
な
ど
地

域
の
気
候
に
合
っ
た
品
種
が
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
ジ
ャ
ン
ボ
梨
と
呼
ば
れ
る「
愛
宕（
あ
た
ご
）」は
、

年
末
年
始
の
贈
答
品
と
し
て
人
気
を
集
め
て
お
り
、
平
成

23
年
11
月
に
は
ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
に
世
界
一
重
い
梨
と
し
て

登
録
さ
れ
ま
し
た
（
重
さ
２
・
９
４
８
㌔
㌘
）。

◆◆  

「
地
産
地
食
」
を
推
進

◆
　

地
域
で
収
穫
さ
れ
た
農
産
物
を
、
地
域
で
消
費
す
る
こ

と
を
通
常
「
地
産
地
消
」
と
言
い
ま
す
が
、
豊
田
市
は
地

域
の
農
産
物
を
地
域
で
食
べ
て
も
ら
う
こ
と
を
強
調
す
る

た
め
「
消
費
」
で
は
な
く｢

食
べ
る｣

と
い
う
言
葉
を
用

い
て
「
地
産
地
食
」
と
表
現
し
て
い
ま
す
。
豊
田
市
で
は

市
民
の
豊
田
産
農
産
物
に
対
す
る
関
心
を
高
め
、
購
買
意

欲
を
上
げ
て
持
続
あ
る
豊
田
市
の
農
業
を
進
め
る
た
め
地

産
地
食
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
３
月
に
は
「
地
産
地
食
応
援
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
〜
お
い
し
い
と
よ
た
を
召
し
上
が
れ
〜
」
を
開
設
し
、

旬
の
農
産
物
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
を
紹
介
し
て
、
多
く

の
方
に
豊
田
市
の
農
産
物
に
親
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
励

ん
で
い
ま
す
。
収
穫
風
景
か
ら
豊
田
産
農
産
物
を
加
工
し

た
新
商
品
ま
で
幅
広
く
取
り
上
げ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆◆  

豊
田
市
農
産
物
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
協
議
会

◆
　

豊
田
市
農
産
物
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
協
議
会
（
以
下
「
ブ

ラ
ン
ド
化
推
進
協
議
会
」。）
は
、
豊
田
産
農
産
物
の
ブ
ラ

ン
ド
力
を
高
め
て
消
費
者
・
市
場
等
に
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し

て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
元
年
に
設
立
さ
れ
ま

し
た
。
地
産
地
食
の
推
進
、
輸
出
支
援
に
も
積
極
的
に
取

り
組
み
、
幅
広
な
消
費
の
拡
大
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

メ
ン
バ
ー
は
行
政
、
農
協
、
商
工
会
議
所
、
消
費
者
団

体
、
女
性
団
体
、
市
場
関
係
者
、
生
産
者
団
体
等
で
構
成

さ
れ
、
少
し
で
も
多
く
の
方
に
豊
田
産
農
産
物
の
魅
力
を

伝
え
る
た
め
、
地
産
地
食
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
様
々
な
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
３
月
に
は
、
豊
田
産
農
産
物
の
魅
力
を
広
く

Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
の
新
し
い
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
作
成
し
ま

し
た
。
こ
の
ブ
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
は
「
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
」

な
ど
消
費
者
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
特
徴
な
ど
の
〝
売
り
〟

を
持
っ
た
農
産
物
で
、
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
協
議
会
が
承
認

し
た
も
の
に
付
け
て
お
り
、
現
在
29
品
目
と
な
っ
て
い
ま

す
（
平
成
26
年
３
月
現
在
）。
こ
の
ブ
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
の

活
用
を
通
し
て
、
豊
田
産
農
産
物
へ
の
興
味
と
理
解
を
喚

後
藤
　
美
智
子

豊
田
市
産
業
部
農
政
課
主
査

—
ク
ル
マ
の
ま
ち
豊
田
、
農
産
物
も
海
外
に—

「
農
業
も
元
気
な
お
い
し
い
街
」を
目
指
し
て

24

世界一重い梨としてギネスブックに登録された愛宕梨

特 集

農
産
物
輸
出
で
地
域
経
済
を
活
性
化

９
愛
知
県
豊
田
市
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農産物輸出で地域経済を活性化特 集

起
す
る
と
と
も
に
、
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
農
業
者
の
生
産

意
欲
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

◆◆  
桃
・
梨
の
輸
出
支
援
事
業

◆
　

豊
田
市
の
桃
と
梨
は
、
栽
培
面
積
、
収
穫
量
と
も
に
多

く
、
県
内
有
数
の
産
地
で
す
。
特
に
桃
は
「
モ
モ
の
里
」

と
呼
ば
れ
る
猿
投
地
区
を
中
心
に
栽
培
さ
れ
、
春
は
じ
ゅ

う
た
ん
を
敷
き
詰
め
た
よ
う
に
咲
く
桃
の
花
が
市
の
風
物

詩
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
品
質
も
大
変
優
れ
て
い
る
こ

と
か
ら「
さ
な
げ
の
桃
」と
し
て
内
外
で
認
知
度
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
高
品
質
な
桃
や
梨
を
海
外
に
も
Ｐ
Ｒ
す
べ
く
、
ブ

ラ
ン
ド
化
推
進
協
議
会
は
Ｊ
Ａ
あ
い
ち
豊
田
が
主
体
と

な
っ
て
行
っ
て
い
る
ア
ジ
ア
へ
の
輸
出
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

活
動
へ
の
支
援
を
平
成
20
年
度
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

　

販
売
数
は
年
々
増
え
て
お
り
、
平
成
25
年
度
は
９
月
に

香
港
と
バ
ン
コ
ク
の
日
系
量
販
店
で
桃
（
ゴ
ー
ル
デ
ン

ピ
ー
チ
）
と
梨
（
あ
き
づ
き
）
の
試
食
宣
伝
・
商
談
活
動

を
行
い
、
合
計
14
・
95
㌧
を
売
り
上
げ
ま
し
た
。

◆◆  

シ
ン
ビ
ジ
ウ
ム
輸
出
支
援
事
業

◆
　

豊
田
市
で
栽
培
さ
れ
る
シ
ン
ビ
ジ
ウ
ム
は
花
市
場
に
お

い
て
、
花
立
ち
本
数

の
多
さ
、
デ
ザ
イ
ン

な
ど
で
高
い
評
価
を

受
け
て
お
り
、
市
の

特
産
品
の
ひ
と
つ
に

な
っ
て
い
ま
す
。
産

出
額
は
県
内
第
１
位

（
平
成
23
年
度
）
で
、

県
内
有
数
の
産
地
で

す
。

　

豊
田
花
き
園
芸
組

合
洋
ら
ん
研
究
会
で

は
、
ブ
ラ
ン
ド
化
推

進
協
議
会
の
支
援
を

受
け
、
平
成
21
年
度

よ
り
中
国
や
ド
イ
ツ

な
ど
の
見
本
市
へ
の

出
展
や
小
売
店
な
ど

海
外
に
お
け
る
店
頭

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
・
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
は
香
港
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
フ
ラ
ワ
ー

シ
ョ
ー
で
輸
出
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
豊
田

産
の
シ
ン
ビ
ジ
ウ
ム
は
見
本
市
で
も
高
く
評
価
さ
れ
て
お

り
、
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。

◆◆  「
お
い
し
い
と
よ
た
」
へ

◆
　

消
費
者
の
食
の
安
全
・
安
心
へ
の
関
心
が
高
ま
る
中
、

生
産
者
の
顔
が
見
え
る
「
地
産
地
食
」
の
取
り
組
み
は
、

ま
す
ま
す
注
目
度
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
輸
送
技
術
の
向
上
や
国
際
化
が
著
し
く
進
ん
で

い
る
今
、
海
外
市
場
の
発
展
も
見
逃
せ
ま
せ
ん
。
平
成
26

年
度
は
桃
・
梨
・
シ
ン
ビ
ジ
ウ
ム
だ
け
で
な
く
、
茶
・
米
・

酒
な
ど
他
の
農
産
物
等
の
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
を
目
指
し
、

愛
知
県
が
主
体
と
な
っ
て
輸
出
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
る

タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
や
、
豊
田
市
と
姉
妹
都
市
提
携
を
結
ん

で
い
る
イ
ギ
リ
ス
・
ダ
ー
ビ
ー
シ
ャ
ー
に
新
た
に
挑
戦
す

る
予
定
で
す
。

　

タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
に
つ
い
て
は
高
品
質
な
日
本
の
果
物

は
富
裕
層
に
人
気
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
豊
田
産
の
果
物
に

つ
い
て
も
一
層
の
市
場
拡
大
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

イ
ギ
リ
ス
で
は
ダ
ー
ビ
ー
シ
ャ
ー
フ
ー
ド
＆
ド
リ
ン
ク

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
へ
の
豊
田
産
農
産
物
や
加
工
品
の
出
展

販
売
、
現
地
店
舗
で
の
試
験
販
売
、
イ
ギ
リ
ス
人
が
好
む

食
味
の
調
査
な
ど
を
行
っ
て
、
豊
田
産
農
産
物
の
可
能
性

を
探
る
予
定
で
す
。

　
「
ク
ル
マ
だ
け
で
な
く
、
農
業
も
元
気
な
お
い
し
い
街

と
よ
た
」
を
目
指
し
て
、
今
後
も
販
路
拡
大
の
機
会
を
逃

さ
ず
、
豊
田
産
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
・
消
費
拡
大
に
向

け
て
積
極
的
に
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

25

展示会のシンビジウム

地産地食応援フェイスブック
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特 集

農
産
物
輸
出
で
地
域
経
済
を
活
性
化

◆◆  

二
十
世
紀
梨
の
輸
出
開
始
か
ら
80
年

◆
　

１
世
紀
以
上
前
、明
治
37
年
（
１
９
０
４
年
）
に
「
二
十

世
紀
梨
」
が
鳥
取
県
に
導
入
さ
れ
た
。
そ
の
二
十
世
紀
梨

が
昭
和
８
年
（
１
９
３
３
年
）
に
中
国
、
台
湾
等
へ
初
輸

出
さ
れ
て
、
80
年
が
経
過
。
県
内
の
生
産
者
、
農
業
団
体

及
び
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
、
技
術
革
新
と
販
路
拡
大
を

進
め
、
二
十
世
紀
梨
は
、
鳥

取
県
を
代
表
す
る
農
産
物
と

な
り
、
日
本
国
内
の
み
な
ら

ず
、
海
外
の
方
々
に
知
ら
れ

る
ま
で
に
至
っ
た
。

　

平
成
25
年
度
の
全
国
農
業

協
同
組
合
連
合
会
鳥
取
県
本

部
（
以
下
「
Ｊ
Ａ
全
農
と
っ

と
り
」
と
い
う
。）
の
輸
出

実
績
は
、
二
十
世
紀
梨
を
中

心
に
台
湾
、
香
港
、
ア
メ
リ

カ
へ
約
４
６
３
㌧
、
富
有
柿

を
タ
イ
、
香
港
へ
約
51
㌧
、
す
い
か
を
ロ
シ
ア
、
香
港
へ

約
８
㌧
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
う
ち
ロ
シ
ア
に
つ
い
て
は

岡
山
県
や
Ｊ
Ａ
広
島
果
実
連
と
連
携
し
、
複
数
品
目
を
混

載
し
て
輸
出
し
て
い
る
。

◆◆  

県
、
Ｊ
Ａ
、
ド
ー
ル
が
３
者
協
定
、

◆  
連
携
を
強
化

　
Ｊ
Ａ
全
農
と
っ
と
り
と
果
実
・
野
菜
の
生
産
や
加
工
、

販
売
な
ど
を
手
掛
け
る
株
式
会
社
ド
ー
ル
（
以
下
「
ド
ー

ル
」
と
い
う
。）
は
、
平
成
21
年
度
に
初
め
て
中
国
向
け

に
二
十
世
紀
梨
の
輸
出
を
開
始
し
、
毎
年
、
輸
出
拡
大
を

図
っ
て
い
る
。

　

平
成
25
年
度
に
は
、
Ｊ
Ａ
全
農
と
っ
と
り
、
ド
ー
ル
及

び
鳥
取
県
の
合
同
販
売
促
進
団
を
香
港
及
び
タ
イ
に
派
遣

し
、
現
地
の
百
貨
店
や
量
販
店
等
で
試
食
販
売
会
を
行
っ

た
。
香
港
へ
初
め
て
輸
出
し
た
す
い
か
は
、
現
地
の
消
費

者
に
美
味
し
い
と
大
変
好
評
だ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
実
績
を
踏
ま
え
、
今
後
さ
ら
に
輸
出
拡
大
を

図
る
た
め
、
平
成
25
年
10
月
、
県
内
の
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
、

ド
ー
ル
及
び
県
に
よ
る
「
輸
出
検
討
・
情
報
交
換
会
」
に

お
い
て
、
３
者
の
連
携
強
化
を
具
体
的
に
進
め
て
い
く
こ

と
を
確
認
し
た
。

　

そ
の
後
、連
携
事
項
等
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
た
結
果
、

平
成
26
年
３
月
24
日
に
、
３
者
に
よ
る
パ
ー
ト
ナ
ー
協
定

を
締
結
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

な
お
、
ド
ー
ル
は
、
国
産
農
産
物
等
の
輸
出
促
進
に
関

す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
協
定
を
国
内
産
地
と
締
結
す
る
の
は
、

鳥
取
県
が
初
め
て
で
あ
る
。

◆　◆  

協
定
書
の
主
な
内
容

◆１
、
目
的

　

パ
ー
ト
ナ
ー
協
定
者
が
相
互
に
緊
密
に
連
携
し
、
そ
れ

ぞ
れ
が
保
有
す
る
資
源
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
鳥
取
県
の
豊
か
な
自
然
環
境
の
な
か
、
高
い
生
産
技

術
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
高
品
質
で
美
味
し
い
県
産
農

産
物
等
を
ア
ジ
ア
地
域
を
中
心
に
輸
出
拡
大
し
、「
食
の

み
や
こ
鳥
取
県
」
の
認
知
度
向
上
と
鳥
取
県
農
業
の
活
力

増
進
を
図
る
と
と
も
に
、
海
外
消
費
者
の
食
生
活
を
豊
か

に
す
る
こ
と
。

２
、
連
携
事
項
等

　
（
１
）
県
の
取
り
組
み

①
県
産
農
産
物
等
の
品
質
特
性
、
栽
培
方
法
等

の
ド
ー
ル
に
対
す
る
情
報
提
供

②
ド
ー
ル
の
行
う
海
外
バ
イ
ヤ
ー
の
県
内
産
地

視
察
や
県
内
農
産
物
等
輸
出
取
組
者
と
の
マ
ッ

チ
ン
グ
へ
の
協
力

　
（
２
）
Ｊ
Ａ
全
農
と
っ
と
り
の
取
り
組
み

①
県
内
産
地
に
お
け
る
農
産
物
の
生
育
状
況
、

出
荷
基
準
及
び
選
果
・
出
荷
計
画
等
の
ド
ー
ル

に
対
す
る
情
報
提
供

中
島
　
和
彦

鳥
取
県
関
西
本
部
販
路
開
拓
チ
ー
ム
長

（
前
農
林
水
産
部
農
政
課
企
画
調
整
室
係
長
）

—
「
食
の
み
や
こ
鳥
取
県
」
の
認
知
度
向
上
図
る—

農
産
物
の
輸
出
促
進
に
向
け
パ
ー
ト
ナ
ー
協
定

鳥
取
県

10

26
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②
ド
ー
ル
の
行
う
海
外
バ
イ
ヤ
ー
の
県
内
産
地

の
視
察
等
へ
の
協
力

③
ド
ー
ル
に
対
す
る
新
た
な
輸
出
品
目
の
提
案

④
県
産
農
産
物
等
の
一
元
的
な
供
給
窓
口
機
能

を
活
か
し
た
ド
ー
ル
へ
の
出
荷
数
量
の
確
保

　
（
３
）
ド
ー
ル
の
取
り
組
み

①
海
外
に
お
け
る
消
費
者
ニ
ー
ズ
、
農
産
物
の

輸
入
動
向
、
販
売
網
等
の
海
外
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

情
報
提
供

②
販
路
開
拓
に
必
要
な
県
産
農
産
物
等
の
市
場

調
査
及
び
販
売
促
進
活
動
へ
の
協
力

③
県
産
農
産
物
等
の
輸
出
拡
大
に
向
け
た
ア
ド

バ
イ
ス
及
び
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
へ
の
協
力

　
（
４
）
パ
ー
ト
ナ
ー
協
定
者
は
、
こ
う
し
た
取
り
組
み

の
ほ
か
、
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項

に
つ
い
て
相
互
に
協
力

◆◆  

輸
出
支
援
体
制
を
強
化

◆
　

県
は
、
平
成
25
年
７
月
中
旬
か
ら
８
月
末
ま
で
の
間
、

香
港
・
米
子
チ
ャ
ー
タ
ー
便
を
利
用
し
て
鳥
取
県
を
訪
れ

た
観
光
客
延
べ
約
３
１
０
０
人
に
対
し
て
、
県
内
の
農
業

団
体
等
と
連
携
し
、
鳥
取
西
部
農
業
協
同
組
合
農
産
物
直

売
所
「
ふ
れ
あ
い
村
ア
ス
パ
ル
」
で
、
お
も
て
な
し
す
る

と
と
も
に
、
す
い
か
や
メ
ロ
ン
、
ぶ
ど
う
、
梨
、
米
等
の

旬
の
本
県
産
農
畜
産
物
等
の
Ｐ
Ｒ
及
び
試
食
販
売
を
行
っ

た
。
こ
う
し
た
試
み
は
初
め
て
で
、
来
店
者
に
は
「
試
食

品
全
て
が
美
味
し
か
っ
た
」
と
大
変
好
評
だ
っ
た
。

　

ま
た
、
同
年
９
月
に
は
岡
山
県
及
び
Ｊ
Ａ
広
島
果
実
連

と
連
携
し
、
ロ
シ
ア
に
初
め
て
３
県
合
同
販
売
促
進
団
を

派
遣
し
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
市
内
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
等
で
各
県
の
農
産
物
の
Ｐ
Ｒ
や
試
食
販
売
を
行
っ
た
。

　

さ
ら
に
県
は
平
成
26
年
度
、「
販
路
拡
大
・
輸
出
促
進
課
」

を
新
設
し
、
輸
出
取
組
者
へ
の
迅
速
な
相
談
対
応
、
海
外

輸
出
ビ
ジ
ネ
ス
の
パ
ー
ト
ナ
ー
候
補
の
招
へ
い
、「
食
の

み
や
こ
鳥
取
県
」
の
情
報
発
信
の
充
実
及
び
海
外
で
の
販

売
促
進
活
動
へ
の
協
力
等
、
県
産
農
林
水
産
物
等
の
輸
出

支
援
体
制
を
強
化
し
た
。

　

ま
た
、
県
内
の
輸
出
取
組
者
の
農
林
水
産
物
等
の
輸
出

活
動
（
海
外
で
の
市
場
調
査
活
動
や
販
売
促
進
活
動
等
）

に
対
す
る
支
援
制
度
も
充
実
さ
せ
た
。

◆◆  

協
定
締
結
後
に
期
待
さ
れ
る
効
果

◆
　

二
十
世
紀
梨
を
は
じ
め
と
し
た
80
年
を
超
え
る
輸
出
実

績
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
高
品
質
な
県
産
農
産
物
に
つ
い

て
、ド
ー
ル
の
国
際
的
ブ
ラ
ン
ド
力
や
海
外
で
の
販
売
網
、

Ｊ
Ａ
全
農
と
っ
と
り
の
数
量
の
確
保
機
能
及
び
県
の
海
外

で
の
市
場
調
査
活
動
や
販
売
促
進
活
動
へ
の
支
援
等
の
相

乗
効
果
に
よ
り
、
ア
ジ
ア
地
域
を
中
心
に
輸
出
拡
大
が
促

進
さ
れ
、「
食
の
み
や
こ
鳥
取
県
」
の
認
知
度
向
上
と
鳥

取
県
農
業
の
活
力
増
進
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

27

ロ
シ
ア
で
の
梨
の
試
食
販
売
の
模
様
（
平
成
25
年
9
月
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
で
）

農
産
物
の
輸
出
促
進
に
関
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
協
定
の
調
印
式
。
左
か
ら

平
井
伸
治
鳥
取
県
知
事
、
渡
辺
陽
介
・
株
式
会
社
ド
ー
ル
代
表
取
締
役

社
長
、「
Ｊ
Ａ
全
農
と
っ
と
り
」
の
山
田
晋
爾
本
部
長
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農
産
物
輸
出
で
地
域
経
済
を
活
性
化

◆◆  

成
長
す
る
ア
ジ
ア
中
心
に
販
路
開
拓

◆
　

農
産
物
を
輸
出
す
る
目
的
は
、
農
産
物
の
国
内
需
要
が

縮
小
す
る
中
、
新
た
な
需
要
を
海
外
に
見
出
し
、
ひ
い
て

は
農
業
者
の
所
得
の
維
持
・
向
上
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と

に
あ
る
。

　

福
岡
県
は
、ア
ジ
ア
の
拠
点
空
港
で
あ
る
「
福
岡
空
港
」

や
、
国
内
有
数
の
貿
易
量
を
誇
る
「
博
多
港
」
を
有
す
る

な
ど
、
ア
ジ
ア
に
近
い
地
理
的
条
件
と
優
れ
た
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
持
ち
、
他
県
に
先
駆
け
、
鮮
度
が
商
品
価
値
で

あ
る
農
産
物
を
成
長
著
し
い
ア
ジ
ア
地
域
を
中
心
に
、
海

外
へ
の
販
路
開
拓
を
行
っ
て
き
た
。　

　

販
路
開
拓
を
行
っ
た
先
は
、
現
在
ま
で
に
10
カ
国
・
地

域
に
及
び
、
県
産
農
産
物
輸
出
の
増
加
に
結
び
つ
い
た
。

◆◆  

輸
出
先
拡
大
、
貿
易
会
社
も
設
立

◆
　

県
の
海
外
販
路
開
拓
の
経
緯
を
見
る
と
、
以
下
の
よ
う

に
三
つ
の
段
階
を
経
て
い
る
。

　

①
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
に
よ
る
販
路
開
拓

　

平
成
２
年
度
か
ら
香
港
等
の
現
地
百
貨
店
に
お
い

て
、県
産
農
産
物
の
展
示
即
売
を
開
始
。
こ
の
結
果
、

香
港
で
は
、
日
系
の
量
販
店
と
の
取
引
が
成
立
し
、

現
在
も
継
続
し
て
い
る
。

　

②
輸
出
拡
大
に
向
け
、
本
格
的
に
海
外
販
路
を
開
拓

（
ア
）
香
港
ル
ー
ト
の
拡
大
（
平
成
14
年
度
〜
）

　

香
港
の
食
品
関
係
者
等
を
対
象
に
現
地
商
談
会

を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
商
談
会
後
の
取
次
等
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
現
地
ス
タ
ッ
フ
を
福
岡
県
独
自
で

設
置
。

（
イ
）
新
た
な
輸
出
国
・
地
域
の
開
拓

　

平
成
13
年
１
月
に
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
加
盟
し
、
将
来
巨

大
な
需
要
が
期
待
で
き
る
中
国
や
台
湾
に
向
け
、

販
路
を
開
拓(

平
成
15
年
度
〜)
す
る
と
と
も
に
、

欧
州
を
「
八
女
茶
」
の
新
た
な
販
路
に
設
定
し
、

日
本
茶
の
バ
イ
ヤ
ー
を
開
拓(

平
成
18
年
度
〜)

。

　

③
県
産
農
産
物
等
を
扱
う
貿
易
会
社
の
設
立

　

県
産
の
農
産
物
を
主
に
扱
う
貿
易
会
社
と
し
て
、

平
成
20
年
12
月
に
福
岡
県
と
農
業
団
体
等
が
出
資

し
、「
福
岡
農
産
物
通
商
㈱
」
を
設
立
し
、
販
路
開

拓
の
主
体
は
、
同
社
が
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。

◆◆  

輸
出
に
向
け
た
産
地
と
の
連
携

◆
　

一
方
、
海
外
へ
の
販
路
拡
大
に
伴
い
、
現
地
バ
イ
ヤ
ー

か
ら
は
、
輸
入
条
件
の
厳
守
や
消
費
者
ニ
ー
ズ
を
反
映
し

た
様
々
な
要
望
が
出
さ
れ
、
こ
れ
ら
へ
の
早
急
な
対
応
が

新
た
な
課
題
と
し
て
浮
上
し
た
。
こ
の
た
め
、
販
路
開
拓

と
並
行
し
、
県
内
の
産
地
と
の
連
携
に
よ
る
輸
出
を
見
据

え
た
「
安
全
・
安
心
」
な
農
産
物
の
生
産
・
供
給
に
も
取

り
組
ん
で
い
る
。

　

こ
の
う
ち
欧
州
向
け
「
八
女
茶
」
に
つ
い
て
は
、
欧
州

は
、
食
品
中
の
残
留
農
薬
基
準
が
日
本
国
内
に
比
べ
厳
し

い
た
め
、
輸
出
専
用
の
茶
園
を
設
置
し
、
欧
州
基
準
に
即

し
た
防
除
体
系
に
よ
る
「
八
女
茶
」
を
生
産
し
て
い
る
。

福
岡
県
農
林
水
産
部
園
芸
振
興
課
輸
出
促
進
室

—
更
な
る
海
外
需
要
開
拓
に
向
け
て—
農
産
物
輸
出
、「
28
年
度
20
億
円
」
め
ざ
す

福
岡
県

11

28

香港での九州合同商談会の様子。農産物の
加工品の説明をする担当者（中央の女性）
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ま
た
、
台
湾
向
け
「
み
か
ん
」
で
は
、
現
地
の
消
費
者

が
好
む
小
玉
・
高
糖
度
の
「
み
か
ん
」
の
安
定
供
給
に
向

け
、
輸
出
専
用
園
地
を
設
置
し
、
輸
出
量
を
確
保
。

　

タ
イ
向
け
「
柿
」、「
み
か
ん
」
に
関
し
て
は
①
産
地
が
、

県
農
業
総
合
試
験
場
や
大
学
と
連
携
し
、
輸
出
障
害
と

な
っ
て
い
る
柿
の
害
虫
「
フ
ジ
コ
ナ
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
」
の

効
率
的
な
除
去
技
術
を
開
発
②
平
成
28
年
度
か
ら
の
「
み

か
ん
」
輸
出
に
向
け
、
輸
入
条
件
で
あ
る
タ
イ
政
府
に
よ

る
輸
出
園
地
の
指
定
を
取
得
中
。

　

こ
の
ほ
か
、
福
岡
農
産
物
通
商
㈱
は
産
地
と
連
携
し
た

試
験
輸
出
や
、
現
地
バ
イ
ヤ
ー
か
ら
の
販
売
評
価
の
産
地

へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
進
め
て
い
る
。

◆◆  

輸
出
拡
大
に
向
け
た
課
題
と
今
後
の
対
応

◆
　

本
県
で
は
、
県
産
農
産
物
の
輸
出
目
標
額
と
し
て
、
平

成
28
年
度
に
20
億
円
に
す
る
こ
と
を
掲
げ
て
い
る
が
、

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
降
の
世
界
的
な
経
済
不
況
な
ど
輸

出
環
境
の
悪
化
と
と
も
に
、
当
初
期
待
し
て
い
た
中
国
の

輸
入
条
件
緩
和
が
進
ま
な
か
っ
た
こ
と
や
、
海
外
に
お
い

て
も
他
県
と
の
産
地
間
競
争
が
激
化
し
て
い
る
こ
と
な
ど

に
よ
り
、
こ
こ
数
年
伸
び
悩
ん
で
い
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
打
破
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
蓄
積
し

て
き
た
輸
出
実
績
等
を
も
と
に
、
今
後
、
次
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
進
め
、
県
産
農
産
物
の
輸
出
拡
大
に
努
め
て
い

く
。

　

①
輸
出
拡
大
に
取
り
組
む
国
・
地
域
の
重
点
化

・
輸
出
を
重
点
化
す
る
国
・
地
域

香
港
、
台
湾
、
タ
イ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
極
東

ロ
シ
ア
、
欧
州(

八
女
茶)

・
輸
出
を
現
状
維
持
す
る
国
・
地
域

中
国
、
ベ
ト
ナ
ム
、
米
国
、
カ
ナ
ダ

　

②
新
た
な
輸
出
国
・
地
域
の
開
拓

・
購
買
力
が
高
く
、
日
本
産
農
産
物
の
需
要
が
見
込

め
る
国
・
地
域
の
新
規
開
拓

マ
レ
ー
シ
ア
、
ロ
シ
ア(

モ
ス
ク
ワ)

　

③
新
た
な
輸
出
品
目
の
創
出

・
生
産
者
団
体
と
連
携
し
、「
花
き
」「
水
産
物
」
等

新
た
な
輸
出
品
目
を
創
出
。

・
農
林
漁
業
者
と
中
小
企
業
者
が
連
携
し
、
海
外
を

見
据
え
た
６
次
化
商
品
の
開
発
を
支
援
。

　

④
「
あ
ま
お
う
」（
い
ち
ご
）
の
輸
出
拡
大

・
新
た
な
鮮
度
保
持
技
術
を
活
用
し
た
船
便
輸
送
に

よ
り
低
コ
ス
ト
化
を
図
り
、「
あ
ま
お
う
」
の
輸
出

を
拡
大
。

　

⑤
年
間
を
通
じ
た
安
定
輸
出
へ
の
対
応

・
福
岡
県
産
と
他
県
産
と
を
組
み
合
わ
せ
た
多
様
な

農
産
物
を
船
便
輸
送
し
、
低
コ
ス
ト
の
通
年
取
引
を

拡
大
。

・
国
や
九
州
各
県
、
各
団
体
と
連
携
し
、
九
州
一
体

に
よ
る
農
産
物
の
輸
出
を
拡
大
。

29

18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度

輸出額 8.2 10.4 10.5 10.8 10.5 9.7 11.2

福岡県産農産物の輸出実績

※　輸出業者からの聞き取り調査結果に基づいた推計値

福
岡
県
内
の
み
か
ん
産
地
を
訪
れ
た
台
湾
の

バ
イ
ヤ
ー
（
左
端
）

台
湾
で
の
み
か
ん
フ
ェ
ア
の
様
子

単位：億円
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農
産
物
輸
出
で
地
域
経
済
を
活
性
化

◆◆  

海
外
共
同
事
務
所
開
設
の
背
景

◆
　

こ
れ
ま
で
多
く
の
県
や
政
令
都
市
レ
ベ
ル
で
は
単
独
で

海
外
事
務
所
を
設
立
し
、
活

動
を
行
っ
て
き
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
小
規

模
の
自
治
体
の
レ
ベ
ル
に
お

い
て
は
、
海
外
に
単
独
事
務

所
を
開
設
し
て
活
動
を
行
う

こ
と
は
、
財
政
的
な
負
担
が

大
き
い
等
ハ
ー
ド
ル
が
高

く
、
断
念
せ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
で
し
た
。
ま
た
、
県
レ
ベ

ル
の
事
務
所
に
お
い
て
は
、

行
政
の
公
平
性
の
原
則
等
か

ら
、
特
定
の
市
町
の
物
産
に

関
す
る
支
援
活
動
が
メ
イ
ン

と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
や
特

定
の
自
治
体
の
観
光
Ｐ
Ｒ
に

つ
な
が
る
活
動
が
中
心
と
な
る
こ
と
に
対
し
て
は
一
般
的

に
そ
の
実
施
が
難
し
い
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
日
本
で
は
少
子
高
齢
化
の
進
行
と
総
人
口
の

減
少
は
避
け
ら
れ
ず
、
こ
れ
に
伴
う
社
会
保
障
関
連
費
用

の
増
加
及
び
国
内
市
場
の
縮
小
に
関
し
て
の
対
策
が
必
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。
少
子
高
齢
化
と
総
人
口
の
減
少
下
で

は
国
や
県
の
財
政
事
情
も
更
に
厳
し
く
な
る
一
方
で
あ
る

た
め
、
各
自
治
体
が
そ
れ
ぞ
れ
「
稼
ぐ
力
」
を
つ
け
な
い

と
今
後
の
厳
し
い
国
内
情
勢
を
乗
り
切
っ
て
い
け
な
い
の

で
は
な
い
か
、
と
危
機
感
を
持
つ
自
治
体
が
出
て
き
て
い

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

◆◆  

７
自
治
体
等
が
費
用
分
担
、

◆  

武
雄
市
か
ら
駐
在
員

　

今
回
、
武
雄
市
を
中
心
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
地
元

特
産
品
の
通
信
販
売
「JA

PA
N

sg

」
に
参
加
し
て
い
る

自
治
体
の
中
で
日
本
国
内
市
場
の
縮
小
を
睨
（
に
ら
）
み
、

早
期
に
海
外
に
も
活
路
を
求
め
よ
う
と
い
う
意
欲
の
あ
る

７
自
治
体
等
（
佐
賀
県
武
雄
市
、
福
岡
県
大
刀
洗
町
、
鞍

手
町
、
鹿
児
島
県
薩
摩
川
内
市
、
香
川
県
宇
多
津
町
、
富

山
県
南
砺
市
、
新
潟
県
の
燕
三
条
地
場
産
業
支
援
セ
ン

タ
ー
）
が
運
営
経
費
を
分
担
し
あ
っ
て
運
営
組
織
を
立
ち

上
げ
、
佐
賀
県
武
雄
市
よ
り
駐
在
員
を
派
遣
し
、
事
務
所

を
昨
年
10
月
に
開
設
し
ま
し
た
。

　

海
外
展
開
に
関
し
て
は
、
道
筋
が
で
き
る
ま
で
時
間
が

か
か
る
た
め
、
国
内
市
場
が
か
な
り
収
縮
し
た
時
に
な
っ

て
行
動
を
始
め
て
も
、
間
に
合
い
ま
せ
ん
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

の
急
成
長
を
取
り
込
め
る
今
の
時
期
が
そ
の
時
期
だ
と
い

う
わ
け
で
今
回
の
設
立
に
至
っ
た
次
第
で
す
。

◆◆  

な
ぜ
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
？

◆（
１
）
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
経
済
成
長
を
取
り
込
む

　

人
口
約
６
億
人
の
市
場
と
も
言
わ
れ
る
こ
の
地
域
は
、

中
国
大
陸
の
人
件
費
の
高
騰
等
に
よ
る
企
業
の
ウ
ェ
イ
ト

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
や
シ
フ
ト
も
あ
っ
て
急
成
長
を
し
て
き
て

お
り
ま
す
。
急
成
長
を
続
け
る
こ
の
地
域
に
お
い
て
参
加

自
治
体
の
物
産
の
販
路
開
拓
、
拡
大
を
支
援
し
、
こ
の
地

域
か
ら
外
国
人
観
光
客
を
参
加
自
治
体
に
送
客
す
る
こ
と

を
支
援
す
る
こ
と
が
、
参
加
自
治
体
の
経
済
活
性
化
に
つ

な
が
る
と
期
待
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
地
域
は
将
来
的

に
、
物
産
の
分
野
で
は
ハ
ラ
ー
ル
食
品
（
イ
ス
ラ
ム
教
の

教
義
に
基
づ
き
ム
ス
リ
ム
の
人
が
食
べ
ら
れ
る
食
品
）
の

市
場
へ
の
参
入
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
な
る
こ
と
、
観
光

日
本
地
方
自
治
体
等
連
合
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
事
務
所
所
長

（
武
雄
市
海
外
対
策
課
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
事
務
所
長
）

笠
原
　
雄
人

—
特
産
品
の
販
路
開
拓
や
観
光
誘
客
を
推
進—

自
治
体
が
ス
ク
ラ
ム
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
共
同
事
務
所

12
佐
賀
県
武
雄
市
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農産物輸出で地域経済を活性化特 集

分
野
で
は
周
辺
諸
国
を
含
め
た
ム
ス
リ
ム
の
日
本
へ
の
本

格
的
な
送
客
等
も
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
未
知
の
可
能

性
が
広
が
っ
て
い
く
地
域
で
も
あ
り
ま
す
。

（
２
）
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ー

        
と
し
て
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
活
用

　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
「
シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン

ド
ー
」
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
を
中
心
に
世
界

の
お
金
と
富
裕
層
が
集
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
流
行
し
た
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
が
、
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
を
中
心
に
波
及
し
て
い
く
傾
向
に
あ
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
を
中
心

と
し
た
地
域
の
物
流
や
交
通
の
ハ
ブ
で
も
あ
り
ま
す
。
こ

の
成
長
著
し
い
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
需
要
を
取
り
込
む
に
は
そ

の
「
シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ー
」
及
び
「
ハ
ブ
」
と
し
て
の
機

能
を
持
つ
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
活
用
す
る
こ
と
が
効
果
的
で

あ
る
と
の
理
由
か
ら
、
海
外
共
同
事
務
所
を
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
に
開
設
し
ま
し
た
。

◆◆  

現
在
の
活
動

◆
　

予
算
の
関
係
で
、
現
時
点
で
は
現
地
ス
タ
ッ
フ
を
置
け

な
い
た
め
、
し
ば
ら
く
は
１
人
で
の
活
動
に
な
り
ま
す

が
、
以
前
在
籍
し
た
民
間
企
業
で
の
海
外
市
場
に
お
け
る

営
業
経
験
を
生
か
し
て
、
こ
れ
ま
で
左
記
の
よ
う
な
活
動

を
行
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

（
１
）
物
産
関
連

　

①
昨
年
10
月
末
の
事
務
所
開
所
式
の
後
に
参
加
自

治
体
の
農
産
物
な
ど
特
産
品
の
お
披
露
目
と
バ
イ

ヤ
ー
と
の
顔
合
わ
せ
を
目
的
と
し
た
展
示
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
当
日
参
加
し
た
バ
イ
ヤ
ー

を
中
心
に
訪
問
し
、
特
産
品
を
持
参
し
て
、
Ｐ
Ｒ
を

積
極
的
に
行
う
と
と
も
に
、
関
連
す
る
商
流
、
エ
ン

ド
ユ
ー
ザ
ー
や
購
買
方
針
等
に
関
し
て
の
情
報
の
収

集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

②
参
加
自
治
体
の
特
産

品
は
ノ
ン
ブ
ラ
ン
ド
の
モ

ノ
が
多
い
た
め
に
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
を
中
心
に
認
知

度
を
上
げ
て
い
く
た
め
に
、

当
地
の
メ
デ
ィ
ア
へ
も
情

報
提
供
と
Ｐ
Ｒ
を
積
極
的

に
行
っ
て
き
て
お
り
、
少

し
ず
つ
で
す
が
、
取
り
上

げ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

（
２
）
観
光
関
連

　

①
当
地
の
旅
行
社
を
回

り
、
参
加
自
治
体
の
観
光

資
源
等
を
Ｐ
Ｒ
し
、
旅
行
商
品
の
開
発
に
つ
な
げ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
お
陰
様
で

既
に
昨
年
１
本
の
ツ
ア
ー
を
参
加
自
治
体
に
送
客
し

て
お
り
ま
す
。
こ
の
春
に
は
更
に
数
本
の
ツ
ア
ー
を

他
の
複
数
の
参
加
自
治
体
に
送
客
予
定
で
す
。

　

②
こ
の
２
月
末
か
ら
３
月
初
め
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
た
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｓ
と
呼
ば
れ
る
ト
ラ
ベ
ル
エ
キ

ス
ポ
に
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
エ
キ
ス
ポ
へ
は
商
品
造

成
の
さ
れ
た
自
治
体
関
係
者
と
参
加
し
、
観
光
資
源
の

Ｐ
Ｒ
を
行
う
と
と
も
に
、
現
地
の
人
か
ら
旅
行
に
関
し

て
の
意
見
等
を
聞
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

◆◆  

今
後
の
展
開

◆（
１
）
物
産
関
連

　

昨
年
度
は
事
務
所
の
立
ち
上
げ
に
時
間
が
取
ら
れ
た
ほ

か
、
予
算
の
制
限
等
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
参
加

自
治
体
の
物
産
を
更
に
多
く
の
現
地
の
人
に
知
っ
て
も
ら

う
べ
く
、
影
響
力
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
へ
の
積
極
的
な
参
加

を
検
討
し
て
い
ま
す
。
農
産
物
の
テ
ス
ト
マ
ー
ケ
ッ
テ
ィ

ン
グ
を
実
施
す
る
自
治
体
も
あ
り
ま
す
。
厳
し
い
農
業
を

と
り
ま
く
環
境
を
打
破
す
る
た
め
に
も
農
産
物
の
海
外
市

場
開
拓
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

（
２
）
観
光
関
連

　

昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
て
ツ
ア
ー
客
を
日
本
に
送
り
込

ん
で
い
ま
す
が
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
Ｆ
Ｉ
Ｔ
（
個
人
旅

行
）
が
全
体
の
８
割
と
圧
倒
的
に
多
い
地
域
で
す
。
従
っ

て
、
今
後
は
Ｆ
Ｉ
Ｔ
商
品
の
造
成
に
向
け
た
活
動
や
現
地

メ
デ
ィ
ア
へ
の
観
光
Ｐ
Ｒ
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
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◆◆  

１
．
輸
出
の
現
状

◆
　

日
本
の
農
林
水
産
物
・
食
品
の
輸
出
額
は
２
０
０
４
年

か
ら
順
調
に
拡
大
し
、
２
０
０
７
年
に
は
５
１
６
０
億

円
と
な
り
ま
し
た
が
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
等
を
契
機

と
し
た
世
界
的
な
経
済
不
況
に
よ
り
、
２
０
０
９
年
に

は
４
４
５
４
億
円
ま
で
落
ち
込
み
ま
し
た
。
そ
の
後
、

一
旦
は
持
ち
直
し
た
も
の
の
、
２
０
１
１
年
３
月
の
東

日
本
大
震
災
の
影
響
等
に
よ
り
再
度
落
ち
込
む
な
ど
、

５
０
０
０
億
円
の
壁
に
当
た
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
２
０
１
３
年
に
お
い
て
は
、
増
加
に
転
じ
、

震
災
前
の
２
０
１
０
年
に
お
け
る
輸
出
額
（
４
９
２
０
億

円
）
を
超
え
、
輸
出
額
の
統
計
を
取
り
始
め
た
１
９
５
５

年
以
降
最
高
額
の
５
５
０
５
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
（
図

１
参
照
）。

　

２
０
１
３
年
の
輸
出
額
の
内
訳
を
輸
出
先
国
・
地
域
別

で
見
る
と
、
香
港
、
台
湾
、
韓
国
、
中
国
を
は
じ
め
と
す

る
ア
ジ
ア
が
７
割
、
北
米
が
２
割
を
占
め
て
お
り
、
こ
の

２
地
域
で
全
体
の
９
割
を
占
め
て
い
ま
す
が
、
近
年
、
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
伸
長
が
顕
著
で
す
。
ま
た
、
輸
出
額
の

内
訳
を
品
目
別
に
見
る
と
、
水
産
物
（
水
産
調
整
品
を
除

く
）と
加
工
食
品
が
そ
れ
ぞ
れ
３
割
を
占
め
て
い
ま
す（
図

２
、３
参
照
）。

◆◆  

２
．
農
林
水
産
物
・
食
品
の
輸
出
促
進

◆
　
（
１
）
食
文
化
・
食
産
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開

　

我
が
国
で
は
、
少
子
高
齢
化
等
に
よ
り
国
内
マ
ー
ケ
ッ

ト
が
縮
小
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
一
方
で
、
世
界
に
目
を

向
け
る
と
、
あ
る
民
間
企
業
は
、
世
界
の
食
市
場
規
模

が
２
０
０
９
年
の
３
４
０
兆
円
か
ら
、
２
０
２
０
年
に

は
６
８
０
兆
円
へ
と
倍
増
、
特
に
中
国
・
イ
ン
ド
を
含

む
ア
ジ
ア
全
体
を
考
え
る
と
市
場
規
模
は
82
兆
円
か
ら

２
２
９
兆
円
へ
と
約
３
倍
に
拡
大
す
る
と
推
計
し
て
い
ま

す
（
注
：
市
場
規
模
に
日
本
は
含
ま
な
い
）（
図
４
参
照
）。

　

ま
た
、(

独)

日
本
貿
易
振
興
機
構
（
以
下
「
Ｊ
Ｅ
Ｔ

Ｒ
Ｏ
」
と
い
う
。）
の
調
査
で
は
、「
好
き
な
料
理
か
つ
外

食
で
食
べ
る
外
国
料
理
は
何
で
す
か
」
と
聞
い
た
と
こ

ろ
、
人
気
が
一
番
高
い
の
は
日
本
食
と
い
う
結
果
が
出
て

い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
日
本
食
の
人
気
が
、
輸

出
に
結
び
つ
い
て
い
な
い
と
い
う
の
が
現
状
で
す
（
図
５

参
照
）。

　

他
方
で
、
好
き
な
外
国
料
理
で
２
番
人
気
の
イ
タ
リ
ア

は
、
農
業
大
国
で
は
な
い
の
で
す
が
、
そ
の
輸
出
構
造
を

見
て
み
る
と
、
４
３
４
億
ド
ル
輸
出
し
て
い
ま
す
。
中
で
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農
林
水
産
物
・
食
品
の
輸
出
促
進
施
策
に
つ
い
て

農
林
水
産
省
食
料
産
業
局
輸
出
促
進
グ
ル
ー
プ

特 集

農
産
物
輸
出
で
地
域
経
済
を
活
性
化

林産物

農産物

水産物

図１　農林水産物・食品の輸出額の推移
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農産物輸出で地域経済を活性化特 集

図３　農林水産物・食品の輸出額の
　　　品目別内訳

野菜・果実等
197億円
（3.6％）

その他
827億円
（15.0％）

林産物
152億円
（2.8％）

水産物
（調整品除く）
1,594億円
（28.9％）

水産調整品
623億円
（11.3％） 加工食品

1,506億円
（27.4％）

農産物
3,136億円
（57.0％）

水産物
2,216億円
（40.3％）

畜産品
382億円
（6.9％）
穀物等
224億円
（4.1％）

（平成25年）
※カッコ内は輸出額
に占める割合

総額
5,505億円

図２　農林水産物・食品の輸出額の国・　
　　　地域別内訳

（平成25年）
※カッコ内は輸出額
に占める割合

総額
5,505億円

香港
1,250億円
（22.7％）

アジア
4,001億円
（72.7％）

台湾
735億円
（13.4％）

韓国
373億円
（6.8％）

中国
508億円
（9.2％）タイ

344億円
（6.2％）

ベトナム
293億円
（5.3％）

EU
283億円
（5.1％）

シンガポール
164億円
（3.0％）

米国
819億円
（14.9％）

北米
896億円
（16.3％）

ヨーロッパ
345億円
（6.3％）

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

図５　質問：『好きな料理かつ外食で食べる外国料理はどれですか』
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（n =） 7.7 7.7 7.7 7.7 7.7 7.7 7.7 7.7 7.7 7.7 7.7 7.7 7.7

日本

料理

中国

料理

韓国

料理

フランス

料理

イタリア

料理

スペイン

料理

アメリカ

料理

メキシコ

料理

タイ

料理

インド

料理

中東・

アラブ

料理

アフリカ

料理 その他

国

　名

・（ｎ＝）は回答個数。 
・本設問においては、実施国の料理 は選択肢から除外。 
・複数回答可としており、総回答数 に対する回答個数の割合を示した。 

出典 ： ジェトロ 「日本食品に対する海外消費者調査（中国、香港、台湾、
韓国、米国、フランス、イタリア）」

2009年

2020年

340兆円 680兆円

中国・インドを
含むアジア
（229兆円）

+340兆円
2倍

3倍

中国・インドを
含むアジア
（82兆円）

図４　世界の食の市場拡大への対応
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も
、
ワ
イ
ン
だ
け
で
61
億
ド
ル
、
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
等
で

16
億
ド
ル
輸
出
し
て
お
り
、
ま
さ
に
、
食
へ
の
支
持
を
背

景
に
、
イ
タ
リ
ア
の
食
と
い
っ
た
も
の
を
輸
出
し
て
い
る

と
い
え
ま
す
（
図
6
参
照
）。

　

食
文
化
の
普
及
を
背
景
に
、
拡
大
す
る
食
市
場
を
獲
得

し
て
い
く
ア
プ
ロ
ー
チ
が
、
ま
さ
に
人
気
で
は
イ
タ
リ
ア

の
食
を
圧
倒
し
て
い
る
日
本
食
で
達
成
可
能
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
こ
で
、
日
本
の
食
文
化
の
普
及
に
取
り
組
み
つ
つ
、

世
界
の
料
理
界
で
の
日
本
食
材
の
活
用
推
進
（M

ade 
FR

O
M

 Japan

）、
日
本
の
「
食
文
化
・
食
産
業
」
の
海

外
展
開
（M

ade BY
 Japan

）、
日
本
の
農
林
水
産
物
・

食
品
の
輸
出
（M

ade IN
 Japan

）
の
取
り
組
み
を
一
体

的
に
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ア
ジ
ア
を
は
じ
め
と
す
る

世
界
の
経
済
成
長
を
獲
得
す
る
と
の
施
策
の
方
針
を
立
て

ま
し
た
。
こ
れ
を
そ
れ
ぞ
れ
の
頭
文
字
を
と
っ
て
Ｆ
Ｂ
Ｉ

戦
略
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

以
下
で
は
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
と
課
題
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。

　

ま
ず
、
日
本
の
食
文
化
の
普
及
に
つ
い
て
で
す
。

　

今
般
、
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
無
形
文
化
遺
産
に
日
本
食
文

化
が
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
世
界
に
日
本
の

食
文
化
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
重
要
な
こ
と
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
２
０
１
５
年
の
ミ
ラ
ノ
国
際
博

覧
会
は
、「
食
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
農

林
水
産
省
も
日
本
の
幹
事
省
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
を
通
じ
、
日
本
の

「
食
」
が
お
い
し
い
だ
け
で
な
く
、
健
康
に
も
い
い
こ
と

を
科
学
的
に
証
明
す
る
等
の
取
り
組
み
も
大
切
で
す
。

　

次
に
、M

ade FR
O

M
 Japan 

、M
ade BY

 Japan

、

M
ade IN

 Japan

に
つ
い
て
で
す
。
日
本
の
食
産
業
が

積
極
的
に
海
外
展
開
を
図
る
こ
と
（M

ade BY
 Japan

）

に
よ
り
、
ま
さ
に
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
日
本
の
食
文
化
の
普

及
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
の
際
、
調
味
料
な
ど
に
つ
い

て
は
、
一
部
日
本
か
ら
の
輸
出
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、

本
物
志
向
と
し
て
日
本
産
食
材
の
輸
出
促
進
が
図
ら
れ
る

（M
ade IN

 Japan

）
と
い
う
も
の
で
す
。

　

ま
た
、既
に
、日
本
の
外
食
で
は
、イ
タ
リ
ア
ン
で
あ
っ

て
も
味
付
け
に
日
本
酒
や
み
そ
・
し
ょ
う
ゆ
が
使
わ
れ
て

お
り
、
ま
た
香
港
の
高
級
中
華
の
食
材
に
は
、
日
本
産

の
ホ
タ
テ
や
ナ
マ
コ
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。M

ade BY
 

Japan

やM
ade IN

 Japan

を
通
じ
て
、
日
本
食
に
限

ら
ず
、
世
界
の
食
を
相
手
に
、
日
本
食
材
を
売
り
込
ん
で

い
く
こ
と
（M

ade FR
O

M
 Japan

）
と
し
て
い
ま
す
。

　
（
２
）
国
別
・
品
目
別
輸
出
戦
略

　

２
０
１
３
年
１
月
、
安
倍
総
理
か
ら
林
農
林
水
産
大
臣

に
対
し
、
農
産
品
の
輸
出
拡
大
策
を
強
化
す
る
よ
う
に
と

の
指
示
が
あ
り
、
こ
れ
を
受
け
、
農
林
水
産
省
で
は
同
年

1
月
29
日
に
設
置
さ
れ
た
、
林
農
林
水
産
大
臣
を
本
部
長

と
す
る
「
攻
め
の
農
林
水
産
業
推
進
本
部
」
に
お
い
て
、

輸
出
拡
大
等
の
検
討
を
行
う
と
と
も
に
、
全
国
９
つ
の
ブ

ロ
ッ
ク
で
開
催
し
た
意
見
交
換
会
で
吸
い
上
げ
た
現
場
の

意
見
等
を
反
映
さ
せ
、「
農
林
水
産
物
・
食
品
の
国
別
・

品
目
別
輸
出
戦
略
」（
以
下
「
輸
出
戦
略
」
と
い
う
。）
を

２
０
１
３
年
8
月
29
日
に
公
表
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
輸
出
促
進
に
向
け
て
、
戦
略
が
策
定
さ

れ
て
き
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
輸
出
額
を
１
兆
円
に
す
る

と
の
目
標
は
あ
っ
て
も
、
何
を
ど
こ
に
ど
う
や
っ
て
売
る

と
い
う
具
体
的
な
戦
略
に
は
欠
け
て
い
ま
し
た
。

　

今
般
の
輸
出
戦
略
に
お
い
て
は
、
農
林
水
産
物
・
食
品

の
う
ち
、
①
水
産
物
、
②
加
工
食
品
、
③
コ
メ
・
コ
メ
加

工
品
、
④
林
産
物
、
⑤
花
き
、
⑥
青
果
物
、
⑦
牛
肉
、
⑧

茶
の
８
品
目
を
重
点
品
目
と
し
て
、
現
状
の
把
握
、
分
析
、

輸
出
額
目
標
の
設
定
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
輸

総額
434 億ドル

（3 兆 4,679 億円）

林産物
21 億ドル

農産物
81 億ドル

その他食品
140 億ドル

水産物
5 億ドル ワイン

61 億ドル

パスタ
27 億ドル

チーズ
27 億ドル

ハム
9 億ドル

チョコレート等
15 億ドル

ピザ、ワッフル等
18 億ドル

オリーブオイル等
16 億ドル

コーヒー
13 億ドル

図６　イタリア・日本の農林水産物・食品
         輸出額の内訳

　[イタリア　2011年 ]

資料：International Trade Centre
 1 ドル = 79.97 円で計算
HS コード 1～24、44 を集計

花き
0.9 億ドル

林産物
1 億ドル

みそ、醬油等
3 億ドル

その他農産物
2 億ドル

　[日本　2011年 ]

資料：International Trade Centre
HS コード 1～24、44 を集計

水産物
12 億ドル

菓子
2 億ドル

日本酒
1 億ドル

めん類
0.8 億ドル

茶
0.6 億ドル

牛肉
0.4 億ドル

その他食品
28 億ドル

総額
51億ドル
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出
環
境
の
整
備
や
商
流
の
確
立
、
拡
大
に
向
け
た
具
体
的

な
戦
略
、
重
点
国
・
地
域
を
定
め
、
輸
出
額
を
２
０
２
０

年
ま
で
に
1
兆
円
水
準
に
す
る
と
い
う
目
標
の
達
成
に
向

け
た
具
体
策
を
盛
り
込
み
ま
し
た
（
図
７
参
照
）。
輸
出

戦
略
策
定
後
、
昨
年
（
２
０
１
３
年
）
の
10
月
か
ら
11
月

に
は
、
全
国
９
ブ
ロ
ッ
ク
で
説
明
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
こ
の
よ
う
な
活
動
を
含
め
て
、
輸
出
戦
略
の
国

内
で
の
普
及
を
図
る
と
と
も
に
、
戦
略
に
沿
っ
た
取
り
組

み
を
支
援
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

◆◆  

３
．
支
援
策

◆
　

こ
れ
ま
で
農
林
水
産
省
で
は
、
農
林
漁
業
者
な
ど
に
輸

出
の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
輸
出
先
国

や
輸
出
品
目
を
問
わ
ず
国
内
外
で
の
商
談
会
の
実
施
や
、

国
際
見
本
市
へ
の
出
展
な
ど
の
事
業
者
の
取
り
組
み
に
対

す
る
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
輸
出
額
は

３
０
０
０
億
か
ら
５
０
０
０
億
円
に
増
加
し
、
輸
出
に
取

り
組
む
事
業
者
の
裾
野
が
広
が
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
同
時
に
、
①
担
い
手
は
、
国
内
販
売
同
様
に
産
地
が

主
体
と
な
り
、
②
輸
出
先
は
、
将
来
性
で
は
な
く
、
香
港

な
ど
輸
出
し
や
す
い
地
域
に
集
中
し
、
③
輸
出
時
期
も
周

年
で
は
な
く
、
春
節
前
な
ど
に
集
中
す
る
と
い
う
輸
出
構

造
を
生
み
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
限
ら
れ
た
バ
イ
ヤ
ー
に

多
数
の
国
内
産
地
の
品
が
集
中
す
る
こ
と
に
よ
り
、
海
外

市
場
で
日
本
の
産
地
間
の
過
当
競
争
が
生
じ
、
買
い
た
た

き
が
発
生
す
る
な
ど
、
輸
出
額
も
頭
打
ち
の
状
態
に
な
り

ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
事
態
を
改
善
す
る
た
め
、
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ

ン
の
輸
出
促
進
の
司
令
塔
と
し
て
「
輸
出
戦
略
実
行
委
員

会
」
を
設
置
し
、
国
の
役
割
は
、
輸
出
に
あ
た
っ
て
の

様
々
な
障
壁
を
除
去
す
る
な
ど
、
政
府
間
交
渉
等
を
通
じ

た
輸
出
環
境
の
整
備
を
行
う
こ
と
に
集
中
し
て
い
く
こ
と

と
し
、
商
談
会
や
国
際
見
本
市
へ
の
参
加
な
ど
、
川
上
か

ら
川
下
に
至
る
総
合
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

は
、補
助
事
業
（「
輸
出
総
合
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」）

を
通
し
て
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
に
実
施
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
事
業
者
の
団
体
等
が
実
施
す
る
輸
出
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
は
、「
輸
出
に
取
り
組
む
事
業
者
向
け
対
策

事
業
」
に
お
い
て
、
ジ
ャ
パ
ン
・
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
に
向

け
た
取
り
組
み
へ
の
支
援
や
産
地
が
連
携
し
た
輸
出
振
興

体
制
の
構
築
を
図
る
取
り
組
み
へ
の
支
援
な
ど
を
実
施
す

る
一
方
、
こ
れ
ま
で
の
産
地
ご
と
の
取
り
組
み
へ
の
支
援

に
つ
い
て
は
、
輸
出
戦
略
の
内
容
に
沿
っ
た
取
り
組
み
を

重
点
的
に
支
援
対
象
と
し
て
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
て
い
く
こ

と
に
よ
り
、
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
で
の
農
林
水
産
物
・
食
品

の
輸
出
拡
大
策
を
積
極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
農
林
水
産
省
や
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
以
外
に
も
様
々

な
関
係
機
関
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
活
か
し
た
海
外

展
開
支
援
策
が
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
企
業

が
海
外
展
開
を
図
る
際
に
、
必
要
不
可
欠
な
フ
ィ
ー
ジ
ビ

リ
テ
ィ
ー
・
ス
タ
デ
ィ
ー
に
つ
い
て
は
、(

独)

中
小
企

業
基
盤
整
備
機
構
が
調
査
事
業
を
提
供
し
て
い
る
他
、
開

発
途
上
国
向
け
で
あ
れ
ば
、（
独
）
国
際
協
力
機
構
（
以

下
「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
」
と
い
う
。）
を
活
用
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。
ま
た
、
人
材
育
成
が
海
外
展
開
に
あ
た
っ
て
の
課

題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
活
用
し
た
ツ
ー
ル
も
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
に
つ
い
て
も
、
２
０
１
３
年

2
月
に
新
設
さ
れ
た
農
林
水
産
省
の
Ａ—

Ｆ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
（
㈱

農
林
漁
業
成
長
産
業
化
支
援
機
構
）
に
加
え
て
、
新
た
に

経
済
産
業
省
の
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
フ
ァ
ン
ド
（
㈱
海
外
需

要
開
拓
支
援
機
構
）
も
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
規
模
の
大
き

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
は
、
㈱
産
業
革
新
機
構
を
活

用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
し
、
開
発
途
上
国
で
あ
れ
ば
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
と
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

今
後
は
、
単
な
る
輸
出
促
進
で
は
な
く
、
食
文
化
・
食

産
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
と
広
く
捉
え
る
と
同
時
に
、
支

援
策
も
、
幅
広
く
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
で
活
用
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

図
７



　

 

ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
を
策
定

　

仙
台
市
は
１
６
０
０
年
に
伊
達
政
宗
公

が
居
城
を
定
め
て
以
来
、
雄
藩
の
城
下
町

と
し
て
栄
え
、
明
治
22
年
の
市
制
施
行
後

１
０
０
年
の
節
目
で
あ
る
平
成
元
年
に
東

北
で
初
め
て
の
政
令
指
定
都
市
と
な
り
ま

し
た
。「
杜
の
都
」
と
呼
ば
れ
る
豊
か
な

自
然
環
境
、「
学
都
」
と
し
て
の
高
度
な

研
究
開
発
機
能
を
有
し
、
東
北
の
政
治
・

経
済
・
学
術
・
文
化
の
中
枢
都
市
と
し
て

発
展
し
て
き
ま
し
た
。

　

さ
て
、
仙
台
市
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通

し
て
「
私
も
、
あ
な
た
も
、
ま
ち
も
、
み

ん
な
が
、
元
気
に
な
る
」
こ
と
を
目
指

し
、
豊
か
な
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
平
成
14
年
に
「
仙
台
市

ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
本
計
画
（
せ
ん
だ
い
ス

ポ
ー
ツ
元
気
プ
ラ
ン
）」
を
策
定
し
、「
す

る
」、「
み
る
」、「
さ
さ
え
る
」
の
三
つ
の

柱
に
よ
り
様
々
な
施
策
を
展
開
し
て
き
ま

し
た
。

　

平
成
24
年
に
は
、
社
会
情
勢
や
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
を
取
り
巻
く

環
境
の
変
化
に
対
応
し
た
さ
ら
な
る
取
り

組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら

新
た
に
本
市
が
目
指
す
ス
ポ
ー
ツ
施
策
の

方
向
性
を
示
す
「
仙
台
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進

計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
で

は
、
前
計
画
に
お
け
る
「
す
る
」、「
み

る
」、「
さ
さ
え
る
」
を
継
承
す
る
と
と
も

に
、
こ
れ
ら
を
さ
ら
に
推
進
す
る
こ
と
に

よ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
が
人
か
ら
人
へ
世

代
を
超
え
て
広
が
り
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

た
様
々
な
交
流
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
こ

と
を
目
指
し
て
、
新
た
に
「
ひ
ろ
が
る
」

を
加
え
た
四
つ
の
柱
を
本
市
の
ス
ポ
ー
ツ

推
進
の
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

 

三
つ
の
プ
ロ
チ
ー
ム
が
本
拠

　

 

市
民
生
活
に
根
付
く
ス
ポ
ー
ツ

　

現
在
、
本
市
に
は
Ｊ
リ
ー
グ
の
ベ
ガ
ル

タ
仙
台
、
プ
ロ
野
球
の
東
北
楽
天
ゴ
ー
ル

デ
ン
イ
ー
グ
ル
ス
、bj
リ
ー
グ
の
仙
台
89

Ｅ
Ｒ
Ｓ
の
三
つ
の
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム

が
本
拠
地
を
置
い
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

球
団
に
官
民
一
体
と
な
っ
た
支
援
組
織

が
存
在
す
る
数
少
な
い
街
の
ひ
と
つ
で

す
。
多
く
の
市
民
が
熱
い
声
援
を
送
る
こ

と
で
、
一
体
感
や
郷
土
を
愛
す
る
心
が
育

ま
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
文
化
の
醸
成
の
一
翼
を

担
っ
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
地
域
経
済
へ

の
波
及
効
果
、
シ
テ
ィ
ー
セ
ー
ル
ス
や
情

報
の
発
信
な
ど
都
市
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上

も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
仙
台

に
住
む
わ
た
し
た
ち
に
と
っ
て
、
一
年
を

通
し
て
身
近
に
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
が
あ
る
生

活
が
、
今
や
当
た
り
前
に
な
り
、
ス
ポ
ー

ツ
で
街
が
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
以
外
に
も
、
国
際
ス

ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催
や
多
く
の
市
民
や
各

種
団
体
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
活
動
が
地
域
を

中
心
に
活
発
に
行
わ
れ
て
お
り
、
ス
ポ
ー

ツ
が
市
民
生
活
の
中
に
根
付
い
て
き
て
い

ま
す
。

　

  

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
ジ
ュ
ニ
ア
大
会
、

　

 

秋
を
飾
る
イ
ベ
ン
ト
に

　

そ
の
よ
う
な
中
、
市
・
県
の
両
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
協
会
を
は
じ
め
関
係
の
皆
さ
ま

の
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
普
及
と
地
域
活
性

化
を
図
り
た
い
と
い
う
熱
い
思
い
と
長
年

の
努
力
が
実
を
結
び
、
平
成
18
年
度
か
ら

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の
「
ス
ポ
ー
ツ
拠

点
づ
く
り
推
進
事
業
」
に
つ
い
て
10
年
間

の
承
認
を
受
け
、
日
本
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

ジ
ュ
ニ
ア
グ
ラ
ン
プ
リ
を
毎
年
、
仙
台
の

地
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
や
、
こ
の
大

会
は
仙
台
の
秋
を
飾
る
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
、す
っ
か
り
定
着
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
平
成
23
年
は
、
３
月
11
日
に

発
生
し
た
未
曾
有
の
東
日
本
大
震
災
に
よ

り
、
市
民
生
活
に
甚
大
な
被
害
が
も
た
ら

さ
れ
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
施
設
も
被
害
を

受
け
る
と
と
も
に
、
避
難
所
と
し
て
の
利

用
が
続
い
て
い
た
た
め
大
会
の
開
催
が
危

ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
震
災
直
後
か
ら
多
く

の
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
や
ス
ポ
ー
ツ
団
体

が
避
難
所
や
被
災
地
を
訪
問
さ
れ
、
地
域

の
人
々
と
触
れ
合
い
、
市
民
に
笑
顔
を
取

り
戻
し
て
く
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、「
ス

ポ
ー
ツ
の
力
」
を
あ
ら
た
め
て
認
識
し
、
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仙
台
市

ス
ポ
ー
ツ
拠
点
づ
く
り
推
進
事
業

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
ジ
ュ
ニ
ア
グ
ラ
ン
プ
リ
を
開
催

〜
「
人
と
ま
ち
の
元
気
」
育
む
〜

早
坂
　
正
宏

仙
台
市
市
民
局
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
企
画
係
主
任

　
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
拠
点
づ
く
り
推
進
事
業
と
し
て
、
市
区

町
村
と
ス
ポ
ー
ツ
団
体
が
連
携
・
協
力
し
て
全
国
各
地
に
青
少
年
が
あ
こ
が
れ
、
目

標
と
す
る
ス
ポ
ー
ツ
ご
と
の
拠
点
を
つ
く
る
こ
と
で
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
地
域
の
再

生
を
推
進
す
る
取
り
組
み
を
支
援
し
て
い
る
。

　
今
回
は
仙
台
市
で
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
。（
地
域
づ
く
り
情
報
課
）



大
会
開
催
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。
参
加
い

た
だ
い
た
全
国
の
選
手
団
の
皆
さ
ま
か
ら

温
か
い
励
ま
し
を
受
け
、
こ
れ
ま
で
に
な

く
素
晴
ら
し
い
大
会
と
な
っ
た
こ
と
に
主

催
者
一
同
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

 

昨
年
は
男
女
38
チ
ー
ム
が
参
加
、

　

 

地
元
商
店
街
も
大
会
開
催
に
一
役

　

平
成
25
年
の
第
12
回
大
会
の
概
要
で
す

が
、
11
月
22
日
（
金
）
か
ら
24
日
（
日
）

ま
で
の
３
日
間
、
36
都
道
府
県
か
ら
男
子

38
チ
ー
ム
、
女
子
38
チ
ー
ム
の
計
６
１
６

名
（
小
学
生
１
１
９
名
・
中
学
生
２
４
８

名
・
高
校
生
２
４
９
名
）
が
参
加
し
ま
し

た
。
ジ
ュ
ニ
ア
の
一
貫
し
た
指
導
体
制
の

確
立
を
目
指
し
、
競
技
力
向
上
を
図
る
こ

と
や
選
手
が
よ
り
多
く
の
競
技
経
験
を
重

ね
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
に
対
す
る
技
術

や
戦
術
を
学
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
な
ど
を

目
標
と
し
て
開
催
し
て
い
る
、
都
道
府
県

対
抗
の
団
体
戦
の
大
会
で
す
。

　

開
会
式
で
は
、
仙
台
お
も
て
な
し
集
団

の
「
伊
達
武
将
隊
」
の
演
舞
披
露
に
よ
る

観
光
Ｐ
Ｒ
や
地
元
中
学
生
１
２
０
名
に
よ

る
「
復
興
ソ
ン
グ
」
の
合
唱
に
よ
り
、
仙

台
の
復
興
に
か
け
る
思
い
と
全
国
の
皆
さ

ま
に
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
た
歌
声
を
届

け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
元
商
店
街
の
協
力
を
い
た
だ

き
、
会
場
内
に
は
仙
台
名
産
品
の
牛
た
ん

や
笹
か
ま
ぼ
こ
の
販
売
コ
ー
ナ
ー
を
設
け

る
と
と
も
に
、
七
夕
飾
り
を
掲
げ
て
来
場

者
を
お
迎
え
す
る
な
ど
、「
仙
台
七
夕
ま

つ
り
」
の
華
や
か
さ
を
感
じ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

 

競
技
レ
ベ
ル
の
向
上
、

　

 

青
少
年
の
健
全
育
成
を

　

こ
の
大
会
は
、
地
元
の
子
供
た
ち
が
早

く
か
ら
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
身
近
に
感
じ
る

こ
と
が
で
き
る
た
め
、
競
技
人
口
の
底
辺

拡
大
に
大
き
く
貢
献
す
る
と
と
も
に
、「
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
の
ま
ち
仙
台
」
を
広
く
全
国

に
発
信
し
、競
技
レ
ベ
ル
の
向
上（「
す
る
」

ス
ポ
ー
ツ
）
を
通
じ
て
、
将
来
の
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
競
技
を
担
う
選
手
が
数
多
く
輩
出

さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
な
ど
の
地

元
団
体
が
大
会
運
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積

し
、
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
支
援
す
る
力

（「
さ
さ
え
る
」
ス
ポ
ー
ツ
）
を
養
い
、
さ

ら
に
魅
力
あ
る
大
会
へ
の
グ
レ
ー
ド
ア
ッ

プ
を
図
る
と
と
も
に
、
世
界
規
模
の
大
会

を
誘
致
・
開
催
（「
み
る
」
ス
ポ
ー
ツ
）

す
る
こ
と
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
小
・
中
・
高
の

子
ど
も
た
ち
が
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
大
会
運
営
を
体
験
す
る

こ
と
に
よ
り
、
社
会
性
や
連
帯

性
を
身
に
つ
け
、
こ
れ
が
青
少

年
の
健
全
育
成
（「
ひ
ろ
が
る
」

ス
ポ
ー
ツ
）
に
も
つ
な
が
る
も

の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
参
加
し
た
選
手
の

皆
さ
ん
や
全
国
か
ら
お
越
し

の
観
客
の
皆
さ
ま
に
夢
と
希

望
が
与
え
ら
れ
る
大
会
と
な

る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
是
非
と
も
仙
台
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
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開会式で宣誓する宮城県代表

大
会
の
様
子

名
産
品
販
売
コ
ー
ナ
ー
。
七
夕
飾
り
で
来
場
者
を

出
迎
え
た
（
仙
台
市
体
育
館
）



地域づくり 2014・５月号 38

● 

日
本
一
寒
い
町
・
陸
別
町

　

北
海
道
の
内
陸
部
に
位
置
す
る
陸
別
町

は
人
口
２
６
０
０
名
、
１
月
の
平
均
最
低

気
温
が
マ
イ
ナ
ス
20
度
を
下
回
る
日
本
一

寒
い
町
と
し
て
知
ら
れ
、
日
本
最
大
級
の

「
銀
河
の
森
天
文
台
」
を
有
す
る
星
空
の

町
で
も
あ
り
ま
す
。私
は
平
成
24
年
10
月
、

そ
ん
な
陸
別
町
に
赴
任
し
、
地
域
資
源
を

活
か
し
た
特
産
品
の
開
発
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

● 

地
場
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化

　
 

「
り
く
べ
つ
鹿
ジ
ャ
ー
キ
ー
」

　

小
高
い
山
に
囲
ま
れ
た
陸
別
町
は
、
シ

カ
の
生
息
数
も
多
く
、
捕
獲
さ
れ
た
鹿
肉

の
有
効
活
用
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
り
く
べ
つ
鹿
ジ
ャ
ー
キ
ー
」
は
、
タ
ー

ゲ
ッ
ト
を
観
光
客
と
町
民
の
方
の
お
土
産

用
に
絞
り
、
競
合
製
品
と
の
差
別
化
を

テ
ー
マ
に
開
発
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

差
別
化
の
一
つ
目
は
原
料
で
す
。
陸
別

産
の
鹿
肉
と
標
津
の
鮭
節
、十
勝
ワ
イ
ン
、

日
高
昆
布
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
焼
塩
な
ど
北

海
道
産
の
原
料
に
こ
だ
わ
り
、
ス
パ
イ
ス

は
有
機
ス
パ
イ
ス
を
使
っ
て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
。

パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
町
内
の
主
婦
の

方
を
主
体
と
し
た
「
陸
別
ブ
ラ
ン
ド
会

議
」
を
立
ち
上
げ
、
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。「
お
土
産
用
な
ら
高
級
感
の
あ
る

パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
」、「
展
示
し
た
時
の
イ
ン

パ
ク
ト
や
選
ぶ
楽
し
さ
を
」
と
い
っ
た
意

見
を
基
に
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
４
色
展
開
、

和
菓
子
の
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
を
採
用
し
ま

し
た
。

　

三
つ
目
は
味
と
食
感
で
す
。
味
は
ス

パ
イ
シ
ー
と
マ
イ
ル
ド
の
２
種
類
を
用

意
。
鹿
肉
の
臭
み
を
抑
え
た
柔
ら
か
い
食

感
に
し
ま
し
た
。
こ
う
し
て
開
発
さ
れ

た
ジ
ャ
ー
キ
ー
は
、
発
売
後
10
カ
月
で

６
０
０
０
個
を
販
売
す
る
人
気
商
品
と
な

り
ま
し
た
。

　
● 

地
元
も
、
海
外
も
元
気
に

　

 

「
り
く
べ
つ
ま
ち
チ
ョ
コ
」

　

り
く
べ
つ
ま
ち
チ
ョ
コ
は
、
陸
別
の
写

真
を
公
募
し
て
、
陸
別
の
子
ど
も
た
ち
の

投
票
な
ど
に
よ
っ
て
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の

パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
使
う
写
真
を
選
ぶ
と
い
う

企
画
で
す
。
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
は
フ
ェ
ア
ト

レ
ー
ド
（
注
）
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
使
っ

て
お
り
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
陸
別
の
観
光
資

源
を
Ｐ
Ｒ
し
つ
つ
、
途
上
国
の
生
産
者
の

支
援
に
つ
な
げ
る
「
地
元
も
、
海
外
も
元

気
に
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
企
画
を
考

え
ま
し
た
。
実
施
に
あ
た
り
町
内
の
女
性

を
中
心
と
し
た
「
ま
ち
チ
ョ
コ
会
議
」
を

立
ち
上
げ
、
写
真
の
募
集
や
選
考
方
法
に

関
し
て
ア
イ
デ
ア
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

企
画
の
流
れ
は
、
①
写
真
の
募
集
、
②

写
真
選
考
、
③
採
用
写
真
の
発
表
、
④
製

品
化
―
と
な
っ
て
お
り
、
写
真
の
募
集
は

ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
や
町
内
回
覧
、
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
な
ど
で
行
い
ま
し
た
。
全
国
か
ら

１
６
０
作
品
の
応
募
が
あ
り
、
集
ま
っ

た
写
真
は
町
内
の
文
化
祭
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
ス
ペ
ー
ス
で
随
時
展
示
し
て
い
き

ま
し
た
。展
示
さ
れ
て
い
る
写
真
を
見
て
、

応
募
さ
れ
る
方
や
自
分
や
友
達
が
写
っ
て

い
る
写
真
を
探
す
方
も
い
て
、
企
画
を
盛

り
上
げ
る
効
果
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

写
真
選
考
は
陸
別
の
小
学
生
、中
学
生
、

保
育
所
の
子
供
に
人
気
投
票
を
行
っ
て
も

ら
い
、
投
票
結
果
を
参
考
に
し
て
パ
ッ

ケ
ー
ジ
に
使
う
写
真
を
選
び
ま
し
た
。
採

用
写
真
の
発
表
は
写
真
の
募
集
と
同
様
、

ポ
ス
タ
ー
掲
示
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
町
内

回
覧
な
ど
で
行
い
、
最
終
的
に
８
種
類
の

味
と
16
種
類
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
を
製
品
化
し
ま
し
た
。

　

発
売
後
３
カ
月
で
５
０
０
０
個
以
上
の

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
販
売
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
が
、
ま
ち
チ
ョ
コ
会
議
の
方
、
写

真
に
応
募
し
た
人
、
投
票
し
て
く
れ
た
子

供
た
ち
な
ど
、
多
く
の
方
に
関
わ
っ
て
い

た
だ
い
た
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。

（
注
）
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
（
公
平
貿
易
）

　
発
展
途
上
国
で
作
ら
れ
た
作
物
や
製
品

を
適
正
な
価
格
で
継
続
的
に
取
引
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
生
産
者
の
持
続
的
な
生
活

向
上
を
支
え
る
仕
組
み
。

陸別産の鹿肉を利用した
「りくべつ鹿ジャーキー」

チョコレートのパッケージに使う写真
を選ぶ子供たち

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」の
活
動
事
例（
14
）
北
海
道
陸
別
町

秋
庭
　
智
也

陸
別
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
、

地
域
ブ
ラ
ン
ド
開
発
推
進
員

〜「
鹿
ジ
ャ
ー
キ
ー
」に「
ま
ち
チ
ョ
コ
」〜

地
域
資
源
活
か
し
、
特
産
品
を
開
発
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● 

高
齢
化
率
70
％
超
の
離
島

　

山
口
県
周
南
市
の
大
津
島
は
、
徳
山
港

か
ら
10
㌔
の
と
こ
ろ
に
位
置
し
、面
積
４
・

73
平
方
㌔
、
周
囲
20
・
９
㌔
の
離
島
で
あ

る
。
人
口
は
３
４
２
人(

平
成
26
年
４
月

１
日
現
在)

、
高
齢
化
率
は
73
・
1
％
。

主
な
産
業
は
漁
業(

素
潜
り
、
ふ
ぐ
は
え

縄
、
蛸
壺
、
底
引
き
、
た
て
網
な
ど)

と

農
業
だ
が
、
共
に
高
齢
化
の
影
響
で
次
第

に
そ
の
担
い
手
が
減
っ
て
い
る
。

　

平
成
22
年
12
月
。
私
は
島
お
こ
し
隊
員

と
し
て
大
津
島
に
着
任
し
た
。
着
任
し
て

か
ら
の
４
カ
月
間
は
、
全
て
の
地
域
行
事

に
参
加
し
、
地
域
住
民
の
名
前
と
顔
を
ひ

た
す
ら
覚
え
る
こ
と
に
徹
し
た
。
地
域
と

密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
交
わ
す
こ

と
で
、
多
く
の
住
民
が
隊
員
の
活
動
に
興

味
を
も
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

 　

 

将
来
ビ
ジ
ョ
ン

● 

「
夢
プ
ラ
ン
」
を
実
践

　

平
成
23
年
度
か
ら
は
、
地
域
の
将
来
ビ

ジ
ョ
ン「
夢
プ
ラ
ン
」の
作
成
支
援
を
行
っ

た
。
地
域
の
現
状
や
課
題
に
つ
い
て
聞
き

取
り
調
査
や
話
し
合
い
な
ど
を
行
い
、「
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
を
つ
く
る
」
な
ど

主
に
地
域
住
民
の
生
活
に
関
わ
る
事
。「
地

域
の
良
さ
を
生
か
し
て
元
気
な
地
域
を
つ

く
る
」
な
ど
主
に
大
津
島
の
魅
力
を
発
信

す
る
事
。こ
の
二
つ
を
活
動
の
柱
に
し
た
、

夢
プ
ラ
ン
が
完
成
し
た
。　

　

平
成
24
～
25
年
度
は
、
夢
プ
ラ
ン
の
実

践
活
動
の
支
援
を
重
点
的
に
実
施
し
た
。

「
島
内
交
通
の
充
実
」「
ふ
る
さ
と
便
り
の

発
行
～
大
津
島
出
身
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
」「
史
跡
整
備
事
業
」「
体
験
交
流
の

受
け
入
れ
」「
移
住
定
住
の
促
進
」「
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
紙
﹃
潮
流
﹄
住
民
編
集
委

員
会
設
立
」「
耕
作
放
棄
地
対
策
」
な
ど

活
動
は
多
岐
に
わ
た
っ
た
。　

　

活
動
を
始
め
た
当
初
は
「
あ
ん
た
ら
に

何
が
で
き
る
？
」「
何
を
し
て
も
駄
目
。

こ
の
ま
ま
島
は
沈
没
し
て
い
く
」
と
い
っ

た
意
見
を
よ
く
言
わ
れ
た
。
し
か
し
、
一

緒
に
汗
を
流
し
、
活
動
を
続
け
て
い
く
こ

と
で
少
し
ず
つ
地
域
に
変
化
が
生
ま
れ
、

現
在
で
は
「
自
分
達
が
中
心
に
な
っ
て
や

ら
に
ゃ
い
け
ん
」「
何
か
協
力
で
き
る
事

が
あ
っ
た
ら
言
い
さ
ん
ね
」
と
声
を
か
け

て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
り
、
実
際
に
住
民

が
代
表
と
な
り
活
動
を
牽
引
し
て
い
く
事

例
も
で
て
き
た
。

　
● 

大
切
な
地
域
住
民
と
の
協
働

　

活
動
を
続
け
て
い
く
中
で
、
私
が
最
も

重
要
だ
と
思
っ
た
事
。
そ
れ
は
「
地
域
密

着
型
の
協
力
隊
員
の
必
要
性
」
と
「
地
域

の
体
力
の
限
界
値
の
見
極
め
」
で
あ
る
。

高
齢
化
率
が
高
い
地
域
で
は
、
住
民
が
主

体
的
に
動
く
こ
と
は
難
し
く
、
地
域
の
実

情
を
理
解
し
た
人
間
の
サ
ポ
ー
ト
が
必
要

不
可
欠
だ
と
思
う
。
地
域
住
民
と
協
働
す

る
こ
と
で
、
地
域
に
「
安
心
感
」
や
「
ま

だ
や
れ
る
！
」
と
い
う
自
信
を
与
え
る
こ

と
に
繋
が
る
。
そ
れ
ら
が
動
く
原
動
力
と

な
っ
て
く
る
。

　

大
津
島
に
お
い

て
、
地
域
の
体
力
は

無
限
に
あ
る
も
の

で
は
な
い
。
地
域
の

中
で
活
動
で
き
る

人
は
、
時
間
の
経
過

と
と
も
に
減
少
し
、

限
ら
れ
た
人
間
で

活
動
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
故
に

一
人
に
か
か
る
責

任
と
負
担
は
、
増
え

続
け
て
し
ま
っ
て

い
る
。
地
域
の
体
力

の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
な
が
ら
、
活
動
を

し
て
い
く
こ
と
は
非
常
に
重
要
な
事
の
一

つ
だ
っ
た
。

　
● 

「
島
お
こ
し
」、
本
格
始
動

　

平
成
26
年
３
月
を
も
っ
て
私
の
地
域
お

こ
し
協
力
隊
員
の
活
動
の
任
期
は
終
了
し

た
。
４
月
か
ら
は
、
大
津
島
に
あ
る
公
民

館
の
主
事
と
し
て
島
に
残
り
、
活
動
を
継

続
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
は
、支
援
者(

協

力
隊
員)

で
は
な
く
、
実
践
者(

地
域
住

民)

と
な
る
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
地
域
の
若
者
と
し
て
、

島
の
た
め
に
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思

う
。
平
成
26
年
度
は
、
移
住
者
の
受
け
入

れ
の
本
格
化
、
ア
イ
ラ
ン
ダ
ー
（
離
島
振

興
の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
）
へ
の
初
参
加
、

体
験
交
流
事
業
の
実
施
な
ど
、
心
躍
る
事

業
が
目
白
押
し
だ
。
隊
員
と
い
う
３
年
間

の
準
備
期
間
を
終
え
、大
津
島
と
私
の＂
島

お
こ
し
＂は
、今
後
、本
格
的
に
始
動
す
る
。

39

耕
作
放
棄
地
を
再
生
し
、
小
麦
を
収

穫
。
平
成
25
年
度
か
ら
は
住
民
が
中

心
と
な
り
、「
本
浦
垣
の
内
農
園
」
を

立
ち
上
げ
、
活
動
を
続
け
て
い
る

徳
山
大
学
学
生
と
の
交
流
事
業
で
島

内
の
戦
跡
に
通
じ
る
道
路
を
整
備
し

た
。
写
真
は
学
生
と
地
域
の
住
民

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」の
活
動
事
例（
15
）
山
口
県
周
南
市

大
友
　
翔
太

周
南
市
大
津
島
島
お
こ
し
隊
員

〜
住
民
と
協
力
し
、
多
彩
な
活
動
を
展
開
〜

島
お
こ
し
に
向
け
、「
夢
プ
ラ
ン
」
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自
然
と
人
が
ふ
れ
あ
う
ま
ち

　

須す
さ
き崎
市
は
高
知
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置

し
、
南
に
壮
大
な
太
平
洋
、
背
後
に
は
四

国
山
脈
を
擁
す
る
リ
ア
ス
式
海
岸
が
生
ん

だ
天
然
の
良
港
を
中
心
と
し
て
栄
え
て
き

ま
し
た
。
ま
ち
を
流
れ
る
新し

ん
じ
ょ
う
が
わ

荘
川
は
、
日

本
で
最
後
に
ニ
ホ
ン
カ
ワ
ウ
ソ
が
確
認
さ

れ
た
場
所
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

人
口
は
２
万
３
６
８
６
人
（
平
成
26
年

1
月
現
在
）
で
、
都
会
ら
し
さ
は
ほ
と
ん

ど
あ
り
ま
せ
ん
が
、
自
然
に
囲
ま
れ
た
土

地
で
、
海
山
川
の
恵
み
に
育
ま
れ
た
豊
か

な
食
材
が
あ
り
、
人
は
雄
大
で
お
お
ら
か

な
気
質
を
持
っ
て
い
ま
す
。
自
然
と
人
が

優
し
く
ふ
れ
あ
う
ま
ち
、そ
れ
が
「
須
崎
」

で
す
。

　

人
口
減
受
け
、

　

移
住
定
住
支
援
セ
ン
タ
ー
設
立

　

本
市
で
も
人
口
減
少
は
大
き
な
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
29
年
の

３
万
４
７
３
１
人
を
ピ
ー
ク
に
、
年
々
人

口
は
減
少
し
続
け
、
少
子
高
齢
化
に
よ
っ

て
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
衰
退
し
て

き
て
い
ま
す
。
後
継
者
不
足
に
よ
っ
て
伝

統
文
化
が
廃
れ
、
商
店
街
は
シ
ャ
ッ
タ
ー

街
と
化
し
、
郊
外
の
農
地
で
は
耕
作
放
棄

地
が
目
立
ち
ま
す
。
こ
れ
ら
の
問
題
を
一

気
に
解
決
す
る
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、

人
を
呼
び
込
み
、
人
口
減
少
を
少
し
で
も

緩
や
か
に
で
き
れ
ば
問
題
は
解
決
し
て
い

く
の
で
は
な
い
か
と
の
思
い
か
ら
、
平
成

23
年
4
月
に
「
移
住
定
住
支
援
セ
ン
タ
ー

暮
ら
す
さ
き
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

　

セ
ン
タ
ー
設
立
後
は
、
須
崎
市
か
ら
の

委
託
を
受
け
、移
住
相
談
や
空
き
家
調
査
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
使
っ
た
情
報
発

信
、
Ｐ
Ｒ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
、
移
住

者
と
地
元
住
民
と
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
、
子

ど
も
た
ち
に
須
崎
を
好
き
に
な
っ
て
も
ら

う
自
然
体
験
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。相
談
者
数
は
年
々
増
加
し
、様
々

な
世
代
が
須
崎
へ
移
住
し
て
く
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
が
、
県
外
で
は
ま
だ
ま
だ

須
崎
の
知
名
度
は
低
く
、
も
っ
と
発
信
力

を
強
化
し
、
須
崎
を
知
っ
て
も
ら
う
更
な

る
企
画
を
考
え
、
移
住
者
受
け
入
れ
の
環

境
整
備
も
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、
移
住
先

の
候
補
地
と
し
て
生
き
残
っ
て
い
け
な
い

と
考
え
ま
し
た
。

　

情
報
発
信
を
強
化
、

　

移
住
希
望
者
向
け
に
短
期
滞
在
施
設

　

そ
こ
で
、地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の「
移

住
・
交
流
に
よ
る
地
域
活
性
化
支
援
事
業
」

を
活
用
し
て
次
の
四
つ
の
事
業
を
行
い
ま

し
た
。

　

一
つ
目
の
情
報
発
信
事
業
は
、
暮
ら
す

さ
き
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
整
備
充
実

と
県
外
へ
の
発
信
力
強
化
を
目
的
と
し
て

実
施
し
ま
し
た
。
移
住
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

や
須
崎
市
内
８
地
域
の
特
徴
や
田
舎
度
な

ど
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
す
る
ペ
ー
ジ
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
新
た
に
設
け
た
ほ
か
、

移
住
者
か
ら
の
ニ
ー
ズ
が
強
か
っ
た
施
設

や
店
舗
、
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
情
報
を
掲
載

す
る
作
業
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
バ
ナ
ー

広
告
も
効
果
的
で
、
Ｈ
Ｐ
ア
ク
セ
ス
数
は

前
年
度
よ
り
も
格
段
に
伸
び
ま
し
た
。

　

二
つ
目
の
短
期
滞
在
施
設
整
備
事
業
で

は
、
市
街
地
か
ら
少
し
離
れ
た
風
光
明
媚

な
内
海
に
面
す
る
地
区
に
空
き
家
を
利
用

し
た
滞
在
施
設
を
整
備
し
、
３
組
の
移
住

希
望
者
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
初
、
適
当
な
空
き
家
物
件
が
な
か
な

か
見
つ
か
ら
ず
困
難
を
極
め
ま
し
た
が
、

何
と
か
貸
し
て
い
た
だ
け
る
方
が
見
つ
か

り
、
運
営
が
で
き
ま
し
た
。
結
果
的
に
、

海
と
山
と
空
に
囲
ま
れ
た
須
崎
ら
し
い
環

境
で
、
利
用
者
か
ら
の
評
価
は
非
常
に
高

い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
施
設
を
中

短
期
滞
在
施
設
整
備
や
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー

〜
移
住
促
進
で
多
彩
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜

移
住
・
交
流
推
進
支
援
事
業

（
高
知
県
須
崎
市
）

移
住
定
住
支
援
セ
ン
タ
ー
暮
ら
す
さ
き 

事
務
局
長

大
崎
　
緑

都
市
か
ら
地
方
へ
の
移
住
・
交
流
は
、
人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
地
域
活
性
化
策
の
柱
と

し
て
期
待
さ
れ
る
。
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
移
住
・
交
流
に
よ
る
地
域
活
性
化

支
援
事
業
」
と
し
て
、地
域
団
体
も
し
く
は
市
町
村
等
が
自
主
的･

主
体
的
に
実
施
す
る
、

都
市
住
民
な
ど
を
受
け
入
れ
る
事
業
を
支
援
し
て
い
る
。
今
回
、
平
成
25
年
度
に
同
事
業

を
活
用
し
た
高
知
県
須
崎
市
の
取
り
組
み
を
「
移
住
定
住
支
援
セ
ン
タ
ー
暮
ら
す
さ
き
」

事
務
局
長
の
大
崎
緑
氏
に
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
。（
企
画
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
課
）
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心
に
須
崎
市
に
一
定
期
間
滞
在
す
る
こ
と

で
、
市
内
の
い
ろ
い
ろ
な
地
域
を
見
て

回
っ
た
り
、
仕
事
情
報
を
探
し
に
行
っ
た

り
、
空
き
家
物
件
を
物
色
し
た
り
と
、
と

て
も
有
意
義
な
数
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
た
と
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
で
「
須
崎

　

暮
ら
し
」
を
体
験
、
住
環
境
も
整
備

　

三
つ
目
の
す
さ
き
暮
ら
し
モ
ニ
タ
ー
ツ

ア
ー
事
業
で
は
、
関
東
方
面
を
中
心
に
６

名
の
参
加
が
あ
り
、
カ
ツ
オ
の
タ
タ
キ
作

り
や
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
体
験
と
い
っ
た
高
知

ら
し
い
体
験
観
光
要
素
も
取
り
入
れ
つ

つ
、
地
元
農
家
で
の
農
業
体
験
、
養
殖
鯛

の
餌
や
り
体
験
や
空
き
家
の
見
学
、
実
際

に
移
住
し
て
き
た
方
々
と
の
交
流
の
場
を

設
け
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
盛
り
だ

く
さ
ん
の
内
容
で
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
須
崎
に
来
る
の
は
初
め
て
と
い

う
方
が
ほ
と
ん
ど
で
、
須
崎
を
知
っ
て
い

た
だ
く
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

ツ
ア
ー
終
了
後
、
そ
の
ま
ま
短
期
滞
在

施
設
に
入
居
し
、
須
崎
で
の
暮
ら
し
を
体

験
さ
れ
た
方
や
、
日
を
置
い
て
再
び
須
崎

を
訪
れ
、
具
体
的
な
移
住
の
検
討
に
入
っ

た
方
も
い
て
、
移
住
に
つ
な
が
る
き
っ
か

け
事
業
と
し
て
、
大
き
な
成
果
が
あ
り
ま

し
た
。

　

四
つ
目
の
住
環
境
整
備
事
業
で
は
、
初

め
て
空
き
家
の
修
繕
事
業
を
実
施
し
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
空
き
家
調
査
を
し
て
い
て

多
か
っ
た
意
見
に
、「
修
繕
す
れ
ば
住
む

こ
と
は
で
き
る
が
、
そ
こ
ま
で
し
て
貸
し

出
す
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
い
う
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
、
移
住
希
望
者
へ
の
貸
し
出
し
を

前
提
に
、
暮
ら
す
さ
き
に
５
年
間
以
上
空

き
家
物
件
と
し
て
登
録
す
る
こ
と
を
条
件

と
し
、
家
主
に
対
し
修
繕
費
用
の
補
助
を

行
い
ま
し
た
。家
主
の
負
担
を
軽
減
で
き
、

こ
れ
ま
で
修
繕
が
必
要
だ
か
ら
と
手
付
か

ず
で
放
置
さ
れ
て
い
た
物
件
が
活
用
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
と
て
も
良
か
っ

た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
今
回
は
２
物
件
の

修
繕
し
か
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
家
主

か
ら
の
要
望
は
多
く
、「
自
分
の
と
こ
ろ

も
や
っ
て
も
ら
い
た
か
っ
た
」
と
い
う
話

が
ほ
か
に
も
数
件
あ
り
ま
し
た
。
今
後
も

可
能
な
限
り
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

タ
ー
ゲ
ッ
ト
絞
り
、

　

特
色
あ
る
取
り
組
み
を

　

こ
れ
ら
の
事
業
を
通
し
て
、
移
住
希
望

者
に
対
す
る
支
援
は
明
確
な
方
向
性
が
固

ま
り
ま
し
た
。
一
方
で
、
地
元
住
民
に
対

し
て
は
更
な
る
受
け
入
れ
体
制
の
支
援
が

必
要
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

す
さ
き
暮
ら
し
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
で

は
、
地
元
の
様
々
な
方
に
ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
受
け
入
れ
側
と
し
て
、

た
だ
の
観
光

ツ
ア
ー
と
し

て
捉
え
て
い

た
よ
う
に
思

う
場
面
も
あ

り
ま
し
た
。

ツ
ア
ー
全
体

の
内
容
や
ど

う
い
っ
た
方

が
ど
う
い
う

思
い
で
参
加

し
て
い
る
の
か
な
ど
を
も
っ
と
知
っ
て
も

ら
っ
て
い
れ
ば
、
単
に
良
い
と
こ
ろ
だ
け

で
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
視
点
の
須
崎
を
伝

え
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
住
環
境
整
備
で
は
、
こ

れ
ま
で
空
き
家
に
対
す
る
リ
フ
ォ
ー
ム
支

援
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
実
際
に
や
っ

て
み
て
ニ
ー
ズ
の
高
さ
が
分
か
り
ま
し

た
。

　

今
後
の
事
業
展
開
と
し
て
、
移
住
希
望

者
の
目
線
や
地
元
住
民
の
目
線
で
移
住
定

住
促
進
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
弱
か
っ
た
、
須
崎

が
ど
う
い
っ
た
場
所
（
地
域
）
で
、
ど
う

い
っ
た
産
業
が
あ
っ
て
、
ど
う
い
っ
た
人

が
い
て
、ど
う
い
っ
た
人
に
来
て
も
ら
い
、

ど
う
い
う
こ
と
を
し
て
ほ
し
い
の
か
を
考

え
、
発
信
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
移
住
促
進
と
い
え
ば
、「
良

い
と
こ
ろ
で
す
よ
、ぜ
ひ
来
て
く
だ
さ
い
」

と
、
誰
で
も
ウ
ェ
ル
カ
ム
の
気
風
で
し
た

が
、
そ
れ
だ
け
で
は
人
は
来
て
く
れ
ま
せ

ん
。
移
住
促
進
に
努
め
る
地
域
が
増
え
て

い
る
中
で
、
や
は
り
特
徴
的
な
取
り
組
み

を
す
る
と
こ
ろ
に
人
は
集
ま
り
ま
す
。
本

市
で
も
そ
う
い
っ
た
先
進
事
例
を
参
考

に
、
明
確
な
将
来
像
を
持
っ
て
タ
ー
ゲ
ッ

ト
を
絞
る
な
ど
、
来
て
ほ
し
い
世
代
、
家

族
構
成
な
ど
を
考
え
つ
つ
、
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
地
方
の
元
気
を
「
須
崎
」
か

ら
発
信
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

「
移
住
定
住
支
援
セ
ン
タ
ー
暮
ら

す
さ
き
」
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（上段）養殖鯛の餌
やり体験の様子

（中段）農 作 業 を
とおして地域の
暮らしを体験



　

平
成
17
年
３
月
に
三
町
が
合
併
し
て
誕

生
し
た
潟
上
市
は
、
秋
田
県
の
ほ
ぼ
中
央

の
日
本
海
側
に
位
置
し
て
お
り
、
東
は
井

川
町
、
南
は
秋
田
市
、
西
は
男
鹿
市
、
北

は
八
郎
湖
を
挟
ん
で
大
潟
村
と
接
し
て
い

る
。
日
本
海
に
面
し
た
天
王
砂
丘
群
の
松

林
や
出
羽
丘
陵
の
緑
豊
か
な
山
な
み
、
八

郎
湖
に
向
か
っ
て
広
が
る
田
園
風
景
に
囲

ま
れ
た
豊
か
な
自
然
環
境
と
、
県
都
秋
田

市
に
隣
接
し
て
い
る
良
好
な
生
活
環
境
を

併
せ
持
つ
地
域
で
あ
る
。

　

潟
上
市
昭
和
豊
川
山
田
地
区
の
「
草
木

谷
（
く
さ
き
だ
に
）」
と
呼
ば
れ
る
地
は
、

秋
田
の
偉
人
で
あ
る
、
聖
農
・
石
川
理
紀

之
助
（
１
８
４
５
〜
１
９
１
５
）
が
明
治

時
代
に
貧
農
救
済
の
た
め
に
自
ら
粗
末
な

小
屋
を
建
て
貧
し
い
生
活
を
実
践
し
た
場

所
で
あ
り
、
県
の
指
定
史
跡
に
も
な
っ
て

い
る
。
今
回
は
、
こ
の
石
川
理
紀
之
助
ゆ

か
り
の
地
を
よ
み
が
え
ら
せ
、
里
山
保
全

と
下
流
の
八
郎
湖
の
環
境
再
生
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
る
「
草
木
谷
を
守
る
会
」
の

活
動
に
つ
い
て
、
代
表
の
石
川
紀
行
氏
、

副
代
表
の
石
井
善
春
氏
、
事
務
局
の
藤
原

直
人
氏
の
お
話
を
交
え
な
が
ら
ご
紹
介
す

る
。

「
草
木
谷
を
守
る
会
」
の
設
立

　

八
郎
湖
の
上
流
部
に
位
置
し
、
水
源
地

と
し
て
の
機
能
を
持
つ
草
木
谷
だ
が
、
国

の
減
反
政
策
の
影
響
で
休
耕
田
と
な
り
、

20
年
以
上
荒
れ
果
て
た
状
態
に
な
っ
て
い

た
。
こ
う
し
た
中
、「
草
木
谷
を
守
る
会
」

が
誕
生
し
た
の
は
、
平
成
18
年
４
月
。
設

立
の
き
っ
か
け
は
、
平
成
16
年
に
秋
田
県

秋
田
地
域
振
興
局
が
「
環
八
郎
湖
・
水
の

郷
創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
施
し
た
こ

と
に
あ
る
。

　

県
は
当
時
、
水
質
汚
染
が
深
刻
な
八
郎

湖
を
再
生
さ
せ
る
た
め
、
上
流
か
ら
下
流

ま
で
一
体
の
流
域
管
理
が
必
要
と
考
え
、

湖
の
自
然
再
生
に
取
り
組
ん
で
い
る
住
民

団
体
の
支
援
や
、
湖
の
環
境
保
全
意
識
の

啓
発
等
を
行
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
企
画
し

た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
た
石

川
理
紀
之
助
の
子
孫
に
あ
た
る
石
川
紀
行

氏
は
、
八
郎
湖
の
保
全
・
再
生
に
繋
げ
る

た
め
、
草
木
谷
を
よ
み
が
え
ら
せ
た
い
と

地
域
の
人
々
に
呼
び
か
け
、
賛
同
し
た
地

元
の
住
民
９
名
に
よ
っ
て
「
草
木
谷
を
守

る
会
」
が
設
立
さ
れ
た
。

　
理
紀
之
助
の
教
え
を
実
践

「
田
ん
ぼ
の
学
校
」
で
環
境
学
習

　
「
草
木
谷
を
守
る
会
」
が
最
初
に
行
っ

た
活
動
は
、
耕
作
放
棄
地
の
表
層
と
深
層

の
入
れ
替
え
（
天
地
返
し
）
や
、
側
溝
の

掘
り
直
し
、
農
業
用
水
の
引
き
直
し
な
ど

で
あ
り
、
ま
ず
、
耕
作
が
で
き
る
よ
う
に

整
備
し
た
。

　

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ
の
環
境
学

習
が
必
要
だ
と
い
う
機
運
が
高
ま
っ
て
い

た
こ
と
も
あ
り
、
同
会
の
設
立
翌
年
の
平

成
19
年
か
ら
、
地
元
の
大
豊
小
学
校
５
年

生
と
一
緒
に
、
10
ア
ー
ル
の
田
ん
ぼ
で
昔

な
が
ら
の
農
法
で
田
植
え
か
ら
稲
刈
り
ま

で
を
行
う
「
田
ん
ぼ
の
学
校
」
を
開
始
し

た
。
田
ん
ぼ
の
学
校
は
、
環
境
学
習
の
一

つ
と
し
て
、
自
然
観
察
な
ど
の
体
験
を
通

じ
て
、
里
山
の
役
割
、
下
流
の
八
郎
湖
の

現
状
な
ど
を
学
ん
で
も
ら
う
場
に
な
っ
て

い
る
。

　

春
か
ら
秋
ま
で
に
「
田
植
え
編
」「
草

取
り
編
」「
収
穫
編
」「
脱
穀
編
」「
実
り

編
」
の
５
回
の
授
業
を
実
施
。「
田
植
え

　
秋
田
県
潟
上
市

〜
里
山
保
全
と
八
郎
湖
の
環
境
再
生
〜

★団体プロフィール★

設立年＝平成18年４月
設立・運営主体＝自主的組織
代表者＝代表　石川　紀行
構成員＝32人
〈連絡先〉
〒018-1401
	 秋田県潟上市昭和大久保
　字堤の上61
	 電話：090-2988-0240

聖
農
・
石
川
理
紀
之
助
ゆ
か
り
の
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を
守
る
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草
木
谷
を
守
る
会
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編
」
か
ら
「
脱
穀
編
」
ま
で
は
、
子
ど
も

た
ち
が
手
作
業
で
苗
を
植
え
、
草
取
り
を

し
、
稲
を
刈
り
取
り
、
さ
ら
に
脱
穀
ま
で

を
体
験
す
る
。
収
穫
さ
れ
た
米
は
、
収
穫

祭
で
学
校
や
地
域
に
振
る
舞
う
ほ
か
、
市

内
の
学
校
給
食
米
と
し
て
も
供
給
さ
れ
て

い
る
と
い
う
。

　

ま
た
、
持
続
可
能
な
循
環
型
農
業
の
取

り
組
み
と
し
て
、
最
近
で
は
稲
刈
り
終
了

後
、
脱
穀
し
た
生
の
稲
わ
ら
を
秋
田
市
大

森
山
動
物
園
の
ゾ
ウ
の
エ
サ
と
し
て
提
供

し
、
ゾ
ウ
の
フ
ン
を
草
木
谷
の
肥
料
に
し

て
い
る
。

　
「
樹
木
は
祖
先
よ
り
借
り
て
子
孫
に
返

す
も
の
と
知
れ
」
と
い
う
言
葉
を
理
紀
之

助
が
残
し
て
い
る
。「
今
生
き
る
私
た
ち

が
、
草
木
谷
も
八
郎
湖
も
き
れ
い
に
し
て

次
世
代
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
ん
で
す
」
と
石
川
氏
は
話
す
。

酒
米
づ
く
り
、
ホ
タ
ル
観
賞
会

活
動
も
多
彩
に

　

こ
れ
ま
で
、
田
ん
ぼ
は
小
学
生
に
米
づ

く
り
を
体
験
す
る
場
と
し
て
提
供
し
て
い

た
が
、「
大
人
に
も
活
動
に
参
加
す
る
楽

し
み
を
」
と
の
声
を
受
け
、
平
成
21
年
か

ら
40
ア
ー
ル
ほ
ど
の
田
ん
ぼ
で
、無
農
薬
、

無
化
学
肥
料
で
酒
米
づ
く
り
の
挑
戦
も
始

め
た
。
参
加
者
は
地
域
内
外
の
住
民
や
学

生
な
ど
年
代
は
様
々
で
、
収
穫
し
た
酒
米

は
、
五
城
目
町
の
福
禄
寿
酒
造
に
醸
造
を

依
頼
す
る
。
出
来
上
が
っ
た
お
酒
は
、
草

木
谷
を
守
る
会
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
純
米
吟
醸

酒
「
草
木
谷
の
し
ぶ
き
」
と
し
て
、
県
内

の
ス
ー
パ
ー
や
道
の
駅
な
ど
で
販
売
し
、

販
売
収
益
の
一
部
を
活
動
資
金
に
充
て
て

い
る
と
い
う
。

　

ま
た
、
長
年
の
耕
作
放
棄
地
が
水
田
と

し
て
復
活
し
た
こ
と
の
成
果
と
し
て
、
こ

の
地
域
で
再
び
ホ
タ
ル
が
見
ら
れ
る
よ
う

に
も
な
っ
た
。
地
域
の
自
然
環
境
の
価
値

と
ホ
タ
ル
の
生
態
や
生
息
環
境
に
対
す
る

理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
６
月
ご
ろ
に
ホ
タ
ル
鑑
賞
会
も
実
施

し
て
い
る
。
こ
の
ホ
タ
ル
観
賞
会
と
同
時

に
、
星
の
観
察
会
や
キ
ャ
ン
ド
ル
を
道
端

に
灯
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
を
他
団
体
と

共
同
で
企
画
す
る
な
ど
、
親
子
が
気
軽
に

自
然
に
触
れ
合
う
こ
と
の
で
き
る
場
を
創

出
し
、
地
域
の
方
や
訪
れ
る
方
に
大
変
喜

ば
れ
て
い
る
。

メ
ン
バ
ー
も
増
加
、

滞
在
型
観
光
を
提
案
へ

　

平
成
24
年
に
は
会
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

ペ
ー
ジ
を
開
設
し
、
活
動
内
容
や
イ
ベ
ン

ト
等
の
情
報
発
信
を
始
め
た
と
こ
ろ
、
閲

覧
し
た
人
が
稲
刈
り
に
飛
び
入
り
で
参
加

す
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。
ま
た
設
立
当

時
９
名
だ
っ
た
会
員
は
、
そ
の
後
賛
同
し

て
行
動
を
共
に
し
て
く
れ
る
メ
ン
バ
ー
も

増
え
、
現
在
で
は
32
名
を
数
え
る
ま
で
に

な
っ
た
。「
メ
ン
バ
ー
は
年
々
高
齢
化
し

て
い
く
が
、
子
ど
も
や
若
い
世
代
と
の
交

流
は
励
み
に
な
る
」
と
副
代
表
の
石
井
氏

は
う
れ
し
そ
う
に
話
す
。

　

草
木
谷
を
守
る
会
の
今
後
の
活
動
に
つ

い
て
は
「
草
木
谷
で
し
か
で
き
な
い
住
民

と
の
交
流
や
ふ
れ
あ
い
が
楽
し
め
、
ス

ロ
ー
ラ
イ
フ
を
体
験
で
き
る
滞
在
型
の
観

光
を
提
案
し
て
い
き
た
い
」
と
石
川
代
表

は
意
欲
的
に
語
る
。

　

同
会
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
草
木
谷

は
元
の
自
然
豊
か
な
景
観
を
取
り
戻
し
つ

つ
あ
る
。
ま
た
、
環
境
学
習
や
酒
米
栽
培

な
ど
農
業
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
場
が

提
供
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
に

５
０
０
０
人
を
超
え
る
人
々
が
こ
の
地
域

を
訪
れ
、地
域
住
民
と
の
交
流
が
生
ま
れ
、

草
木
谷
だ
け
で
な
く
、
集
落
全
体
の
活
性

化
に
も
繋
が
っ
て
き
て
い
る
。
石
川
理
紀

之
助
の
教
え
や
草
木
谷
を
守
る
会
の
活
動

が
今
後
も
受
け
継
が
れ
、
こ
の
地
域
が
さ

ら
に
活
気
に
満
ち
て
い
く
こ
と
を
期
待
し

た
い
。

編
集
委
員　

●
　
崎
本
　
龍
司

大
豊
小
の
環
境
学
習
。「
田
ん
ぼ
の
学
校
」
の
田
植
え

（上）活動の副産物。純米吟醸
「草木谷のしぶき」

（左）地域住民との交流。秋田
おばこ姿で「酒米」の稲
刈り体験



442014・５月号地域づくり

　
「
県
庁
ク
ラ
ウ
ド
」
構
築
の
経
緯

　

こ
れ
ま
で
静
岡
県
庁
で
は
、
各
部
局
が

独
自
に
情
報
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
、
運
用

す
る
形
態
を
取
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
た

め
各
シ
ス
テ
ム
は
自
ら
の
シ
ス
テ
ム
で
必

要
と
す
る
最
大
性
能
の
サ
ー
バ
機
器
等
を

導
入
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
通
常
時
は
そ

の
能
力
の
全
て
が
活
用
し
き
れ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

こ
う
し
た
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
電

子
県
庁
課
で
は
平
成
24
年
３
月
に
「
情
報

処
理
基
盤
整
備
基
本
計
画
」
を
策
定
し
、

ク
ラ
ウ
ド
技
術
を
活
用
し
て
「
県
庁
ク
ラ

ウ
ド
」（
静
岡
県
情
報
処
理
基
盤
）
を
構

築･

運
用
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

一
般
的
に
ク
ラ
ウ
ド
型
シ
ス
テ
ム
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
を
利
用
し
て
、
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
を
利
用
し
た
り
、
格
納
し
た

デ
ー
タ
を
引
き
出
し
た
り
し
ま
す
。
本
県

で
も
県
有
施
設
の
利
用
予
約
の
受
付
を
行

う
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
や
県
民
か
ら
の
各

種
申
請
の
受
付
を
行
う
電
子
申
請
シ
ス
テ

ム
等
は
、
こ
う
し
た
ク
ラ
ウ
ド
型
シ
ス
テ

ム
で
運
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
ク
ラ
ウ
ド
型
シ
ス
テ
ム

は
、
多
く
の
自
治
体
が
利
用
し
、〝
割
り

勘
効
果
〟
が
働
き
、
開
発
・
運
用
コ
ス
ト

が
大
幅
に
削
減
さ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
（
修

正
）
が
難
し
い
等
の
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る

ほ
か
、
外
部
に
シ
ス
テ
ム
を
置
き
運
用
す

る
こ
と
に
適
さ
な
い
シ
ス
テ
ム
も
あ
り
ま

す
。
こ
う
し
た
点
を
解
消
す
る
も
の
と
し

て
、「
県
庁
ク
ラ
ウ
ド
」
は
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
ク
ラ
ウ
ド
と
し
て
構
築
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

　
「
県
庁
ク
ラ
ウ
ド
」
と
は

　
「
県
庁
ク
ラ
ウ
ド
」
で
は
、
分
散
し
て

い
る
各
シ
ス
テ
ム
の
サ
ー
バ
機
器
等
を
集

約
し
稼
働
さ
せ
る
た
め
の
情
報
処
理
基
盤

を
耐
震
性
に
優
れ
津
波
の
危
険
性
の
な
い

県
庁
内
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
室
に
構
築
し
、

そ
の
基
盤
の
上
で
各
シ
ス
テ
ム
を
稼
働
さ

せ
ま
す
。

　
「
県
庁
ク
ラ
ウ
ド
」
の
構
築
・
運
用
を

電
子
県
庁
課
が
担
い
、
各
課
が
ユ
ー
ザ
と

な
っ
て
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
ま
す
。
平
成

25
年
10
月
に
運
用
を
開
始
し
、
現
在
９
シ

ス
テ
ム
が
「
県
庁
ク
ラ
ウ
ド
」
上
で
稼
働

し
て
い
ま
す
。
今
後
も
更
改
時
期
に
合
わ

せ
て
各
シ
ス
テ
ム
を
「
県
庁
ク
ラ
ウ
ド
」

に
移
行
、
運
用
し
て
い
き
ま
す
。

　

大
き
な
コ
ス
ト
削
減
効
果

　
「
県
庁
ク
ラ
ウ
ド
」
に
は
、
サ
ー
バ
調

達
コ
ス
ト
の
削
減
、
電
気
や
空
調
な
ど
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の
削
減
、
一
括
運
用

に
よ
る
保
守
点
検
費
用
の
削
減
な
ど
の
効

果
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
、
そ
の
構
築
の
基
本
と
な
っ
た
情

報
処
理
基
盤
整
備
基
本
計
画
の
策
定
か
ら

２
年
を
経
過
し
、「
県

庁
ク
ラ
ウ
ド
」
が
本

格
的
に
運
用
を
開
始

し
た
こ
と
か
ら
、
改

め
て
移
行
対
象
と
な

る
25
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
調
査
を
行
い
、

そ
の
効
果
（
平
成
25

年
度
か
ら
平
成
32
年

度
ま
で
の
８
年
間
）

を
試
算
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
コ
ス

ト
削
減
効
果
額
は
、

約
19
億
５
０
０
０
万

円
、
サ
ー
バ
数
は

２
３
４
台
が
約
４
分
の
１
の
57
台
と
な
る

こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
県
の

業
務
の
中
で
も
規
模
の
大
き
な
シ
ス
テ
ム

（
財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
、
県
税
シ
ス
テ
ム
、

人
事
給
与
シ
ス
テ
ム
等
）
を
基
盤
へ
移
行

す
る
こ
と
と
し
た
た
め
、
そ
の
効
果
も
大

き
く
得
ら
れ
た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
全
国
の
自
治
体
で
こ
う
し
た
シ

ス
テ
ム
の
構
築
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
基

幹
的
な
シ
ス
テ
ム
の
全
て
を
稼
働
さ
せ
る

規
模
の
大
き
な
情
報
処
理
基
盤
は
初
め
て

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
う
し
た
成
果
が
得
ら
れ
た
の
は
、
課

全
体
で
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
た

こ
と
に
加
え
、
関
係
す
る
各
課
か
ら
多
く

の
協
力
を
得
ら
れ
た
結
果
で
す
。
今
後
と

も
電
子
県
庁
課
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

た
県
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
行
政
事
務
の

効
率
化
、
コ
ス
ト
削
減
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

TOPICS
トピックス

地域

静
岡
県
が
「
県
庁
ク
ラ
ウ
ド
」
を
構
築

〜
サ
ー
バ
統
合
、
コ
ス
ト
削
減
効
果
は
19
億
５
０
０
０
万
円
〜

静
岡
県
企
画
広
報
部
情
報
統
計
局
情
報
政
策
課
専
門
監

（
前
）
電
子
県
庁
課
技
術
管
理
班
長

夏
目
　
昭

 

 

県庁クラウド概念図

県庁クラウド

各システム間で処理能力を共有・融通しあうことで、柔軟で効率
的なコンピュータ利用が可能になる。

全庁共通で使用できる県庁クラウド（情報処理基盤）を整備し
　　　　　各システムを契約更新時に順次集約



　

奈
良
は
、
古
代
日
本
の
首
都
と
し
て
栄
え
、
天
平
文
化
の
華
を

咲
か
せ
ま
し
た
。
以
後
、
１
３
０
０
年
の
歴
史
を
刻
み
、
日
本
酒
、

墨
、
筆
、
お
茶
な
ど
、
日
本
文
化
発
祥
の
地
と
し
て
多
く
の
観
光

客
を
受
け
入
れ
、
昭
和
25
年
に
は
国
際
文
化
観
光
都
市
を
宣
言
し

ま
し
た
。

　

市
勢
に
つ
い
て
は
、
隣
接
町
村
と
の
合
併
を
行
い
、
京
阪
神
の

ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
市
西
部
や
北
部
に
住
宅
が
次
々
と
建
設
さ

れ
、
平
成
14
年
４
月
１
日
に
は
中
核
市
に
移
行
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
制
１
０
０
周
年
に
当
た
る
平
成
10
年
に
は
、「
古
都

奈
良
の
文
化
財
」
と
し
て
８
資
産
群
が
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
に

登
録
さ
れ
、
昨
年
12
月
で
登
録
か
ら
15
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
最
近
で
は
、
伝
統
的
な
町
家
の
風
情
を
残
す
「
な

ら
ま
ち
」
も
新
た
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
注
目
を
浴
び
て
い
ま

す
。

　

奈
良
は
日
本
で
最
も
古
い
街
と
し
て
知
ら
れ
、
特
に
１
３
０
０

年
前
に
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
通
っ
て
大
陸
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た

様
々
な
文
化
や
文
物
を
柔
軟
に
受
け
入
れ
た
こ
と
が
、
今
日
の
日

本
の
礎
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
方

で
、
単
に
「
日
本
文
化
発
祥
の
地
」
と
掲
げ
て
も
、
そ
の
価
値
が

単
に
過
去
の
も
の
と
な
り
、
歴
史
の
中
に
凍
結
保
存
さ
れ
て
い
て

は
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
文
化
が
脈
々
と
現
代
ま
で
受
け
継

が
れ
、
今
も
な
お
輝
き
を
失
わ
ず
、
人
々
を
惹
き
つ
け
る
も
の
で

あ
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
歴
史
や
文
化
が
ま

ち
や
人
々
の
暮
ら
し
の
中
に
溶
け
込
み
、
共
に
印
象
付
け
ら
れ
る

こ
と
で
、
魅
力
が
よ
り
広
く
、
深
く
伝
わ
る
も
の
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

奈
良
は
「
鹿
と
大
仏
」
に
代
表
さ
れ
る
観
光
資
源
に
恵
ま
れ
た

街
で
は
あ
り
ま
す
が
、
入
込
観
光
客
に
占
め
る
宿
泊
率
が
低
く
、

滞
在
時
間
が
短
い
通
過
型
観
光
で
あ
る
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

今
後
は
明
治
以
降
の
近
代
建
築
物
や
春
日
山
原
始
林
に
代
表
さ

れ
る
豊
か
な
自
然
環
境
な
ど
、
奥
深
い
魅
力
を
し
っ
か
り
Ｐ
Ｒ
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
様
な
こ
と
か
ら
本
年
２
月
に
は
「
お
茶
」
の
文
化
を
あ
ら

た
め
て
知
っ
て
い
た
だ
く
試
み
と
し
て
、「
第
一
回
奈
良
大
茶
会　

珠
光
茶
会
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

茶
会
の
名
に
も
あ
る
「
村
田
珠
光
」
は
奈
良
市
出
身
で
わ
び
茶

を
創
始
し
、そ
の
後
、千
利
休
に
よ
る
茶
の
湯
の
大
成
に
つ
な
が
っ

た
、
い
わ
ば
日
本
「
茶
道
」
の
基
礎
を
つ
く
っ
た
人
で
す
。

　

こ
の
お
茶
会
で
は
世
界
遺
産
を
含
む
７
社
寺
や
な
ら
ま
ち
の
茶

室
を
舞
台
と
し
て
、
お
茶
席
を
設
け
、
本
格
的
に
お
茶
を
嗜
む
茶

人
だ
け
で
な
く
、
普
段
お
茶
に
親
し
む
機
会
の
少
な
い
人
に
も
参

加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
お
茶
文
化
の
裾
野
を
広
げ
て
い
く
こ

と
を
め
ざ
し
ま
し
た
。

　

我
が
国
に
お
け
る
茶
葉
の
生
産
は
、
大
同
元
年
（
８
０
６
年
）

に
弘
法
大
師
空
海
が
唐
か
ら
茶
の
種
子
を
持
ち
帰
り
、
弟
子
が
大

和
高
原
の
佛
隆
寺
に
種
を
蒔
き
、
そ
の
製
法
を
伝
え
た
の
が
始
ま

り
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

以
来
、奈
良
市
の
東
部
に
位
置
す
る
大
和
高
原
で
は
、「
大
和
茶
」

が
生
産
さ
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
大
和
高
原
は
朝
晩
の
温
度
差
が
激
し
い
高
冷
地
で
あ
り
、

茶
葉
は
ゆ
っ
く
り
と
育
ち
香
り
高
い
良
質
な
お
茶
が
出
来
ま
す
。

　

現
在
も
奈
良
県
の
荒
茶
生
産
量
は
全
国
７
位
で
あ
り
、
奈
良
市

は
そ
の
約
７
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

奈
良
は
ゆ
っ
く
り
と
時
間
が
流
れ
て
い
る
街
と
言
わ
れ
ま
す

が
、
お
茶
席
で
の
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
が
、
世
界
遺
産
と
い
う
舞

台
装
置
に
よ
っ
て
、
よ
り
一
層
奈
良
ら
し
さ
を
引
き
立
て
て
い
ま

す
。

　

今
後
も
お
茶
会
だ
け
に
止
ま
ら
ず
、
奈
良
の
本
質
的
な
財
力
や

価
値
を
伝
え
、
多
様
な
文
化
の
華
を
い
く
つ
も
咲
か
せ
る
事
業
を

展
開
し
、
奈
良
が
持
つ
本
物
の
魅
力
を
国
内
外
に
発
信
し
て
い
き

ま
す
。

奈良市長 仲川　げん

茶の湯の華開く　奈良の都
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184直島町

香
川
県

直島という地名は、保元の乱で敗
れた崇徳上皇が讃岐へ配流さ

れる途中、この島に立ち寄られたとき、
島民の純真素朴さを賞して命名されたと
伝えられています。
　徳川時代には、幕府の天領となり、瀬
戸内海の海上交通の要衝を占め、海運業
や製塩業の島として栄えました。大正６
年に三菱鉱業、現在の三菱マテリアル（株）
直島製錬所が設立され、以来、島は飛躍
的な発展を遂げてきました。さらに、平成元年には、福武書店、現（株）
ベネッセホールディングスが直島文化村構想の一環として国際キャンプ場
をオープン。その後、ベネッセハウス、家プロジェクト、地中美術館など
が注目を浴びて、現代アートの聖地として日本はもとより世界中から多く
の方が来島されるようになりました。
　また、産業廃棄物の不法投棄が大きな問題となった豊

てし ま

島の廃棄物の中間
処理施設を受け入れて以来、循環型社会構築の先進地として頑張っていま
す。
　ぜひ、環境とアートの島「直島」へお越しください。

47

小さい島を大きく美しく実のなる島へ

海の駅「なおしま」　直島の玄関口（宮浦港）に平成 18年にオープン。世界的建
築家「ＳＡＮＡＡ」の設計で施設には観光案内所やカフェ、売店などがある

直
島
の
火
ま
つ
り　
打
ち
上
げ
花
火
に
加
え
、
火
ま

つ
り
ラ
イ
ブ
や
直
島
つ
つ
じ
太
鼓
と
花
火
の
競
演
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る

直
島
女
文
楽　
女
性
だ
け
で
演
じ
ら

れ
て
い
る
全
国
的
に
も
非
常
に
珍
し

い
文
楽
。
香
川
県
無
形
・
有
形
民
俗

文
化
財
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る

文教地区　「幼保一元化」「幼小中一
貫教育」の理念のもと、島の中心部
を文教地区に指定。写真の直島小学
校は直島建築シリーズ第１作目

豊
島
廃
棄
物
等
中
間
処
理
施
設　
平
成

15
年
に
建
設
さ
れ
た
豊
島
の
産
業
廃
棄

物
を
溶
融
・
処
理
す
る
施
設
。
環
境
の

島
「
直
島
」
を
象
徴
す
る
建
物
で
、
周

辺
の
有
価
金
属
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
も
含

め
「
直
島
エ
コ
ツ
ア
ー
」
と
し
て
観
光

客
な
ど
の
見
学
も
受
け
入
れ
て
い
る

すなおくん　直島町の観
光キャラクター。「すな
おくん」という名前は島
の伝説からつけられた

「赤かぼちゃ」2006年　直島・宮浦港緑地　草間彌生作
宮浦港で最初に目にする大きな「赤かぼちゃ」。その強烈
な色と形は、繊細な雰囲気をたたえた海の駅「なおしま」
の建物と鮮やかなコントラストをなしている



地域再生実践塾開催のお知らせ

◆ センターホームページは「地域活性化」で検索 ◆

482014・５月号地域づくり

開催趣旨
　少子高齢化が加速度的に進む近年において、地域の活力を持続するためには、住民主導による地域経営が求められています。
八王子市では、町会やＮＰＯなどが主体となり、中心市街地での「空き店舗の活用」や「アートによるまちづくり」、郊外の住
宅地においての「配食サービス」や「高齢者の生きがいづくり」に繋がるコミュニティビジネスを行っています。このように、
それぞれの地域に即したかたちで、地域の個性、社会的資源をうまく活用することによって、地域コミュニティの再生に向け
た活動を編み出しています。
　そこで、八王子市で実践されている具体的事例に触れながら、地域経営の手法について検証するとともに、地域コミュニティ
の展望について考えていきます。

平成26年度　地域再生実践塾　第１回　東京都八王子市

地域コミュニティの再生
　　〜中心市街地と郊外住宅地からコミュニティ再生術を学ぶ〜

　　平成26年７月３日（木）〜７月４日（金）
　　会場：八王子市学園都市センター（八王子市旭町９番１号八王子スクエアビル12階）

【主任講師】

大妻女子大学社会情報学部
教授　　炭谷　晃男　氏

1952 年、東京都生まれ。中央大学大学院文学研究科
社会学専攻博士課程後期を経て、青森大学社会学部
講師となり、東北地域の街づくり実践に携わる。大
妻女子大学社会情報学部情報デザイン専攻教授。多摩
ニュータウンのコミュニティづくりや八王子市の生涯
学習政策に携わる。八王子学研究会を立ち上げて、生
涯学習としての地域学をすすめている。他方、社会福
祉法人の理事長として、農を通じて障がい者と共生す
る街づくりを模索している。 著書に『情報化社会の現
在』（学文社）、『離島とメディアの研究』（学文社）など。

【開催日程】

・第１日目	 ７月３日（木）
 13:00 〜 開講式・オリエンテーション
 13:15 〜 Lecture1　総論・問題提起
 13:45 〜 Lecture2　本市におけるコミュニティの現状
 14:25 〜 Lecture3　NPO によるまちづくり
  　　　　　  （多摩ニュータウン）
 15:25 〜 Lecture4　パネルディスカッション
 17:25 〜 Lecture5　振り返り、まとめ
・第２日目	 ７月４日（金）
 9:00 〜 Field Work　活動現場の視察   
   ・配食サービス、子ども支援「きよぴー＆とまと」
   ・学童保育から高齢者支援「NPO 法人からまつ」
   ・中心市街地の空き店舗の活用 他
 12:00 〜 Group Work1　視察結果のまとめ、意見交換
 14:00 〜 Group Work2　発表・講評
 15:00 〜 総括
 15:50 〜 閉講式

■対　　象　地方公共団体、商工会、商工会議所、ＮＰＯなど、地域再生に取り組んでいる方
■募集人員　４０名
■参加費用　無料（開催地までの往復交通費、宿泊費、飲食代などは参加者負担）
■申込方法　申込書を当センターまで送付してください。＊詳しくは、当センターのホームページをご覧ください。
　【問い合わせ先】振興部地域支援課　TEL 03-5202-6137  

　地域をより良くしようと頑張る団体や自治体、個人の取組を全国に広く周知し、その
活動のもたらす成果を称えようと実施されている「地域づくり総務大臣表彰」、全国各地
で数多く開催されている地域の活力を生み出すイベントを表彰し、ふるさとイベントの
更なる発展を応援することを目的に実施している「ふるさとイベント大賞」。
　このたび、平成 24 年度地域づくり総務大臣表彰を受賞した 27 団体、３名及び第 17
回ふるさとイベント大賞を受賞した６イベントの活動動画が完成し、インターネット上
で配信されています。
　受賞団体の活動内容がよくわかり、関係者の生の声を聞くことができる動画によって、
活字だけでは知ることのできなかった活動の様子も紹介されています。ぜひ地域づくり
の一助としてお役立てください。
　総務大臣表彰等受賞団体の動画は下記ホームページよりご覧いただけます。
地域活性化センターホームページ（http://www.chiiki-dukuri-hyakka.or.jp）
⇨「地域づくり TV」（左側のバナー）

【問い合わせ先】振興部地域支援課　TEL 03-5202-6137 

平成24年度総務大臣表彰等受賞団体動画が完成



▼
今
月
号
は
農
産
物
の
輸
出
を
め
ぐ
る
各
地
の
動
き
を

特
集
と
し
て
取
り
上
げ
ま
し
た
。
わ
が
国
の
農
業
は
高

齢
化
に
伴
う
担
い
手
不
足
や
耕
作
放
棄
地
の
増
加
、
小

規
模
経
営
な
ど
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
ほ
か
、
人

口
減
少
社
会
の
到
来
で
国
内
市
場
の
拡
大
も
望
め
ま
せ

ん
。
こ
う
し
た
中
で
、
食
糧
供
給
を
支
え
る
極
め
て
重

要
な
産
業
で
あ
る
農
業
を
持
続
的
で
魅
力
あ
る
も
の
に

し
て
い
く
た
め
に
は
海
外
に
も
目
を
向
け
、「
攻
め
の

農
業
」
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

▼
特
集
事
例
で
は
こ
う
し
た
難
し
い
課
題
に
果
敢
に
挑

戦
し
て
い
る
関
係
者
の
姿
が
生
き
生
き
と
紹
介
さ
れ
て

い
ま
す
。
米
、
野
菜
、
果
物
、
牛
肉
な
ど
輸
出
品
目
は

多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
輸
出
先
は
台
湾
、
香
港
、
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
な
ど
成
長
著
し
い
ア
ジ
ア
地
域
が
中
心
で
す

が
、遠
く
米
国
や
欧
州
な
ど
も
視
野
に
入
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
創
意
工
夫
を
重
ね
な
が
ら
既
に
大
き
な
実
績
を

上
げ
つ
つ
あ
る
産
地
も
出
て
き
て
い
ま
す
。
特
に
印
象

に
残
っ
た
の
は
小
規
模
な
自
治
体
で
も
農
産
物
の
ブ
ラ

ン
ド
化
を
進
め
、
積
極
的
な
海
外
展
開
を
進
め
て
い
る

様
子
で
し
た
。

▼
わ
が
国
の
農
産
物
・
食
品
輸
出
額
は
昨
年
、
久
し
ぶ

り
に
５
０
０
０
億
円
の
大
台
を
超
え
、
過
去
最
高
を
記

録
し
た
そ
う
で
す
。
政
府
は
こ
れ
を
２
０
２
０
年
ま
で

に
倍
の
１
兆
円
に
す
る
と
い
う
野
心
的
な
計
画
を
立
て

て
い
ま
す
。
た
だ
、こ
の
目
標
を
達
成
し
た
と
し
て
も
、

輸
出
額
の
国
別
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
ま
だ
ま
だ
で
す
。
開

拓
す
べ
き
広
大
な
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
が
あ
り
ま
す
。（
堀
）

★日本橋プラザビルイベントスペース

●５月８日（木）〜９日（金）
　会津喜多方物産協会（福島県）
　『喜多方観光物産展』
●５月13日（火）〜14日（水）
　NPO法人ごかせ観光協会（宮崎県）
　『宮崎五ケ瀬釜炒り茶　“新茶まつり”』
●５月15日（木）〜16日（金）
　米子市観光協会（鳥取県）
　『米子うまいもん物産展』
●５月20日（火）〜21日（水）
　本場大館きりたんぽまつり実行委員会（秋田県）
　『本場大館きりたんぽまつりＰＲ』

●６月19日（木）〜20日（金）
　鶴ヶ島市（埼玉県）
　
●６月23日（月）
　東根市（山形県）
　『果樹王国ひがしね　さくらんぼキャンペーン』
●６月30日（月）〜７月１日（火）
　華やいで大阪・南泉州観光キャンペーン推進
　協議会（大阪府）
　『とことん南泉州観光キャンペーンキャラバン』

５月

EVENT CORNER

（写真）
1	 ２月６日（木）〜７日（金）
	 　市原市観光協会（千葉県）
2	 ２月13日（木）新城市（愛知県）
3	 ２月 18日（火）〜19日（水）
	 　七尾特産品協会（石川県）
4	 ３月 10日（月）
	 　平取町地域活性化協議会（北海道）

６月

【
編
集
後
記
】

【
６
月
号
予
告
】

特
集
＝
「
女
性
が
活
躍
す
る
地
域
づ
く
り
」（
仮
）

イベント
予定

地域づくり５月号
2014 年５月１日発行　編集・発行＝一般財団法人地域活性化センター

東京都中央区日本橋 2-3-4 日本橋プラザビル 13 階 電話 03-5202-6131（代）http://www.chiiki-dukuri-hyakka.or.jp/　印刷・製本／株式会社太平印刷社

法律で許可された場合以外に本誌からの無断転載を禁止します
落丁・乱丁はお取り替えします。地域づくり情報課（03-5202-6138）まで、ご連絡下さい。
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３ ４



特集 ■ 農産物輸出で地域経済を活性化

地
域
づ
く
り
５
月
号
（
通
巻
２
９
９
号
）
特
集　

農
産
物
輸
出
で
地
域
経
済
を
活
性
化　

平
成
26
年
５
月
1
日
　
一
般
財
団
法
人
　
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
発
行


